
東京から約1時間40分
小山から約1時間10分
宇都宮から約45分
仙台から約30分
山形から約1時間10分

福島まで（新幹線） ▶▶▶▶ 大学まで
ＪＲ／東北本線金谷川（かなやがわ）駅下車 徒歩10分
バス／福島駅から二本松方面行き乗車
　　　福島大学下車 徒歩10分

高速バス
仙台駅から福島駅まで約1時間20分
会津若松駅バスターミナルから福島駅まで約1時間30分
新潟駅から郡山駅まで約2時間50分

茨城方面からお越しの場合
高萩駅よりJR常磐線特急でいわき駅まで約35分
日立駅よりJR常磐線特急でいわき駅まで約45分
水戸駅よりJR常磐線特急でいわき駅まで約1時間10分
いわき駅より高速バスで福島駅まで約2時間
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入試に関するお問い合わせ先
福島大学入試課

TEL.024-548-8064（平日／9：00～17：00）
〒960-1296 福島県福島市金谷川１番地

※お問い合わせは、できるだけ受験者本人が行ってください。

福島大学公式マスコットキャラクター

めばえちゃん
福島大学公式マスコットキャラクター

めばえちゃん

4歳の女の子。4月7日生まれ。
出身地 福島県阿武隈高地
性　格 のんびり屋 いつもニコニコ
お仕事 福島っ子の応援・福島県産品のPR
 福島県の復旧・復興のお手伝い
 福島大学のPR

プロフィール

「福島大学 めばえちゃん
」

で検索！
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福 島大学
だから
学べること

福島大学公式
マスコットキャラクター
めばえちゃん

福島大学入試課
公式LINE



　福島大学は、福島県唯一の国立大学法人として、長

きにわたり地域とともに歩みを進めてきた大学です。

　昨年70周年を迎えた本学は、食農学類を新設し、こ

れまでの人間発達文化学類、行政政策学類、経済経営

学類、共生システム理工学類と合わせて5学類からな

る総合大学に生まれ変わりました。各学類は、学問分

野に沿って細分化されたコースで編成され、カリキュ

ラムの専門性がより強化されました。

　本学は学際性を重視しており、独自の「学類」制は、

一般的な「学部」と比べてカリキュラムに柔軟性を持

たせることができます。他学類の授業を受講するなど

して、今日強く求められている幅広いものの見方や多

視点的な学びを得ることを目指しています。

　また、教育理念を「問題解決を基盤とした教育」と

し、「解のない問いにチャレンジできる人材」の育成を

目標に掲げています。今から９年前の東日本大震災、

それに伴う東京電力福島第一原子力発電所事故で、本

学は発災直後から、避難所の開設と運営、県内外での

学生ボランティア活動、地域の放射線の測定、被災地

の実態調査など、多面的に支援活動を行い、これに

よって大学はたくさんの学びを得ることができました。

　「問題解決を基盤とした教育」とは、震災復興の様々

な活動で得た知見を教育課程に組み込んでいくと同

時に、教科書の中に閉じ込められている体系的な知識

を一方的に教えるだけではなく、学生自らが複雑な現

実社会に飛び込み、一人ひとりが自分なりのアプロー

チで問題を発見し、仲間とともに探究し合い、自分自

身の生き方や社会のあり方を熟考してもらいたいと

いう願いがこめられています。

　この理念を体現するカリキュラムとして、一つに

「地域実践特修プログラム」をあげることができます。

これは、主として講義科目「ふくしま未来学入門Ⅰ

/Ⅱ」とフィールドワーク科目「むらの大学」並びに、問

題探究科目で学んだ事柄を、自主学修プログラムや各

学類の専門科目に広げていく科目群です。大学の教室

で、また、浜通りの被災地で、様々な講師や現地の人々

に学び、震災の様態や復興の歩みなどを立体的に学ぶ

ことができ、これを通して被災地の復興に貢献するだ

けでなく、新しい社会のあり方を考えられる人材の育

成を目指しています。

　もう一つの「グローバル特修プログラム」は、語学学

習の強化、国際交流機会の提供、海外留学の支援など

を通して、グローバル人材の育成を目指す科目群で

す。本学学生が、海外留学生の福島県内視察をサポー

トし、意見交換・交流を行う体験型被災地学習

「Fukushima Ambassadors Program（F.A.P.）」なども

行っており、福島の復興にも大きく貢献しています。

　福島大学は、福島市南部の金谷川キャンパス内に全

ての学類がまとまって設置されており、主として1，2

年生が受講する基盤教育科目は学類を超えて多様な

学生が授業に参加します。課外活動（部活動、サークル

活動）も盛んで、様々な活動に取り組む学生たちが出

会い、そこからまた新しい活動が日々生まれていま

す。本学は、開学以来学生の自主性を尊重する伝統が

貫かれ、加えて、学生と教職員が互いに権利を守り、協

力して大学を発展させる自治の精神が生きており、

キャンパスの中には社会の多様性や自律性を考える

機会がたくさんあります。大震災を乗り越えてきた本

学は、10年を経ても様々な困難や課題に寄り添う姿

勢が息づいており、今なお活発なボランティア活動に

その片鱗を見ることができます。

　さて、現在、世界に広がる新型コロナウィルスの猛

威によって、人々の健康や社会生活のみならず、国際

関係に至るまであらゆる面で深刻な影響を受けてい

ます。本学でも、感染拡大を防止しつつ大学の機能を

維持するため、遠隔授業への転換や本学独自の経済支

援や食糧支援、さらには管理運営においても様々な工

夫と対策を行っています。

　この新型コロナウィルスとの闘いは、100年に一度

の災禍と言われています。福島大学は大震災という困

難に直面して大きな学びを得て成長してきた大学で

す。「ピンチの時こそがチャンスの時」、100年に一度

の困難は100年に一度の学びのチャンス、自分や社会

に変革をもたらす強いバネとなるはずです。今困難の

中にいる皆さんこそが、新型コロナウイルス収束後の

新たな社会を作る原動力になるものと確信していま

す。

　「福島大学でしか学べないこと」がたくさんありま

す。本学での学びや経験は、よりよい自分自身のあり

方、よりよい社会のあり方を実現する基礎となりま

す。共に福島大学で学びましょう。
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　福島大学は、福島県唯一の国立大学法人として、長 　「問題解決を基盤とした教育」とは、震災復興の様々 を通して、グローバル人材の育成を目指す科目群で 関係に至るまであらゆる面で深刻な影響を受けてい

地域と共に21世紀的　 課題に
立ち向かう福島大学

F U K U S H I M A  U N I V E R S I T Y
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福島大学における教育体系のイメージ
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福島大学でしか
学べないことを学ぶ！
■福島県は、2011年3月東日本大震災とそれに

伴う東京電力福島第一原子力発電所事故に見

舞われ、甚大な被害を被り、「Fukushima」は世

界に知れ渡ることとなりました。

■福島大学は東日本大震災以降、被災地の

フィールドワークや地域おこし、自然再生エネ

ルギー人材育成などに取り組み、ユニークな教

育を進めてきました。

■世界も、日本も、地域も、大きな変化の中にあ

り、たくさんの課題を抱え、容易に「答え」を導

き出せない問題に満ちあふれています。福島大

学は「解のない問い」にチャレンジする学生を

育てる教育を創造します。

身につけた力を「見える化」します。地域に学ぶ活動を強化します。

情報教育を実践的に変えていきます。 グローバル教育を充実させます。 キャリア教育と就職指導を強化します。

初年次の基盤教育を充実させます。入学から卒業まで、
手厚く教職員がサポートします。

　入学前教育─入学後のサポート─授業・学習─サークルやボラ

ンティア─留学などの各種活動─就職支援─卒業研究、などの4年

間の学生生活を、一貫した体制でサポートしていきます。これに

よって、誰でも目標に向かって意欲的に大学生活を送ることがで

き、さまざまな活動にチャレンジできます。

　１年次生が学ぶ初年次教育（教養教育）は、本学独自の教育体系です。高

校までの学び（教科書に書かれた知識を学ぶ）を大学での学修（自ら主体的

に学ぶ）につなげる教育体系として「基盤教育」を充実させました。入学後、

大学での学びを身につけるためのスタートアップとしての「接続領域」、幅

広い教養の基礎を形づくる「教養領域」、現実の問題をフィールドワークや

グループを通し、時には一人で、時には学生間で意見を交わし課題を深く

掘り下げ、そして解きほぐしていく「問題探究領域」が設定されています。

　科目や科目群の学習目標を明示して、どのような能力を伸ばす

のか、どのように伸びたのかを情報技術を使って「見える化」しま

す。アクティブ・ラーニングや実践的な学習を取り入れ、学生の学

びを活性化させます。

　地域は多様な課題を抱えています。「地域実践特修プログラム」

の「ふくしま未来学」を中心として、本学で学べる地域学習を広げ、

地域の現状に触れ地域で活動する学習を増やし、問題探究・問題解

決の力を伸ばします。

　学類を超えて、語学教育をグレードアップし、欧米圏やアジア圏

との国際交流の機会や、海外留学を希望する学生にさまざまな情

報や機会を提供します。

　現代の情報化社会にふさわしい教育体系に変えていきます。各

自がパーソナルコンピュータを通して、学内外のさまざまな情報

にアクセスし、情報の収集や分析、まとめ、プレゼンテーションを

実践します。21世紀の読み・書き・算を身につけます。

　本学で先進的に取り組んできたキャリア教育をさらに発展させ

ます。自治体や企業との連携を強化し、インターンシップの機会や

就職指導を充実させて、就職に強い人材、社会に出て魅力的な仕事

ができる人材を育てていきます。

福 島 大 学 の 教 育



地域に学ぶ
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ふくしま未来学入門I
　2011年の東日本大震災と東京電力福島第一原発事故は、

人びとの暮らしに甚大な影響をおよぼし、今なお現在進行 

形の課題として私たちの前に存在しています。「ふくしま

未来学入門I」は、地域とともに歩む総合大学・福島大学の特

性を活かした、全5学類の教員によるオムニバス講義。人類

が初めて経験する福島の諸課題に、それぞれの学問分野で

どのような取り組みがなされ、学問知が実践知としてどの

ように活用されているのかを学びます。

　「ふくしま未来学入門II」では、復興の現場で活躍してお

られる多彩なゲスト講師をお招きし、地域で実際に行われ

ている取り組みについて具体的に学びます。震災と原発事

故は人類の歴史に残る大きな出来事ですが、福島県内各地

で多くの人びとの手によって取り組まれている復興と地域

再生の歩みもまた、歴史に刻まれる力強いものです。その

一端に触れることで、課題解決型の思考を養うとともに、

自らの進路についても考える契機となります。

「地域実践特修プログラム」では次の5つの力の養成を目指し、
学習効果のデータ収集と、エビデンスに基づいた教育プログラムの改善を行っています。

学生が身につける5つの力

地域にあらわれる多様な課題を発見するカ

科学的にかつ総合的に地域課題を理解するカ

地域課題のミッションを明らかにし、自ら主体的に解決するために行動するカ

地域課題を解決するために、多様なセクターと協働するカ

地域課題の社会的解決に向けて、現状や地域の主体的な取り組みを外部に発信するカ

福島大学は「地域実践特修プログラム」を通じて、 
未来を創造できる人材の育成と、原子力災害からの地域再生を目指します。 

文系・理系の全ての学類が一つのキャンパスに集まる福島大学ならではの特修プログラムです。

「解のない問い」にチャレンジ

ふくしま未来学
地域実践特修プログラム

-福島だから学べること-

5学類オムニバス講義で復興の最前線を知る

ふくしま未来学入門Ⅱ
地域で活躍するゲスト講師陣と考える課題解決

多様な視点で学ぶ福島の「いま」と「これから」 

講義「ふくしま未来学入門」講義「ふくしま未来学入門」

1. 地域課題を発見する力

2. 地域を分析するカ

3. 地域を興す力

4. 地域をつなげる力

5. 地域を伝える力
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　原発事故により避難を余儀なくされ、現在、復

興と地域再生に取り組む地域(双葉郡川内村・南相

馬市小高区)を繰り返し訪れ、地域住民の方々との

交流・調査(フィールドワーク)、 そして地域の課

題解決に向けた活動(サービス・ラーニング)を行

う授業です。5月のガイダンスから1月の現地報告

会まで、年間を通して学びを深めます。

　1年次に「むらの大学」を履修した学生の多くは、2年次に

「自主学修プログラム」として地域(川内村・南相馬市小高

区)での活動を継続しています。自主学修プログラムは、学

生が自主的にグループを組織してテーマ・内容を設定し、

教員の指導のもとで学修することにより、単位が認定され

る制度です。多くの学生たちが、1年次に発見した地域の魅

力や課題について「自分たちに何ができるか」を考え、自主

的なプロジェクトを継続しています。

地域の特産品を使った六次化商品の開発

菜の花キャンドルの製造とイベントでの活用

災害公営住宅への定期的な訪問と交流

子どもたちとのふれあいを通じた地域活性化

学生が企画・運営する被災地見学(みらいバス) ...など

●

●

●

●

●

学生のプロジェクト例

　地域と大学をつなぐ「みらいバス」は、学生・教職員を

対象とした日帰り(または1泊2日)のスタディツアー。授

業以外で地域を訪問するきっかけをつくるため、年間5

回程度実施しています。被災地域の訪問・見学やボラン

ティア活動を通じ、それぞれの地域の現状を学びます。

川内村「かえるマラソン」ボランティア

南相馬市「菜の花迷路」ボランティア

双葉町「スポーツフェスティバル」ボランティア

浪江町 田植え体験と住民の方との協働ワークショップ

福島をいかに海外に伝えるか

現状と復興に向けた歩みを知る...など

●

●

●

●

●

●

過去の「みらいバス」

　福島大学の「地域実践特修プログラム」(愛称:ふくしま未来学)とは、地域について実践的な力を養うために設定

された科目群のことです。学生は基盤教育科目と学類専門科目とのそれぞれで対象科目を履修し、計30単位を取

得することで「地域実践特修プログラム」修了と認定されます。

地域実践特修プログラム履修基準表

※問題探究科目は、全て「地域実践特修プログラム」対象科目となります。 
※学術基礎科目・学類専門科目における「地域実践特修プログラム」科目は、シラバスを参照してください。

ふくしま未来学
地域実践特修プログラム

-福島だから学べること-

復興の現場を繰り返し訪れ学ぶ
フィールドワーク

地域実践学習
「むらの大学」
地域実践学習
「むらの大学」

「むらの大学」で学んだ後は、自分たちで実践!

自主学修プログラム自主学修プログラム

地域を学ぶ、
授業外のスタディツアー

みらいバスみらいバス

領域・科目区分 開設科目等 必修 要認定
単位数

地域実践特修プログラム科目

問題探究セミナーI

むらの大学

ふくしま未来学入門I・II

その他の問題探究科目

自主学修プログラム

問題探究セミナーII

地域実践特修プログラム科目

各2

2

2

各2

各2

1～

2

各2

／

2

／

2

／

／

2

／

学術基礎科目

問題探究科目

学類専門科目

基盤教育

專門教育

16

14

30

1 科 目
単 位 数

「地域実践特修プログラム」修了認定に必要な単位合計

問題探究科目



「留学の費用に不安がある」という方
も安心してください。福島大学には経
済的な負担軽減を目的とした給付型
の奨学金制度が準備されています。
2019年度は121名の学生が奨学金
を受給、留学を体験しました。

詳しくは、国際交流センターに
お問い合わせください！

奨学金制度
について

!

研究につながる学びを得たのはもちろん、
行動力や協調性が培われ、自らの成長を感じています

今の自分から、一歩前へ
バディ制度

　海外に留学してみたいけど不安がある。身近な場
所で語学力を試したい。そんな皆さんに対応できる
よう、福島大学には学生交流協定校から来る交換留
学生・短期間留学生達のサポートをする「バディ」制
度があります。バディとして留学生達と関わることで、
彼らの文化を直接感じ、
福島にいながら国際交
流ができます。グロー
バル人材へのファース
トステップとして貴重
な機会となります。

開催期間 ： 10日間程度

多彩なプログラムで世界を学ぶ
短期研修・演習

　長期休暇を利用して行う短期研修・演習では、
海外の協定締結大学で語学を学んだり、フィール
ドワークを体験することができます。例えば、コ
ロラド州立大学ではアメリカの放射線研究につ
いて学ぶことができます。このほか韓国、中国、
台湾、カナダ、オース
トラリア、ドイツでの
語学研修など、多彩な
プログラムが用意され
ています。

開催期間 ：  10日～3ヶ月

協定締結校への長期留学
交換留学

　本学は、大学間交流協定に基づき、海外の36
大学と学生交流協定を締結し、「交換留学」を実
施しています。「交換留学」とは学生交流協定校
への長期留学で、福島大学のみに学費を納める
必要がある留学を指します。国際交流センター
が留学先との調整役
を務めるので、留学の
準備から留学中の相
談、帰国後の単位の互
換まで、さまざまな手
続きも安心して行うこ
とができます。

開催期間 ： 半年～1年

海外で働くために必要なことを学ぶ
海外インターンシップ

　2016年度からスタートした海外インターンシッ
プ講座「WEA」は、「実際の現場で英語を使うこと
により実用的な英語を身につける」がテーマです。
海外で仕事をするには何が必要なのかを考えなが
ら、海外で働くためのスキルや知識を学びます。そ
の後、夏休みに渡米し
て、現地でインターン
シップを行います。
例 : Real English Business 
Internshipプログラム（テキ
サス・ヒューストンでの８週
間のインターン）など

開催期間 ： 約2ヶ月

専門家の指導も受けられる
語学力強化

　英語圏への交換留学などを目指す学生に求め
られるのが、IELTS™やTOEFL®などの語学試験で
目標スコアをクリアすることです。福島大学では、
少人数制の語学力強化プログラムや、語学試験
のコーチングで語学力アップをサポートしていま
す。中でも国際交流セ
ン ター が 提 供 す る
「IT T」は、語学試験
対策の専門家による
きめ細やかな受験指
導に人気が集まって
います。

開催期間 ： 毎日（月曜～金曜）

隣町でのクリスマスパーティでは7つの国籍でテーブ
ルを囲み、お互いの国の文化などを語り合いました。

友人とのニューヨークシティ観光。ここでの1番の思
い出は、最高気温-7°Cと寒すぎたことです。

Profile

共生システム理工学類 4年
［ 宮城県仙台第一高等学校出身 ］ アメリカ ニューヨーク州（2019年8月～2020年3月）

福島大学には、多彩な国際交流の機会が用意されています。
多くの留学生が在籍しているのも本学の特徴。国際交流は、キャンパスの中からはじまっています。国際交流

Fukush ima  Ambas sador s  P rogram
　Fukushima Ambassadors Program（通称F.A.P.）と
は、アメリカ、ドイツなどの海外の協定大学から福島に関
心を持った留学生（これまで延べ209名）を約２週間のプ
ログラムに招き、福島大学の学生とともに被災地をまわ
る短期留学プログラムです。2020年4月現在、福島大学
を中心に600名以上の県内の大学生がプログラムアシス
タントとして参加してきました。さまざまな背景を持つ学
生たち同士が、ともに英語で福島の「過去」、「現在」、そし
て「未来」の課題について学び、理解を深めています。

ともと海外に漠然とした興味があり、2年次にアメリカの理工学類の海

外演習に参加しました。その際、大学の学部数や研究施設を含む規模

の大きさに感銘を受けるとともに、2週間で感じた他民族国家ゆえの自己主張と個

性を重んじる社交的な国民性、文化に惹かれ、この環境で専攻の大気科学をより

深く学びたいと思ったのです。留学先にニューヨーク州立大学アルバニー校を選

んだのは、大気科学の科目数や研究分野がかなり幅広いことと、個人的に習得し

たかったプログラミング言語を用いた気象データ解析の講義が開講されていたこ

とが決め手となりました。

　留学当初は、予習と復習に追われる日々でした。しかし、その生活にも徐々に慣

れ、同じ専攻の友人と一緒に課題や試験勉強に取り組むようになってからは勉強

の効率も上がり、大変充実していました。休日は、留学生やアメリカ人の友人との

外食やパーティ、スポーツ観戦、旅行なども楽しみ、有意義な時間を過ごすことが

できました。

　今回の留学を通して、研究につながる学びを得たことはもちろん、行動力や協調

性といった人間性の面での成長も感じています。今後も留学で培ったバイタリティ

を強みに多くの経験を積んで、将来をグローバルに切り開いていきたいです。皆さ

んの中で、海外で学ぶことに少しでも興味を持っている人がいるなら、福島大学の

手厚いサポートとともに、国際交流の機会を利用することをお勧めしたいです。

も

平日9:00-12:30 / 13:30-17:00

国際交流センター

　福島大学国際交流センターは、国際交流の窓口として学生の皆
さんのサポートや、情報発信を行っています。ここでは、本学と学
術・学生交流協定を締結している大学の情報や、留学の報告書な
ども閲覧することができます。また留学や語学学習に関する図書の
貸出や、希望者には語学試験対策学習指導も提供しています。留
学に関わる生活や学習の相談や、在留資格、地域のイベント案内、
手続きなどもここで確認することができます。

Fukush ima  Un ive r s i ty  In te rna t iona l  Cente r

09 10

世界で学ぶ
「解のない問い」にチャレンジ

バディ制度

海外インターンシップ

短期研修・演習短期研修・演習 交換留学

語学力強化

森谷 和音さん



　自分を
　知る

　皆さんが「未来」を考える土台を形成するために、本学

では高校までの学びと大学での学修をつなげる教育体系

として、「基盤教育」を充実させています。入学後、大学で

の学びを修得するためのスタートアップとしての「接続

領域」、広い教養の基礎を形成する「教養領域」、現実の問

題をフィールドワークやグループ学修を通して解きほぐ

していく「問題探究領域」を設定し、現状を分析する力や

問題解決のための能力を丁寧に育みます。そして文系・理

系を問わず、分析や問題解決のツールとしての基礎的な

数学や理工学を理解し、社会に有益な知見を引き出す

データサイエンス教育にも力を入れています。

　未来をつくるのは、皆さん一人ひとりの力です。自分が

何をしたいのか、何ができるのか。地域や世界で、どんな

未来を創造していくのか。福島大学でともに考え、学んで

いきましょう。

自分の、地域の、世界の未来を想像してみよう

　福島大学が大切にしているものの一つに「自己の振り返り」がありま

す。自分自身の長所や特徴を知ることが、学びと自立の第一歩だと考える

からです。自分はどんなことが得意なのか、特に何に関心があるのかを客

観的に見つめることは、自分がどんな社会を創造したいのか、その未来に

どんな方法で関わっていきたいのかに気づくきっかけにもなります。

　在学中はセメスターごとにさまざまな授業の学修目標を自分で設定

し、どのような能力を伸ばすのか、どのように伸びたかを「見える化」し、

自己評価（振り返り）を行います。この一連のサイクルを4年間繰り返す

ことで、学びと自己研鑽を深化させ、自身の取り組むべき課題を発見する

ことができます。

自分自身のことを知る

「解のない問い」にチャレンジ

未来を
考える

「解のない問い」にチャレンジ

「人文字やるよ！みんな、集まれ～！」（創立70周年記念事業　2019年5月）Youtube動画はこちら≫
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地域とともに21世紀的課題に立ち向かう福島大学だからこそ、これ　　からの「地域で生きること」「社会で生きること」を 学び、考えます。

理
工
学
群

農
学
群

人間発達文化学類
生涯を通じた学びや人の成長を支える人材を育成

Faculty of Human Development and Culture

■ 教育実践コース

■ 心理学・幼児教育コース

■ 特別支援・生活科学コース

■ 芸術・表現コース

■ 人文科学コース

■ 数理自然科学コース

■ スポーツ健康科学コース

▶ 

▶

▶

▶

▶

▶

▶

▶ 

▶

▶ 

▶

▶ 

▶

▶ 

▶

▶ 

▶

▶ 

▶ 

▶

▶ 

▶

▶ 

▶

学校教員

心理学

発達支援

音楽

言語・歴史・文化

自然科学

健康

教育

幼児教育

生活科学

美術

学校教員

数学

地域貢献

未来の「くらし」を創 造する福島大学

▶▶▶▶  P.15

▶▶▶▶  P.25

▶▶▶▶  P.37

▶▶▶▶  P.47

▶▶▶▶  P.57

学類 コース 学びのキーワード 学士号と取得可能な資格

行政政策学類
「地域・自治の時代」のニーズへ学際的に取り組む

Faculty of Administration and Social Sciences

■ 地域政策と法コース

■ 地域社会と文化コース

■ 夜間主（社会人教育）

経済経営学類
グローバルな視野で経済社会をリードする人材を創出する

Faculty of Economics and Business Administration ■ 経済学コース
　・経済理論モデル
　・グローバル経済モデル

■ 経営学コース
　・地域経営モデル
　・会計ファイナンスモデル

共生システム理工学類
２１世紀の課題を「共生の科学・技術」で解決する

Faculty of Symbiotic Systems Science

■ 数理・情報科学コース

■ 経営システムコース

■ 物理・システム工学コース

■ 物質科学コース

■ エネルギーコース

■ 生物環境コース

■ 地球環境コース

■ 社会計画コース

■ 心理・生理コース

食農学類
主体的・創造的に対応する地域リーダーの育成

Faculty of Food and Agricultural Sciences

■ 食品科学コース

■ 農業生産学コース

■ 農業経営学コース

■ 生産環境学コース

人
文
社
会
学
群

経済理論

地域経営

地域経済

ファイナンス

自治

地域社会

地域問題

考古学
まちづくり

地域活性化

社会福祉

法律

食品加工学

作物栽培

農業経営

生産資源

栄養

農業生産

地域農村社会

森林・農地・水環境

発酵・醸造

農業被害管理

農業経済

里山管理

地域の食の伝統

稲作学

数理科学

経営工学

物理・機械・電気

化学

再生可能エネルギー

生態学

地球科学

持続可能性

心理学

数学

マネジメント

生体・メカトロニクス

先端材料

地球温暖化対策

進化・系統

自然災害の予測・防災

文理融合

生理学

ソフトウエア

企業等の経営

ものづくり

新素材開発

省エネ・創エネ・畜エネ

生物保全

地球温暖化

計画

心と脳

※１ 理科については他学類で開講されている授業の単位を取得する必要があります。 ※2 特別支援学校教諭の免許状は単独では取得できず、小学校、中学校、高等学校及び幼稚園教諭免許状のいずれかを併せて取得しなければなりません。　　　　　　　  ※3 必要単位を修得し、卒業後１年以上、社会教育主事補としての職に従事する必要があります。 ※4 「博物館に関する科目の単位」を修得する必要があります。
※5 必要単位を修得し、卒業後、地方公務員として任用され、福祉事務所などの部署に配属される必要があります。 ※6 数学については他学類で開講されている授業科目の単位を修得することにより取得できる免許状。 ※7 理科については他学類で　　　　　開講されている授業の単位を取得する必要があります。

■ 資格の注釈

● 学士（発達文化）
● 幼稚園教諭一種免許状
● 小学校教諭一種免許状
● 中学校教諭一種免許状

● 高等学校教諭一種免許状

● 特別支援学校教諭一種免許状 ※2

国語/社会/数学/音楽/美術/ 
保健体育/家庭/英語/理科※1

国語/地理歴史/公民/数学/音楽/
美術/保健体育/家庭/英語/理科※1

● 学士（法学）、学士（社会学）
● 中学校教諭一種免許状（社会）

● 高等学校教諭一種免許状（地理歴史・公民）

● 社会教育主事（基礎資格）※3・社会教育士
● 学芸員※4

● 社会福祉主事（任用資格）※5
※ 行政政策学類夜間主では、教
員免許状の 取得はできません。

● 学士（経済学）
● 高等学校教諭一種免許状（商業）

● 学士（理工学）
● 中学校教諭一種免許状（理科／技術／数学※6）

● 高等学校教諭一種免許状（理科／工業／情報／数学※6）

● 学芸員資格

●学士（農学）
● 高等学校教諭一種免許状（農業、理科※7）
● 食品衛生管理者（任用資格）
● 食品衛生監視員（任用資格）
● 食の6次産業化プロデューサー
● 測量士補
● 危険物取扱者（受験資格）
● フードスペシャリスト（受験資格）

学類の
ホームページはこちら

学類の
ホームページはこちら

学類の
ホームページはこちら

学類の
ホームページはこちら

学類の
ホームページはこちら

グローバルEP
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人間発達文化学類
Faculty of Human Development and Culture

子どもたちに寄り添い、成長を支える学校教員や、

文化を通じて、地域の人 を々支える人を養成します。

こんな人に学んでほしい

Admission Policy

15 16

取得できる教員免許・資格

学類紹介M O V I E をチェック！

● 保育士、保育園・幼稚園や小学校・中学校・
　高校・特別支援学校の先生になりたい人
● わかりやすく教えられる先生になりたい人
● 人間の心理や行動の不思議について学びたい人
● 現代生活に関わる衣食住や生活経営について学びたい人
● 音楽や美術について学びたい人

■ 教育実践コース
■ 心理学・幼児教育コース
■ 特別支援・生活科学コース
■ 芸術・表現コース

■ 人文科学コース
■ 数理自然科学コース
■ スポーツ健康科学コース

卒業後の進路

● 保育士
● 幼稚園教員
● 小・中・高校教員
● 特別支援学校（盲学校・聾学校・養護学校）教員
● 社会教育主事
● 児童館専門員
● 学童保育指導員
● 塾講師
● 国家公務員
● 地方公務員
● 専門コンサルタント
● 医療・福祉関連

● 一般企業
● 日本語学校教員
● 英会話講師
● NGO職員
● 銀行員
● SE、マスコミ・出版業
● 旅行・サービス業
● 不動産業
● 商社・企業（国際交流・海外事業担当）
● 社会人教育サービス
● 大学院進学 など
● 音楽教室講師

● 音楽サークル指導者
● イベント企画者
● 劇伴・コマーシャル音楽制作者
● 印刷・広告業
● イラストレーター
● インテリア用品デザイナー
● スポーツ選手
● スポーツ指導者
● フィットネスクラブ
● マスコミ・出版業（スポーツ分野）
● スポーツマネジメント業
● 健康増進産業 など

● 幼稚園教諭一種免許状
● 小学校教諭一種免許状
● 中学校教諭一種免許状
　（国語/社会/数学/音楽/美術/保健体育/家庭/英語/理科※1）
● 高等学校教諭一種免許状
　（国語/地理歴史/公民/数学/音楽/美術/保健体育/家庭/英語/理科※1）
● 特別支援学校教諭一種免許状※2

● 社会教育主事（基礎資格）※3・社会教育士
● 保育士※4　
● 日本語教員※5
● （公財）日本スポーツ協会公認スポーツ指導者※6
● 社会福祉主事（任用資格）※7
● 公認心理師※8

※1  理科については他学類で開講されている授業の単位を取得する必要があります。
※2 特別支援学校教諭の免許状は単独では取得できず、小学校、中学校、高等学校及び幼稚園教諭免許状のいずれかを併せて取得しなければなりません。
※3 必要単位を修得し、卒業後１年以上の社会教育主事補あるいは5年以上の学校教員などの教育関係職に従事することが必要です。
※4 15名の定員があります。心理学・幼児教育コース所属のみ取得可能です。ほかのコース所属では取得できません。同時に取得可能な免許は幼稚園と
　　小学校の教員免許のみです。
※5 「日本語教員養成コース」の単位を修得することが必要です。
※6 指定する科目を修得することにより「スポーツリーダー」資格を取得できます。また各種スポーツ指導者資格の取得に必要な講習の免除資格が、指定
　　された科目を修得することにより取得できます。この制度は、スポーツ健康科学コースに所属する学生が対象となります。
※7 必要単位を修得し、卒業後、地方公務員として任用され、福祉事務所などの部署に配属される必要があります。
※8 国家資格「公認心理師」の受験資格取得に必要な科目を開講します。公認心理師の受験資格取得に必要な学類の科目を全て履修するためには、心理学
　　・幼児教育コースに所属する必要があります。また保育士資格や教員免許を同時取得することはできません。実習先の受け入れ可能数を超える場合
　　には選考することがあります。最終的な受験資格取得のためには、大学卒業後に大学院への進学または認定施設での実務経験が必要となります。

● 日本・アジア・欧米の言語や文学について学びたい人
● 地域や世界の地理・歴史・経済・社会・思想について
　学びたい人
● 数理科学や自然科学について学びたい人
● スポーツ科学や健康科学について学びたい人



カリキュラムの特長

コース専門プログラム制による確かな学力と実践的な応用力の形成

Curriculum

　人間発達文化学類では、生涯にわたる人間の発達を個人・社会・文化との関わりにおいて支援していく人材の養成を目指しています。

保育士・幼稚園教員は心理学・幼児教育コースで、特別支援学校教員は特別支援・生活科学コースで、小学校・中学校・高等学校教員は全

コースで養成しています。学類生は、自らの興味・関心や目指す進路に応じて、1年次からいずれかのコースに所属し、各コースの用意す

るプログラムを選択して学んでいきます。それにより、専門に関する確かな知識・技術と実践的な応用力を身につけることができます。
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大学と実社会での学びを融合し、
「成長を支えられる人」に
本学類では人文、社会、数理の諸科学から芸術、スポーツまで、
皆さんが想像する以上に多様な学びが可能です。時には学外に
飛び出し、実践的に学ぶ機会も大切にしています。実社会での
経験は、自らの長所や自分に足りないものに気づかせ、学びを
深めさせてくれるからです。また本学類の目標は「人の成長を支
える専門家を育てる」ことです。実社会では多くの場合にチーム
ワークが大切になります。皆さんには、必要なときには立場や考
え方を超えて、他の人たちと力を合わせられる柔軟性も身につ
けて欲しいと思っています。正解のない問題に直面した時、より
良い答えを導く手助けができる。そんな存在になってください。
未来に向かって、ともに学びましょう。

人間発達文化学類長 朝賀 俊彦 教授

学類長メッセージ 

教員紹介

学類附属 学校臨床支援センター

阿内 春生 
小川 裕  
菅家 礼子 
齋藤 幸男 
坂本 篤史 
芝田 直久 
粠田 惣男 
鈴木 昭夫 
髙橋 正人 

谷 雅泰  
中田 スウラ 
橋本 美智子 
浜島 京子 
松下 行則 
森本 明  

（教育行政学・学校経営論）
（音楽科教育における指導法の追究）
（質の高い身体教育の探究）
（学校経営に関する実践的研究）
（授業研究、教師論）
（社説・コラム等の授業での活用、スピーチや実用英語の研究）
（社会科教育の実践的研究）
（理科教育）
（高等学校における国語科教育に関
する指導方法についての研究）
（日本教育史、近代学校の起源）
（社会教育学・教育社会学）
（学習指導法の研究と教材開発）
（子どもの家庭生活と家庭科等の教育）
（道徳！好きですか。道徳って何？）
（算数・数学の授業とカリキュラムの構成に関する研究）

人間発達文化学類 ｜ Faculty of Human Development and Culture

教育実践コース
朝賀 俊彦
飯嶋 良太
井実 充史
小野原 雅夫
鍵和田 賢
川田 潤
小松 賢司
佐久間 康之
佐藤 佐敏
佐藤 元樹
澁澤 尚
髙木 修一
髙田 英和
高橋 優
高橋 由貴
中川 祐治
中村 洋介
初澤 敏生
半沢 康
牧田 実

（言語の仕組みについての研究）
（言語芸術、特に英語・北米のもの）
（日本古典文学、古典教育）
（戦争と平和の倫理学、科学技術と環境の倫理学）
（ドイツ近世史、ヨーロッパ宗教社会史）
（主に英語圏の文化の研究）
（日本近世史）
（外国語活動・英語教育と心のメカニズム）
（国語科教育学、学習指導論）
（理論言語学、統語論、意味論）
（漢文学、漢字文化、古代文学・思想・神話、本草学）
（英語リーディングのメカニズムを探る/英語テストを科学する）
（イギリス文学、文化研究）
（ドイツ・ロマン主義の文学と思想）
（日本近代文学・比較文学）
（日本語の文法・語彙、日本語教育）
（自然災害科学・防災教育）
（地域文化構造の調査と分析）
（日本の方言の研究）
（コミュニティとまちづくり）

人文科学コース

相原 義弘
瀧口 和也
中田 文憲
平中 宏典
水澤 玲子
村上 正義
和田 正樹

（多様体上のネヴァンリンナ理論）
（和算の研究）
（微分幾何学）
（ICTを活用した理科教育、地域地質を活かした地学教育）
（島嶼生態学、植物の繁殖生態学）
（小学校理科教育）
（解析学、確率論）

数理自然科学コース

小川 宏
川本 和久
杉浦 弘一
鈴木 裕美子
中村 民雄
蓮沼 哲哉
安田 俊広

（体育・スポーツの意義と目的）
（陸上競技、トレーニング構成論）
（スポーツと健康の医科学）
（身体表現にみられる伝承と創造）
（日本人のスポーツ受容と身体技法）
（スポーツ社会学）
（骨格筋の疲労と損傷のメカニズム）

スポーツ健康科学コース

岡田 努 （科学史・科学コミュニケーション論）
※兼務教員　共生システム理工学類

学校連携部門

青木 真理
岸 竜馬

（臨床倫理学、教育臨床学）
（精神分析的心理療法・精神病理）

教育相談部門

宗形 潤子
佐藤 和彦

（生活科における実践的研究）
（教師修行は果てしなく）

現職研修部門

安部 郁子

生島 浩
白石 昌子
住吉 チカ
高谷 理恵子
富永 美佐子
原野 明子
飛田 操
保木井 啓史

渡辺 隆

（児童虐待やDV被害者等、様々な困
難を抱える人たちの支援）
（少年非行・犯罪に関わる家族への援助実践）
（幼児の音楽活動の内容や方法）
（認知心理学、認知機能障害、及び認知機能の発達）
（乳幼児の身体制御に関する発達）
（青年期の進路発達とその支援）
（幼児の仲間関係の発達）
（人間関係と集団についての心理学）
（集まりの場面での子どもと保育者
の相互作用、保育者の専門性）
（臨床心理学、福祉心理学）

心理学･幼児教育コース

大関 彰久
角間 陽子
片寄 一
鈴木 晃
髙橋 純一
千葉 桂子
千葉 養伍
鶴巻 正子
中村 恵子

（社会の変化に対応した特別支援教育のあり方）
（家庭科教育の研究、生活経営学）
（特別支援学校の教育に関する実践的研究）
（住生活学、暮らしと技術）
（能力の多様性と障害理解、障害児・者の見え方と感じ方）
（快適で安全な衣服デザインと機能）
（食品成分とその関連酵素の研究）
（発達障害児の読字・書字への支援）
（調理のコツとおいしさについて）

特別支援・生活科学コース

新井 浩
今尾 滋
加藤 奈保子
杉田 政夫
内藤 良行
中畑 淳
横島 浩
渡邊 晃一

（彫刻制作、彫刻教材の研究）
（声楽・オペラ）
（西洋美術史・美学）
（音楽科教育の理論的、実践的研究）
（図画工作科・美術科教育）
（ピアノ演奏法、作品解釈法の研究）
（作曲、楽曲分析研究）
（絵画、現代美術、制作学）

芸術・表現コース

教育実践コース

基
盤
教
育

専門教育

自由選択

教養領域

問題探究領域

接続領域

芸術・表現コース

人文科学コース

数理
自然科学コース

スポーツ
健康科学コース

特別支援・
生活科学コース

心理学・
幼児教育コース

学類・教養科目

学びの目標

■ 外国語コミュニケーション科目 

■ 問題探究セミナーⅠ ■ 問題探究セミナーⅡ

■ 問題探究科目　■ 自主学修プログラム

■ 学術基礎科目　■ 健康・運動科目　■ 情報科目

■ 外国語科目

■ キャリアモデル学習　■ インターンシップ　■ 教職入門

コース専門科目以外の学類科目を履修することで、発達・文化に　　　関する学びの幅を広げる

卒業研究科目
■ 卒業研究基礎演習　■ 卒業研究演習　■ プレゼンテーション演習　■ 卒業論文
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コ
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ス
専
門
科
目

■ 日本教育史
■ 教育課程論

■ 社会科学習指導論
■ 子どもと特別活動

■ 教育と社会
■ 数学科教育法Ⅲ・Ⅳ

自ら課題を立て、専門的知識・　　　　技術を活用して課題を解決す
るなかで、専門的知識・技術の　　　　実践力を身につける

年次1 年次2 年次3 年次4
第1セメスター 第2セメスター 第3セメスター 第4セメスター 第5セメスター 第6セメスター 第7セメスター 第8セメスター

アドバイザー教員

学習や進路など大学生活全般のアドバイスを行います。
下記の担当教員をアドバイザーとする小集団教育を行い
ます。

1年次前期

1年次後期～3年次前期

3年次後期～4年次

： スタートアップセミナー教員

： 問題探究セミナー教員

： 卒業研究指導教員

■ 国語科教育法Ⅳ
■ 生活科学習指導論

■ 知覚・認知心理学
■ 社会・集団・家族心理学

■ 障害者・障害児心理学
■ 保育内容（人間関係）

■ 保育内容（環境）
■ 司法・犯罪心理学

■ 公認心理師の職責
■ 保育カリキュラム論

■ 総合表現（劇）
■ 幼児理解・教育相談の理論と方法

■ 代数学Ⅱ
■ 幾何学Ⅱ

■ 確率論・統計学
■ 理科学習指導論

■ 理科の実験指導
■ 代数学続論

■ 幾何学続論
■ 物質化学

■ 生命環境の科学
■ 地球惑星の科学

■ スポーツ運動学
■ スポーツと文化

■ 救急処置及び看護法
■ スポーツ心理学

■ 体力トレーニング
■ スポーツ指導論

■ スポーツ政策論
■ 運動の処方

■ 健康科学演習
■ 野外活動

■ 絵画
■ 彫刻

■ 美術科教育法
■ 器楽演奏研究

■ 指揮法研究
■ 音楽史

■ 声楽アンサンブル
■ ピアノアンサンブル

■ 音楽科教育法
■ 美術史

■ 知的障害者教育課程論
■ 知的障害者の行動観察とアセスメント

■ 重複障害・軽度発達障害教育総論
■ 食物学

■ 生活経営学
■ 知的障害者学級経営論

■ 知的障害者の心理・生理・病理
■ 人間と衣服

■ 住環境学
■ 食品加工学概論及び実習

■ 映像メディア論
■ 芸術学

■ 日本古典文学演習
■ 日本語の変異

■ 自然災害と人間
■ 日本史史料講読

■ 英語学概論
■ 初期近代英米文学

■ 英語学演習
■ 英米文学演習

■ 現代日本経済論
■ ヨーロッパ古代・中世史

■ 書道
■ 日本語教育実習Ⅰ

小・中・高教員は全コースで
養成

専門的知識・技術をさらに深めるとともに、
学びの集大成である卒業研究を完成させる

発達・文化の専門的な知識・技術を学ぶ
問題解決型学習の基礎を学ぶ

発達・文化のリテラシー（基礎・基本）を学ぶ
学びのプログラムを選択する

■ スタートアップ科目
■ ライフマネジメント科目

自らの興味・関心にしたがって、基盤教育及び学類内外の科目から選んで履修する

※2020年4月1日現在



主体的で実践的な学びを通して、
「成長を支えられる人」を目指します

専門知識･技術と実践的な応用力を身につける
7つのコース

　「人の成長を支える専門家を育てる」ことを目標に、人間の発達を支援する教育や文化に関する基礎的・専門的

知識、技術を学びます。それらを基盤に、社会における現代的、地域的課題解決に、実践的に取り組むことのできる

人を養成します。学類生は、1年次から7つのコースに所属し、学類基礎、学類専門、学際・教養、卒業研究のカリ

キュラムを通じて学んでいきます。また、より深い学びと経験ができるコース専門プログラムを設置しています。

　小中学生が参加する「自然体験学校」を企画運営します。8月の本番に向

けて、仲間とともに企画を考え、話し合い、準備する中で、考えを伝える力

や聴く力、企画力が身につき、子どもとの関わりのイメージがつかめると

ともに、多くの仲間を得られます。 
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自然体験実習
1年前期

伝える力、聴く力、そして企画力が身につく。

　学校現場で教員の実務の補助にあたり、実践的指導力を養い、学校理解

を深めます。2年次では3年次の教育実習への準備、3・４年次では教育実習

で身につけた知識や技能を活かし、教員としての資質能力を高めます。教

職登録をした2年生以上が対象です。

学校教育支援実習
2年前期～

教員としての資質能力を高める。

　教師を目指す人にとって必修の科目。理論を知っているだけでは教師

は務まりません。理論を実践力として働かせる必要があります。理論を実

践力につなげていく最初の学びの場が「教育実習」です。4週間、幼稚園や

学校に通って学びます。 

教育実習
3年前期～

培った理論を実践力につなげる。

Pick Up!

人間発達
文化学類

教育実践
コース

心理学・
幼児教育
コース

特別支援・
生活科学
コース

芸術・表現
コース

人文科学
コース

数理
自然科学
コース

スポーツ
健康科学
コース



　福島大学では保育士、幼稚園教諭、小学校教諭の免許が取得できる

ので、幼小連携に強い教員を目指せると思い、入学を決めました。現在

は保育の歴史や思想、保育の本質にあるものに特に興味を持って学ん

でいます。保育とは何か、保育に関する政策や法律などにふれ、改めて

保育の奥深さを実感する毎日です。また乳幼児の言語の取得や感情の

理解に関する授業も興味深く、子どもの発達について学ぶことがとて

も楽しいです。今は地域に根ざしたこの大学で学び、将来、教育分野で

地域社会に貢献できる人間になりたいと思っています。

保育の歴史や思想、本質に興味津々です

教育実践コース

主な科目

主な科目

● カリキュラム・教育方法論

● 教育行政学

● 学校と教育の歴史

● 子どもと道徳

● 教育の方法・課程論A

● 国語科教育法

● 数学科教育法

● 社会科教育法

● 理科学習指導論

● 家庭科学習指導論

● 子どもの生活と遊び

● 子どもと自然
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　今、絵画の制作に夢中です。美術の教員になる場合でも、高いスキル

が求められるので、学生の間に技術や技法、表現方法を学び、上達した

いと思っています。大学は制作環境が非常に充実しており、各専攻ご

とに先生がついてくださるのです。やればやるほど技術の向上が実感

できるのが、夢中になる理由かもしれません。また、この学類は他学類

の学生と関わる機会があり、日常的に多彩な知識、価値観にふれるこ

とができるのも特徴だと思います。でも、やはり一番の魅力は、地域と

の関わりを大切にしていることかもしれません。

人間発達文化学類 ｜ Faculty of Human Development and Culture

特徴的な学び

教育の方法・課程論A

特徴的な学び

算数科学習指導論

心理学・幼児教育コース

　教育実践コースは、学校教員になることを目指す学生が中心に

なるコースです。学校現場は社会・地域の変化など複雑な環境に晒

されています。その中で子どもの学びを支え、確実な成長を助ける

教員が求められています。本コースでは学校教員として求められ

る実践力をつけることを目指します。

● 発達心理学

● 教育心理学

● 産業・組織心理学

● 心理学演習・実習

● 教育・学校心理学

● 心理学統計法

● 社会・集団・家族心理学

● 保育原理

● 幼児発達心理学

● 保育カリキュラム論

● 保育内容（表現Ⅰ）

● 幼児と音楽

● 保育方法実践論

● 総合表現（劇）

特徴的な学び

心理学に関する学び
　実験、観察、調査など各研究手法、及びデータを
分析するための統計手法を学びます。これらの知
識を活かして、人の行動や発達、集団行動などに
ついて研究を進めていきます。さらに、公認心理
師を目指す人は実習を通して、臨床的な技能も学
んでいきます。

　算数科の学習指導に必要となる基礎的・基本的
な資質・能力を身につけます。小学校算数科の目
的・目標、育成すべき資質・能力、学習指導の内容
及び学習指導の方法について理解するとともに、
指導案作成や模擬授業を通して、算数科授業を構
成・実践できるようにします。

　幼児教育分野では、保育・幼児教育についての
これまでの歴史や思想､制度等の幼児教育､子ど
もの発達等に関する理論を学びます。これら知識
を活かして、保育現場で必要となる技術・技能を
身につけ､実習や卒業研究等を通して､さらに研
鑽を積んでいきます。

特徴的な学び

幼児教育に関する学び

　本コースは､人の行動・心理についての知見を得るとともに､実験・

調査・観察などの科学的手法によって研究を行う心理学の分野と､乳

幼児の発達を学びつつ､幼児期に相応しい経験とは何かを探る幼児

教育分野で成り立っています。小学校教員や心理専門職（公認心理

師・公務員心理職）､幼稚園教諭や保育士を目指す人に向いています。

特別支援・生活科学コース

主な科目

主な科目

● 特別支援教育概論

● 知的障害者の行動分析

● 病弱者の生理・病理・心理

● 知的障害者教育指導法

● 知的障害者教育課程論

● 食と健康

● 食生活論

● 衣服のデザインと機能

● 住生活学

● 家庭科教育法・授業研究

特徴的な学び

特別支援教育概論

特徴的な学び

生活経営学

芸術・表現コース

　知的障害・肢体不自由・病弱などサポートを必要とする子どもの

発達支援に関する理論や、家庭や地域に関わる生活科学の基礎につ

いて広く学び、実践を通して理解し身につけ、探究していきます。子

どもたちの発達を支援し特別支援学校教諭を目指す人や、生活の基

礎を学びたい人、家庭科教諭(小・中・高)を目指す人に向いています。

● 子どもの音楽表現

● 作曲基礎

● 声楽演奏研究

● ピアノ演奏研究

● 音楽科教育法

● 器楽演奏研究

● 指揮法研究

● 子どもの造形表現

● 絵画

● 彫刻

● 工芸デザイン

● 美術史

● 芸術学

● 映像メディア論

特徴的な学び

素描Ⅱ

特徴的な学び

ピアノ基礎Ⅱ

　芸術や表現の意義、本質を理解し、音楽や美術に関わる力量を理

論的・実践的に身につけるための、芸術の薫り高いコースです。芸

術表現者の育成とともに、芸術領域（音楽・美術）を活用できる学校

教員 （小・中・高）、さらにはアートコーディネーターといった芸術

の力を地域で活かせる人材を育成します。

在学生に聞いてみました！Interview Q. 今、夢中で学んでいることは何ですか？

技術の上達が実感できて楽しいです

芸術・表現コース（旧芸術文化クラス） 4年
［ 宮城県泉館山高等学校出身 ］ 佐藤  大寿さん 心理学・幼児教育コース 2年

［ 福島県立須賀川桐陽高等学校出身 ］ 五十嵐  のどかさん

　これからの学校教育に向け、何をどのように教
えるかについて広くかつ深く学びます。授業で
は、今まで受けてきた学校教育を教師側の視点に
立って振り返りつつ、具体的な事例や文献資料を
基にした学生同士での意見交流や話し合いを通
して、自身の授業観を磨いていきます。

　「生活資源」の視点から、生活の質を生涯にわたっ
て追求していくための知識とスキルを学びます。生
活資源を活用して、個人の生活や地域・社会の問題
解決を図るなど、生活経営力を高めるさまざまなア
クティビティを取り入れながら、受講生が主体的・
協働的に学びを深める実践的な授業を行います。

　大学での学びを始めた主に1年生を受講対象とし
て、「障害」に関する基礎的なことを広く学びます。
障害特性や支援方法だけでなく、障害者政策など広
い分野から「障害」に対してアプローチします。障
害児・者に対する支援方法を学ぶだけでなく、受講
者自身の障害理解も促したいと思っています。

　この授業では、ピアノ演奏のための基本的な技
術を学びながら、楽曲を仕上げていきます。また、
伴奏法や鍵盤楽器の歴史もとりあげながら、楽曲
の解釈研究やピアノによる演奏表現を深めてい
きます。

　この授業では諸造形科目の基礎となる見方・考
え方を学びます。現代のさまざまなメディアから
発信される現代的イメージも押さえながら、優れ
た表現者・教育者に必要な事物の本質的把握、な
らびに興味を持って事物に迫る探究心を養いま
す。



数理自然科学コース
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公立高等学校教論
人間発達文化学類
文化探究専攻言語文化クラス 2019年卒業

俵藤 梨紗子さん

　高等学校の国語科教員として、日々、生徒と一緒に

学び、成長しています。大学ではたくさんのことを学

びましたが、今は目の前にいる生徒と向き合うことに

精一杯で、その学びを十分に活かすことができている

という実感は、正直まだありません。それでも、いつか

は「私は福島大学で学んだので」と、自信を持って答え

られるよう、これからもがんばっていきたいと思いま

す。ですから、現時点では今後の目標を掲げるよりも、

一日一日、笑顔を忘れずに、楽しいことも大変なこと

にも全力で向き合っていきたい。そんな心境です。

どんなことにも
　　 全力で向き合いたい

10年後の目標は何ですか？
Q.

株式会社楽天野球団 勤務
教育学部学校教育教員養成課程健康運動系教育コース 2004年卒業
大学院教育学研究科保健体育専修 2006年修了

水野 芳樹さん

　現在、楽天野球団チーム統括本部育成部部長を務め、主に2軍において選

手育成や運営業務に携わっています。在学中に研究室で学んだことは、す

べて今に活かされているというのが前提ですが、常にアンテナを高く持つ

こと、勉強は一生続くことなどは、仕事はもちろん、生活全般のベースに

なっています。そんな私の目標は、プロ野球選手育成に携わる中で『何でも

できるようになること』。コーチではないので技術の話はできませんが、そ

れ以外のすべてのジャンルで相談にのれて、役に立つ存在になりたいと

思っています。

プロ野球選手育成の中で
　　　　役に立つ存在になりたい

10年後の目標は何ですか？
Q.

人間発達文化学類 ｜ Faculty of Human Development and Culture

主な科目

● 行列とベクトル

● 基礎解析学

● 代数学

● 幾何学

● 確率論・統計学

● コンピュータ

● 数学科教育法

● 理科学習指導論

● 子どもと自然

● 物理科学

● 物質化学

● 生命環境の科学

● 地球惑星の科学

● 地域理科実践演習Ⅰ・Ⅱ

特徴的な学び

解析学続論

特徴的な学び

地域理科実践演習Ⅱ

　身近な自然や先端的課題の中から数学や自然科学に関わる諸問

題を見いだし、それらを探究的に解決する学びを重ねていくこと

で専門性を高めていきます。社会において数学や自然科学に深く

関わっていきたい人、算数や理科に強い小学校教員、中学・高校の

数学教員を目指す人に向いています。

主な科目

● 生理学  

● 解剖学

● 生涯スポーツ論

● 運動処方

● スポーツと文化

● スポーツ政策論

● スポーツ心理学

● 保健体育科教育法

● コーチング論

● スポーツ医学

● 生涯スポーツ演習

● 健康科学演習

● コーチング演習

● スポーツ実技各種

特徴的な学び

体力トレーニング

特徴的な学び

スポーツ企画演習

　最新のスポーツ理論と実践を通して、スポーツ技能の向上と指導

力を高めるとともに、生涯にわたり健康で豊かなスポーツライフを

送るための技能や専門知識を学ぶことができます。体育教員になり

たい人、一流のアスリート、コーチを目指す人、さらにスポーツを通

して地域に活力を与える仕事に就きたい人に最適なコースです。

主な科目

● 漢字・漢文学概論

● 日本文学特講

● 日本語教育学概論

● 英語学概論

● 英米文学史

● ヨーロッパ言語文化論

● 日本近代社会史

● 都市とまちづくりの地理学

● 現代社会と文化

● 国語科・英語科・社会科教育法

特徴的な学び

言語文化や国語教育に関する学び

特徴的な学び

外国語の言語文化や教育に関する学び
　言語や文学、地域や社会のあり方、その歴史や思想など、文化につ

いて深く学ぶことができます。そのような学びを踏まえて、地域の

文化を継承し、発展させていく力を養います。人文学諸分野の知識

を活用した仕事に就きたい人、国語・英語・社会に強い小学校教員

や、中学・高校の国語・英語・社会の教員を目指す人に向いています。

人文科学コース

スポーツ健康科学コース

卒業生に
聞いてみました！

Interview

　英語学、英語教育学、英米文学・文化、ドイツ文
学・文化、異文化理解、英語コミュニケーション等
について、文献調査やグループワークなどを通じ
て、その専門性を学びます。

特徴的な学び

歴史や地理や公民に関する学び
　古文書や外国語文献から直接歴史を学んだり、
現地で実際に調査することによって地理や経済
や社会を学んだり、グループワークを通じて倫理
について考えを深めたりしていきます。

　日本語学、日本文学（古典・近代）、漢文学、国語
科教育学、日本語教育学といった言語文化・言語
教育（国語教育）について、文献を収集したり、実
地調査をしたり、模擬授業をしたりして、その専
門性を学びます。

　小学校・中学校での理科教育を支えるため、地
域にある身近な自然を活かした教材の開発手法
を学び、学校や科学館等で実践する経験を通じ
て、子どもとともに理科の学びを創っていく資
質・能力を身につけます。

　高校で学んだ数列の極限や関数の連続性につ
いて厳密な定義を学びます。それにまつわる証明
の方法や、関数列の極限などの新しい概念、それ
を踏まえた高度な計算の技術について学びます。

　受講生が地域の課題やニーズを調査したうえ
で、スポーツイベントを企画し、準備から当日の
運営まで行う授業です。学外の団体や地域と連携
しながら準備を進めていくことで、社会で必要な
実践力を身につけていきます。

　体力を構成する３つの力：行動をおこす力（筋
力・パワー）、行動を持続させる力（筋持久力・全身
持久力）、行動を調整する力（バランス・巧緻性・敏
捷性・柔軟性）について具体的なトレーニング方
法を実践的に学びます。



行政政策学類
Faculty of Administration and Social Sciences

震災からの復興、コミュニティの再生といった

地域が抱えるさまざまな課題に取り組み、

持続可能な故郷づくりに貢献できる人を育てます。

行政政策学類では、現代の地域社会が直面している諸課題について、広く学際的な観点

から学び、より暮らしやすい健康で文化的な地域社会を作り出すために、卒業までに次

の５つの力を身につけたいと考える学生を受け入れます。特に夜間主は、働きながら学

ぶ人、さまざまな社会経験をもとに学びたいと考える人を対象とします。

こんな人に学んでほしい

Admission Policy
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卒業後の進路

取得できる資格

学類紹介M O V I E をチェック！

●法・政治・行政・社会・文化などの研究分野に関する基礎的かつ専門的知識
●国・地域・社会における諸課題を自ら発見し、調査・分析する能力
●発見し、調査・分析した諸課題につき、解決する能力
●学際的な創造力で社会に貢献する応用的な能力
●修得した知識・考察した結果を発表し、議論する能力

※１ 必要単位を修得し、卒業後１年以上、社会教育主事補としての職に従事することが必要です。

※2 「博物館に関する科目の単位」を修得することが必要です。

※3 必要単位を修得し、卒業後、地方公務員として任用され、福祉事務所などの部署に配属される

　　必要があります。

※ 行政政策学類夜間主では、教員免許状の取得はできません。

● 国家公務員（一般職、裁判所職員、国税専門官など）
● 地方公務員（都道府県庁、市町村職員、警察官など）
● 教員（公立学校、私立学校）
● 司法書士・行政書士などの法律専門職（法科大学院進学者を含む）
● 民間企業（建設、製造、運輸、情報通信、金融、医療、専門サービス業など）
● 法人職員（社会福祉法人、商工会議所など）
● NPO/NGOなどのスタッフ

● 大学院進学（福島大学、東北大学など）
● 民間プランナー
● 各種協同組合の職員
● 学芸員（博物館・埋蔵文化財）
● 社会教育関係（公民館）職員
● マスコミ

● 中学校教諭一種免許状（社会）
● 高等学校教諭一種免許状（地理歴史・公民）
● 社会教育主事（基礎資格）※1・社会教育士
● 学芸員※2
● 社会福祉主事（任用資格）※3

■ 地域政策と法コース
■ 地域社会と文化コース
■ 行政政策学類夜間主（社会人教育）
      地域政策と法コース  ／  地域社会と文化コース



カリキュラムの特長

地域課題に取り組む「知と活動の拠点」、行政政策学類。
多様な「学びのかたち」で道を切り拓く！

Curriculum

　行政政策学類では、理論研究からフィールドワークまで、さまざまな「学びのかたち」を使って、現代社会の課題や、地域が抱える問題

の核心に迫ります。1年次には、幅広い教養を学びながら、「大学での学びの基礎（大学生としての基礎力）」を修得します。2年次進学時

には、それぞれの関心にしたがってコースを選択します。3、4年次には、教員＋少人数の学生で運営する「専門演習」を基盤に、自分が

「解き明かしたい！」「解決策を提案したい！」と思う課題に、より専門的に迫ります。「卒業研究」は4年間の学生生活の総まとめ。斬新

で個性あふれる研究成果が期待されています。
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学際的に、アクティブに、
社会に貢献する人材を
　行政政策学類は、法・政治・行政・社会・文化を有機的に総合
し、時代の課題に迫ることを目指す学類です。コースは法・政
治・行政などの学びを柱とする「地域政策と法コース」と、地域
社会・地域文化・言語文化などの学びを柱とする「地域社会と文
化コース」の2つ。それらを学際的に学び合うことにより、「自治
体の取り組み」「人権」「地域振興」「福祉」「歴史」「多文化共生」
など多様なテーマを深めていきます。また、行政機関や地域の
人 ・々団体と協働してフィールドワークを行うなどアクティブ・
ラーニングを重視しています。夜間主の学生とともに学び合う
のも魅力です。行政政策学類での学びを通じて、社会や地域、
さまざまな人々に貢献できる人材として育って欲しいと思いま
す。多くの人々に接しながら、自らの興味関心を伸ばし、自分ら
しい学びを進めてください。

行政政策学類長 鈴木 典夫 教授

学類長メッセージ 

アドバイザー教員

研究の方法や進路など大学生活全般のアドバイスを行
います。下記の担当教員をアドバイザーとする少人数教
育（最大で20名程度）を行います。

1年次

2年次

3年次～4年次

：

：

：

スタートアップセミナー/問題探究セミナーⅠ担当教員

問題探究セミナーⅡ・Ⅲ担当教員

専門演習担当教員

教員紹介 ※2020年4月1日現在

詳しい経歴はこちら

浅野 かおる 
阿部 浩一 
板倉 有紀 
今西 一男 
岩崎 由美子 
加藤 眞義 
菊地 芳朗 
金 敬雄 
久我 和巳 
後藤 史子 
坂本 恵 
佐々木 康文 
新藤 雄介 
鈴木 典夫 

髙橋 準 

田村 奈保子 
照沼 かほる 
徳竹 剛 
西﨑 伸子 
真歩仁 しょうん 
村上 雄一 

（社会教育論、職業教育・訓練論、教育学）
（日本中世史）
（地域社会学、災害研究、ジェンダー論）
（都市計画論、都市社会学、社会調査論）
（社会計画論、農村社会学、法社会学）
（理論社会学、社会学学説史、農村社会学）
（考古学による古墳時代社会の復元）
（言語文化交流論）
（文芸社会学）
（アメリカ文学、アメリカ学）
（スコットランド・イギリス文学、現代思想）
（情報化・メディアの発達と社会変動）
（メディア論）
（地域福祉、地域援助技術(コミュニ
ティワーク)）
（社会学(現代社会論、社会運動論、
ジェンダー論)）
（フランス文化、フランス文学）
（アメリカ文化:文学と映画を中心に）
（地域史）
（アフリカ地域研究、環境社会学）
（第二言語習得、英語教育、文学）
（日豪関係史）

地域社会と文化コース
荒木田 岳 
上床 悠 
垣見 隆禎 
金井 光生 
金 炳学 
黒崎 輝 
阪本 尚文 
塩谷 弘康 
清水 晶紀 
鈴木 めぐみ 
大黒 太郎 

高橋 有紀 
中里 真 
西田 奈保子 
長谷川 珠子 
林 嶺那 
福島 雄一 
山﨑 暁彦 

（地方制度史、地方行政論）
（行政法、公法学、法政策）
（行政法・地方自治法）
（憲法、憲法哲学）
（民事手続法）
（国際政治学、国際政治史）
（憲法史）
（法社会学）
（行政法、環境法）
（国際法）
（政治過程論、先進産業社会の比較
政治(ドイツ)）
（刑事法・刑事政策・司法福祉）
（民法(特に契約法)・消費者法）
（行政学、都市行政、都市・地域政策）
（労働法・社会保障法）
（公共政策論、行政管理論）
（商法(特に保険法)）
（民法、方法論）

地域政策と法コース

基
盤
教
育

専門教育

自由選択領域

教養領域

問題探究領域

接続領域

学類基礎科目（２コースとも共通の科目群です）学類共通科目

学びの目標

　

コ
ー
ス
の
選
択

卒
業
研
究
の
提
出

専門知識の応用力・　　　　実践力を身につける

年次1 年次2 年次3 年次4
第1セメスター 第2セメスター 第3セメスター 第4セメスター 第5セメスター 第6セメスター 第7セメスター 第8セメスター

■ 現代法学論
■ 民法総則
■ 現代政治論

■ 地域史
■ ジェンダー論

■ 欧米文化論
■ 地域福祉論

■ 社会教育実習
■ メディア論　ほか

■ 地方自治法
■ 労働法

■ 国際政治論
■ 地方政治論

■ 社会保障法
■ 民事裁判法　ほか

■ 憲法
■ 法社会学

■ 公共政策論
■ 地方行政論

■ 社会計画論
■ 地域社会学

■ 社会福祉論
■ 社会調査論

■ 比較地域文化論
■ 考古学

問題探究セミナー

第2セメスターの「問題探究セミナーⅠ」から専門
的な教育が始まります。問題探究セミナーは、少人
数で行う演習形式の授業で、文献講読、討論、実地
調査（フィールドワーク）などさまざまな手法で、
テーマや課題に迫ります。

■ 文化史　ほか

問題探究
セミナーⅡ・Ⅲ

■ 地域政策と法コース型
■ コース横断型
■ 地域社会と文化コース型

専門演習の実施

専門演習の実施

学士（法学）

学士（社会学）

コース専門科目

コース専門科目

専
門
演
習
の
選
択

専門演習

専門演習では、より高度で専門的な手法を用いてテーマ
や課題に迫ります。参加者はより少人数となり、教員も含
めそれぞれの学生が、自らの研究テーマをもって演習に
参加することが求められます。専門演習での学びを通じ
て、４年間の学生生活の集大成としての卒業研究をまと
め上げていきます。

地
域
政
策
と
法
コ
ー
ス

地
域
社
会
と
文
化
コ
ー
ス

■ スタートアップ科目（スタートアップセミナー）
■ ライフマネジメント科目
■ 外国語コミュニケーション科目

■ 問題探究科目
■ 自主学修プログラム
■ 問題探究セミナーⅠ

■ 学術基礎科目
■ キャリア設計科目
■ 健康・運動科目
■ 外国語科目
■ 情報科目

■ キャリアモデル学習
■ インターンシップ

行政政策学類における学びの基礎を学ぶ 専門教育の本格的開始
アクティブ・ラーニングの実践

専門知識を深めるとともに、
大学における研究の成果を示す

■ 社会学原論
■ 社会と文化の理論

自らの興味・関心にしたがって、基盤教育及び学類内外の科目から選んで履修する。



1年次
新たな科目に心躍る1年

基礎を固めつつ、興味を広げる

　行政政策学類生のはじめの1年は、学びの基礎をしっかりと築くもっとも重要な期間といえます。英語に加え

て、第2外国語の授業もはじまります。高校では出会うことのなかった新たな科目に心を躍らせながら、1年次から

卒業後の進路や生活を考える時間もしっかり用意されています。特に1年次に意識しておきたいのは、2年次以降、

どのような専門領域に進んでも必ず必要とされる基礎知識を、しっかりと自分の中に定着させるということで

す。重要な指定科目をはじめ、これまであまり関心を持っていなかった科目も含めて、幅広く学んで視野を広げる

ことが大切です。
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大学で学ぶ方法の修得を目指す スタートアップセミナー

学生生活は自分たちでつくる！

学友会と学生自治 合宿ガイダンスとシニター制度

　シニターとは、行政政策学類にしかない新入生の大学生活をサ

ポートする団体のことです。履修指導や交流会などを企画し、運営し

ております。一泊二日の「合宿ガイダンス」では、ゼミ討論会や体を

動かすウォークラリーなど、楽しいイベントが盛りだくさんです！

一緒に楽しい大学生活のスタートダッシュを切りましょう！皆さん

のご入学をお待ちしております！

　私たち学友会学生部会は、学生独自の視点で中心となって学類の

運営に携わっています。主な活動に、学生同士の交流を深めるイベン

トの企画・運営、オープンキャンパス当日のスタッフとしての活動な

どがあります。学生と教員の架け橋となって、さまざまな意見を汲み

上げて役員一丸となりより良い学類づくりに取り組んでいます。皆

さんも私たちと一緒に素敵な学類を創ってみませんか？

Pick Up!

地域と行政専攻

［福島県立安積黎明高等学校出身］

朝生 みのりさん 社会と文化専攻3年
シニター2020事務局長

［宮城県白石高等学校出身］

衣笠 彰眞さん

行政政策学類 あぶくま学生支援事業

　地域全体を「博物館」に見立て、住民の方々と共にその地域に根差した歴史・

文化遺産等の再評価を進め、関連する資料の保全を行う「地域まるごと博物

館」という活動に取り組んでいます。2019年度は伊達市梁川をフィールドに、

広瀬川をめぐる人々の暮らし、明治初期にフランスに渡航して梁川の蚕紙輸

出に取り組んだ田口半三郎、梁川の伝統的な和紙づくり、梁川の名産品あんぽ

柿の歴史の４つをテーマに、地元で成果発表会を開催しました。

梁川地区まるごと博物館

大学生に必要不可欠な
アカデミックスキルを修得
　金ゼミでは、レポートの書き方や発表の仕方など大学生にとって基礎

的なスキルについて学んできました。レポートの書き方では、文献の探し

方や注の付け方などの書式を詳しく学びました。また、発表ではパワーポ

イントの効果的な作り方などを学びました。金ゼミは大学生に必要不可

欠なアカデミックスキルを修得できるゼミです！

福島駅前の過去・現在・未来
駅前開発について考える

地域政策と法コース ［茨城県立太田第一高等学校出身］大森 真宏さん 地域社会と文化コース ［宮城県築館高等学校出身］佐藤 澪さん

　新藤ゼミでは中合と福島駅前の過去・現在・未来をテーマとし、福島民

報や地域の方々の声をもとに調査していて、実際に聞き取り調査に行くこ

ともありました。単に福島市という1つの地域だけでなく、日本各地の駅

前開発を理解することにも繋がるため、地域開発に興味がある人におすす

めなゼミです。個性豊かな面々と共に、楽しみながら学習しています。

古文書学実習

古文書類の記録保全の手法を実践的に学ぶ
　古文書学実習では、被災地からお預かりした古文書類のデジタル撮影

や目録作りなどの記録保全の手法を実践的に学びます。学外の博物館で

の古文書見学もあります。常に初心を忘れず、丁寧に作業を行うよう心が

けています。

震災後の福島の「復興」を考える

社会と文化専攻  ［秋田県立秋田西高等学校出身］安田 有伽さん 加藤ゼミ

社会と文化専攻  ［青森県立三沢高等学校出身］甲地 莉久さん

　本セミナーでは、東日本大震災後の福島の地域社会の現状について、

ジャーナリストのレポートや資料を読んだり、被災体験者のお話をうか

がったりしながら、学びました。福島県出身の学生でも知らないことが

多々あり、有意義な体験ができたことと思います。

問題探究セミナー 地域社会と文化

ウェブサイトはこちらから≫

学生の自主的な活動
ウェブサイトはこちらから≫

新入生合宿ガイダンス
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2年次
コース選択とアクティブ・ラーニング

　行政政策学類には、「地域政策と法コース」と「地域社会と文化コース」の２つのコースがあります。これらは「地

域社会の課題に取り組み、よりよい地域社会に向けた新しい道を切り開く」といった目的に沿って設置されまし

た。学生は、自らの関心に従ってコースを選択し、2年次（3セメスター）から研究に取り組みます。現代の地域社会

が抱える課題は計り知れず、学生が興味を持つ研究テーマも無限にあります。そのため本学類では、学生一人ひと

りの研究テーマに必要な講義を、コースの枠を超えて自由に受講することができる環境を整備しています。関連

文献の検索、フィールドワークの計画と実施など、主体的に研究が進められるようになっています。

地域政策と法コース

● 「現代政治論Ⅰ・Ⅱ」
● 「政治過程論Ⅰ・Ⅱ」
● 「行政学Ⅰ・Ⅱ」、「地方行政論」
● 「公共政策論Ⅰ・Ⅱ」
● 「国際政治論Ⅰ・Ⅱ」
● 「地方政治論Ⅰ・Ⅱ」
● 「政治思想史Ⅰ・Ⅱ」

（現代の政治の諸現象を考える際の基本的視点や方法を学ぶ）
（政治・行政を動態的に学ぶ）
（国と地方の行政について、歴史的・構造的な捉え方を学ぶ）
（地域の具体的政策課題と政策形成の過程を検討する）
（政治行政を国際的視点から学ぶ）
（地方レベルでリアルに分析する）
（政治を歴史的・思想的に捉える）

地域社会と文化コース

在学生に聞いてみました！Interview Q. 今、夢中で学んでいることは何ですか？

　私は元々歴史を中心に社会学などいろいろなことに興味がありま

した。この学類は人間社会に関する幅広い勉強ができるので私の知識

欲を満たし、刺激してくれています。また、ゼミ学習でテーマに応じて

調査や思考を深めることで難しさや楽しさを知り、視野が広がってい

く実感を得られました。こうやって、刺激と発見を繰り返し学んでい

けることは素敵だと思いませんか？

知識欲を満たし、刺激をくれる学び

地域社会と文化コース 2年
［ 栃木県立石橋高等学校出身 ］ 楠田  かぐらさん

　地域政策と法コースにおいては、法学、政治学及び行政学を中心とした科目を履修していきます。その教育目標は、「新しい地域づくり」を目指し、①「法政

治」及び「地域行政」にかかわる知識を総合的、多角的に身につけ、②国及び地域の課題を自ら発見し、必要な法令・判例や文献を紐解き、地域の調査に行ったり

することにより実情を十分に把握し、基本的なリテラシーを活用し、③市民としての政治参加、企業法務及び公務員としての政策形成などにあたり、国及び地

域のさまざまな社会現象に対応する問題解決を、地域の諸主体とともに考え、社会貢献ができる、というような人材を養成することにあります。

　地域社会と文化コースには、社会計画系の科目、社会学系の科目と、多様な文化研究系の科目（教育、歴史、ジェンダー、比較文化など）が置かれています。

　このコースの大きな特長は、「新しい地域づくり」という課題に応えるために、社会学系の科目を基礎にすえつつ、社会や文化が直面している諸問題を地域に

即して、歴史的にあるいはグローバルな視野から考えていく力をつけるために各科目が配置されていることです。こうした力を獲得すること――それは公務

員／民間企業を問わず、これからの日本社会の担い手にとって必要不可欠なものです。また、このコースが提供する多様な学問領域や問題領域にわたる科目群

は、皆さんの幅広い問題関心を受けとめる懐の深さがあります。自分の問題関心や将来の進路に合わせて時間割を組み、学修を主体的に進めていけるという魅

力があります。1年次の学類基礎科目である「社会と文化の理論」と「社会学原論Ⅰ」が、「地域社会と文化」コースの導入的な科目です。2～4年次ではどのような

科目を履修していけばいいのでしょうか？参考のために4つの分野を示し、説明します。

　行政政策学類は法律分野や地方行政、社会と文化メディアなど幅広く

学ぶことができます。同時に１年次からゼミに所属するため興味のある

分野を深く学ぶことができます。私は将来についてまだ定まっていませ

んが、現在は今興味のある刑事政策をしっかり学び、いずれ人の役に立つ

仕事に就きたいと思っています。皆さんも福島大学で、学業はもちろん

サークル活動やアルバイトなどからもたくさんの刺激を受けながら、自

分の目標を見つけ、充実した大学生活を送ってください。

幅広く学べると同時にゼミ活動で深い学びを

法学専攻 4年
［ 茨城県常総学院高等学校出身 ］ 黒木  ひかるさん

①「社会計画」分野を中心に学ぶ
　まちづくりやコミュニティづくり、より良い地域環境の形成など新しい地域づくりと関連した科目
や、高齢社会に対応した人々の基礎的なライフスタイルや社会福祉のあり方に関連する科目を配置し
ています。

● 「社会計画論」
● 「社会調査論」

● 「社会福祉論」

（社会計画的思考やその歴史と方法、望ましい計画のあり方などを学ぶ）
（計画づくりに不可欠な地域社会や住民生活の現状を、現地調査を通じて
科学的に把握する方法を学ぶ）
（高齢社会に対応した福祉社会・福祉政策のあり方、社会福祉の技術と方
法について学ぶ）

②「社会学」分野を中心に学ぶ
　激動する地域社会の動きや社会的な諸問題を総合的にとらえること、そしてそれらをより
よい方向に導いていくにはどうすればいいのかを追究することです。

④「比較文化」分野を中心に学ぶ
　地域社会の国際化にともなって生じてきた諸問題を解決するために、多文化を理解する
とはどういうことか、多文化受容とはどうあるべきかを追究することです。

● 「比較地域文化論」
● 「言語文化論」
● 「欧米文化論」

● 「国際文化交流論」
● 「英語コミュニケーション」

③「地域文化」分野を中心に学ぶ
　地域社会の歴史や社会教育、ジェンダーといった問題を中心に学ぶことになります。

● 「考古学」
● 「文化史」

● 「社会教育論（生涯学習論を含む）」
● 「ジェンダー論」

主な専門科目

● 「社会と文化の理論」
● 「社会学原論Ⅰ」

● 「社会学原論Ⅱ」
● 「地域社会学」

● 「国富論」「資本論」を読む
● 震災の記憶と記録
● 映画を作る
● 「メディア文化」を学ぶ
● 「グローバリゼーション」をテーマとした現代社会論の輪読

● 多文化主義の過去・現在・未来－オーストラリアと日本、そして、世界―
● 日米比較研究--アメリカを学んで日本を知る
● 社会教育と生涯学習をめぐる諸問題
● 自治体史をテキストにした歴史叙述の理解と歴史資料の読解
● 『吾妻鏡』を輪読する
● フィクションと社会－－映画と社会との影響関係の考察

主な専門科目
主な専門科目

主な専門科目

主な専門科目

● 「メディア論」
● 「スポーツ社会学」

● 「古文書講読」
● 「古文書学実習」

● 「English Presentations」
● 「中国語コミュニケーション」

「問題探究セミナーⅡ・Ⅲ」テーマ例

「専門演習」テーマ例

「問題探究セミナーⅡ・Ⅲ」テーマ例

● 原発訴訟
● 医療問題を通して紛争解決と法の役割・機能を考える
● 判例の読み方・学び方
● 交通事故の法律問題
● 法学の基本科目の学習と議論の方法を学ぶ

「専門演習」テーマ例

● 憲法学の諸問題
● 会社法・保険法の基礎理論
● 人権の保障と事実
● 事案から学ぶ国際法
● 高齢・障がい犯罪者の社会的包摂と権利擁護
● ゴミから学ぶ環境行政法
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行政政策学類 ｜ Faculty of Administration and Social Sciences ３年次・４年次
4年間の学びと経験の集大成
個性あふれる「卒業研究」を完成

　すべての行政政策学類生は、卒業時に「卒業研究」を提出します。「卒業研究」は、4年間の学びと経験、学生生活の集大

成ともいうべき大切なものです。その作成に向けて、どのような講義を受講するのか、また専門演習を履修して、どのよ

うな調査やインターンシップを実施するかなど、学びのプロセスを自分の手で計画し、作りあげていくことになりま

す。たくさんの先輩たちもそうであったように、途中で困難な状況に遭遇した場合は、アドバイザー教員がサポートし

ます。個々の問題意識やテーマに従い、個性あふれる卒業研究をまとめることが求められます。

講義だけじゃない！
行政政策学類 まなびのかたち

地域は大学生のフィールドだ

法律討論会
　行政政策学類では、法律討論会という法律

問題についてのゼミ対抗の発表会が行われて

います。専門的な知識が必要とされる法律に

関する問題を、わたしたち学生が中心となり

解答を作り出していきます。難題を自力で解

くこと、知識を上手く伝えること、などを学ぶ

ためのいい経験になりました。

海外フィールドワーク実習

　ドイツの農村地域で進む「再生可能エネル

ギーによる村づくり」。その取り組みは、人口

数百～数千人規模の小さな自治体が担ってい

ます。住民800人の村にホームステイしなが

ら、住民とのサッカー交流や農家訪問などを

通じて、日本における持続可能な地域づくり

に何が必要かを学びました。

学生論文集「嶺風」
　行政政策学類では学生論文集「嶺風」を学生

が主体となって一から作成しています。研究

論文をはじめとして、エッセイや小説など

ジャンルを問わずさまざまな作品を掲載して

います。論文の書き方や大学での学びをイ

メージできる良い機会だと思います。ぜひ一

度手に取って読んでみてください。

政治過程論演習
　復興の基礎はコミュニティの復活からとい

う考えのもと、私たちは相馬郡飯舘村の廃校

を舞台に「1日だけの佐須小学校」復活イベン

トを企画しました。校歌を歌ったり、蕎麦打ち

をしたりと久しぶりに集まった住民の皆さん

と賑やかな1日を過ごしました。

社会福祉課題研究

　現場で福祉を学ぶ科目です。私は介護老人

保健施設で５日間の実習を体験し、介護の役

割の広さを知りました。また利用者さんとの

接し方など自らの課題を見つける力も身につ

けることができました。

考古学実習
　実測図の書き方などを学んだ上で、文化財

行政に携わる社会人の方々からも指導を受け

ながら、福島県須賀川市の団子山古墳で発掘

調査を行い、報告書を刊行するという一連の

活動を学生主体で実施します。

センパイの学び

国見まちづくり会社　常務取締役
道の駅国見あつかしの郷　総支配人
大学院 地域政策科学研究科 2005年修了

安藤  充輝さん

　東北最大級の道の駅「国見あつかしの郷」の運営会社に出

向し、常務取締役として経営にあたる一方、同道の駅の総支

配人として、直売・レストランなどの物販や、町のＰＲにあ

たっています。大学院時代に培った人脈は、今でも気軽に情

報交換できる仲間であり、仕事の相談をする相手でもありま

す。その存在は心強く、一生の宝です。そんな私の10年後の

目標は、地域で信頼される人材となること。現在、道の駅を

支えているのは出荷者である農家の方々です。この方々と共

に、地域経済を回すエンジンでありたいと思っています。

卒業生に
聞いてみました！

Interview

10年後の目標は何ですか？
Q.

地域経済を回す
　　エンジンでありたい

東日本大震災の教訓をどう活かすか、体験を踏まえて考えます。
社会学原論（加藤ゼミ）に所属。学生サークル「災害ボランティア」での活動などに取り組んできました。

卒論のテーマ

3年次に選択した科目 4年次に選択した科目
■ 地方政治論Ⅰ
■ 情報社会論

■ 国際政治論Ⅰ
■ 地域福祉論

■ 言語文化論Ⅰ
■ 欧米文化論Ⅰ

■ メディア論
■ C・A科目/学際（地域づくりと伝統的食）

■ 地域経済論Ⅱ
■ 国際公共政策論

■ 演習Ⅰ・Ⅱ ■ 演習Ⅲ・Ⅳ　　 ■ 卒業研究

これからの震災に備えて―東日本大震災は何を残したのか―
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行政政策学類 ｜ Faculty of Administration and Social Sciences

行政政策学類 夜間主
「学び」と「仕事」の両立をサポート

専門的に社会と向き合いたい人へ

　夜間主は、「大学で専門的な知識を得て、キャリアアップを目指したい」、「仕事と学生生活を並行して、社会経験

を豊かにしたい」など、「働きながら学びたい」という願いに応えるために開設されました。学ぶコースは「地域政

策と法コース」と「地域社会と文化コース」の2つ。2年次（3セメスター）への進学時に、それぞれの関心と目標に合

わせて、どちらかのコースに進みます。卒業時に得られる学位は、それぞれ「学士（法学）」（地域政策と法コース）と

「学士（社会学）」（地域社会と文化コース）。長期履修制度や放送大学の活用、昼開講の授業の受講など、行政政策学

類夜間主は、「学び」と「仕事」を両立させるための柔軟なカリキュラムを用意して、皆さんの大学生活を支えます。

1 夜間開講の授業の履修を基本としながら、
柔軟な単位取得を可能にするカリキュラム
行政政策学類の昼開講授業の履修、放送大学や資格試験を
利用した単位取得、長期履修制度などを組み合わせ（受講
数に制限あり）、それぞれの就労状況に合わせて柔軟に学
生生活を設計可能です。

2 入学料・授業料は半額
これまでの「現代教養コース」同様、入学料や授業料等は、
半額となっています。

3 ２つのコースを選んで地域課題に
学際的にアプローチ
２年次進学時（３セメスター）から、それぞれの関心と目標
にしたがって、「地域政策と法コース」もしくは「地域社会
と文化コース」を選択します。

4 卒業時に得られる学位は「学士（法学）」、
もしくは「学士（社会学）」
卒業時には「学士（法学）」もしくは「学士（社会学）」が授与
されます。

5 アルバイト・パートのみなさんも
チャレンジ可能！
年齢が22歳に達している人、もしくは、年齢が22歳に達し
ていなくとも入試出願時に就職している人（主婦・主夫業
も含みます）、または、入学後に就業しながら（労働時間が
週平均20時間以上）大学に通う意思がある人は、受験・入学
することができます。

※詳しくは募集要項をご確認ください。

地域政策と法コース

地域社会と文化コース
Point!

　震災からの復興、少子高齢化、過疎化など、福島県が抱える問題を学び、福島

県のためになることをしたいという思いからこの大学を選び、夜間主に通っ

ています。そして今、「高齢者の健康づくり」をテーマに、地域福祉といった行

政からの取り組みや、健康寿命の延伸には何が必要かなど、高齢社会に向けて

できることを考えています。その過程で、中山間地域の問題などにも興味が湧

いてきました。福島大学は地域とのつながりを重視し、フィールドワークを行

う環境も整っています。また、震災に関して実体験をもとに学ぶことができる

など、ここにしかない学びの環境は、とても魅力的だと思います。

「高齢者の健康づくり」が学びのテーマです
　「地元を支えられるような職業に就きたい」という漠然とした思いがあり、

法律からみた行政、また地域社会に関わる事柄について学習できるこのコー

スを選択しました。今は法律をメインに学んでいます。法律とひと言でいっ

ても、民法や刑法など種類があり、難しいことも多々ありますが、知らなかっ

たことを知り、また各々の講義で学習したことに関連性を見いだした時は、

学ぶことの楽しさを感じます。ここでは人生経験豊富な社会人の方々と出会

えたことで、得られるものもたくさんあります。働きながら学ぶのは大変で

はありますが、得るものも多いのではないかと思っています。

在学生に聞いてみました！Interview Q. 今、夢中で学んでいることは何ですか？

「関連性」を発見し、学びの楽しさを実感

地域政策と法コースコース 2年
［ 岩手県立宮古高等学校出身 ］ 佐々木  詩乃さん 地域社会と文化コース 2年

［福島県立須賀川桐陽高等学校出身 ］ 小林  柊斗さん

主な専門科目

● 社会科学の基礎Ⅰ・Ⅱ
● 現代法学論
● 現代の地方行政
● 現代政治のトピックス

● 企業組織と法
● 現代の公共政策
● 日常生活と民法
　 ほか、指定された放送大学の科目 など

こんな人に学んでほしい

1－

2－

3－

公共部門の仕事に関心があり、法律の運用や政策形成プロセスの実務
を学びたい人

職業で法律の専門知識を必要とする方や、地域や市民の合意形成に関
心のある人

まちづくりや地域の活性化に興味があり、とくに法や政策の視点から学
びを深めたい人

卒業時に得られる学位　学士（法学）

主な専門科目

● 社会科学の基礎Ⅰ・Ⅱ
● 現代社会と計画
● 現代文化論
● 地域と文化の歴史

● 現代の地域問題
● メディア論
● ジェンダー論
　 ほか、指定された放送大学の科目 など

こんな人に学んでほしい

1－

2－

3－

農山村や地方都市の生活実態を知り、地域の持続可能性を高める施策
や計画に関心のある人

地域福祉や歴史・文化史に関心があり、公共部門やNPOなどで専門的業
務に携わりたい人

法律の運用や政策形成に社会の実態や課題をよりリアルに反映させた
いと考える人

卒業時に得られる学位　学士（社会学）



経済経営学類
Faculty of Economics and Business Administration

100年の伝統と実績をもとに次の学びへ

幅広い教養と経済・経営の専門知識を身につけ、

グローバルに活躍する人材を育成します。

経済経営学類では、経済と経営の専門知識を身につけ、現代の経済社会を理解し、課題解

決に実践的に取り組む人材を養成することを目標とし、卒業までに次の知識及び能力を

身につけたいと考える学生を受け入れます。

こんな人に学んでほしい

Admission Policy
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■ 経済学コース　・経済理論モデル ／ ・グローバル経済モデル

■ 経営学コース　・地域経営モデル ／ ・会計ファイナンスモデル

高等学校教諭一種免許状（商業）

● 国家公務員
　 一般職（経済産業省、国土交通省、農林水産省、金融庁など）
　 国税専門官、財務専門官、労働基準監督官など
● 地方公務員
　 自治体（福島県、宮城県、仙台市、福島市、郡山市、山形市など）
　 県警、消防
● その他公共機関・各種団体（日本年金機構、農業協同組合など）
● 金融機関
　 都市銀行（三菱UFJ銀行、三井住友銀行、みずほ銀行、ゆうちょ銀行など）
　 地方銀行（七十七銀行、東邦銀行、山形銀行、足利銀行、常陽銀行など）
　 保険（東京海上日動、第一生命、住友生命、日本生命、かんぽ生命など）
　 証券（野村證券、大和証券など）
　 大手政府系金融機関（日本政策金融公庫、農林中央金庫など

● エネルギー（東北電力、北海道電力、東京ガスなど）
● 鉄道・航空・観光（JR東日本、成田空港、JTBなど）
● 製造業（クボタ、小松製作所、福島キヤノン、キーエンスなど）
● 建設・不動産
　 （三井不動産レジデンシャル、住友不動産販売、積水ハウスなど）
● メディア（福島放送、テレビユー福島、福島民報、福島民友など）
● 情報通信（NTT東日本、NTTドコモ、富士通など）
● コンサルタント、マーケティングリサーチ（アクセンチュア、マクロミルなど）
● 専門職
　 （商業高等学校教諭、公認会計士、税理士、社会保険労務士など）
● 大学院進学
　 東北大学、一橋大学、筑波大学、神戸大学、
　 福島大学など

卒業後の進路

取得できる資格

3

学類紹介M O V I E をチェック！

●経済学と経営学の専門知識
●エビデンスに基づいて論理的に思考する力
●フィールドを通じて社会の課題に主体的に取り組む力
●グローバルに思考し実践に進む力
●キャリアを見据え自立し協働する力



カリキュラムの特長

小集団学習をベースにした積み上げ式の教育体系

Curriculum

　経済経営学類に入学したらまず全員が「リテラシー科目」を第１セメスターから第３セメスターまで学び、経済経営の基本を身につ

けます。そのうえで第４セメスターから専門演習に所属し、それぞれの活動や研究を展開します。第７セメスターから卒業論文をまと

めていきます。この積み上げ式のカリキュラムによってグローカルな思考と実践力を養成します。
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経済経営学類 ｜ Faculty of Economics and Business Administration

課題を自ら解決しようとする
意識を醸成し、必要な知識を習得
　経済経営学類は旧制福島高等商業学校として誕生し、2022
年（令和4年）に創立100周年を迎えます。2万4000名を超す卒
業生は政界、実業界、学会などで活躍しています。現在、国家の
政治、企業活動、私たちの家庭は経済学・経営学の原理やルール
に従って動いているといっても過言ではありません。また国内
外の経済や企業を巡る状況の変化は、急速かつ大きいものと
なっています。この社会で直面するさまざまな課題を自ら解決
しようとする意識と、それに必要な知識とを習得し、卒業後にそ
れぞれが進む分野で、活躍できる人材になってほしいと考えて
います。伝統ある本学類の広さ・深さともに充実したカリキュラ
ムで、経済学・経営学を学んでみませんか。

経済経営学類長 貴田岡 信 教授

学類長メッセージ 

教員紹介

荒 知宏
井上 健
岩本 吉弘
大川 裕嗣
小島 健
菊池 智裕
熊澤 透
佐藤 英司
佐藤 寿博
佐野 孝治
朱 永浩
末吉 健治
十河 利明
沼田 大輔
藤原 一哉
藤原 遥
吉田 樹

（国際経済学）
（統計学、計量経済学）
（社会思想史）
（日本経済史）
（マクロ経済学、行動経済学）
（西洋経済史、ドイツ農業史・社会経済史）
（労働経済、社会政策、社会保障）
（産業組織論）
（経済学(近代経済学)）
（開発経済学、アジア経済）
（北東アジア経済論、中国経済論）
（経済地理学）
（アメリカ経済論）
（環境経済学）
（財政学）
（地域経済学、地方財政論、環境経済学）
（都市・地域計画地域交通政策、観光政策）

経済学コース
伊藤 宏
稲村 健太郎
岩井 秀樹

遠藤 明子
奥本 英樹
奥山 修司
貴田岡 信
根建 晶寛
野際 大介

野口 寛樹
平野 智久
村上 早紀子
尹 卿烈

（管理会計、原価計算）
（租税法）
（人的資源管理論、組織行動論、コ
ミュニティデザイン）
（マクロ・マーケティング）
（ファイナンス）
（マネジメント会計、取引デザイン）
（管理会計、原価計算）
（財務会計、企業評価分析）
（マーケティングサイエンス、経営統
計学、消費者行動論）
（組織論、非営利組織論）
（会計学(財務会計論)）
（地域づくり、住居学、都市計画）
（経営戦略）

経営学コース

伊藤 俊介
井本 亮
吉高神 明
佐々木 俊彦
手代木 有兒
福冨 靖之
松浦 浩子
吉川 宏人
クズネツォーワ・マリーナ
グンスケフォンケルン・マルティーナ
マッカーズランド・フィリップ

（社会論）
（外国語教育法）
（英語教育法(異文化コミュニケーション)）

（朝鮮近代史）
（日本語学、現代日本語文法、日本語教育）
（国際公共政策論、国際関係論）
（英文学、カルチュラル・スタディーズ）
（中国近代思想史）
（理論言語学、比較統語論）
（応用言語学、英語教育）
（十九世紀ロシア文学）

グローバル・エキスパート・プログラム

詳しい経歴はこちら

※2020年4月1日現在
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さらに幅広く学ぶ

幅広い教養を
身につける

外国語を学ぶ

グローバルに学び
実践する

学問と協働の
作法を学び

研究活動を実践する

地域をフィールドに
実践する

調査力・分析力を
身につける

これからの
「働き方と暮らし方」

を考える

経済学・経営学の
基礎を修め

垣根を越えて学ぶ

■ キャリアモデル学習
■ ワーキングスキル

■ 人的資源管理論
■ 社会政策　など

■ 組織行動論 ■ 労働経済

第3セメスター 第4セメスター 第5セメスター 第6セメスター 第7セメスター 第8セメスター

■ 外国語コミュニケーション科目  （英語・ドイツ語・フランス語・ロシア語・中国語・韓国朝鮮語）

グローバル・エキスパート・プログラム（グローバルEP）

アドバイザー教員制度

コーオプ演習／連携講義

スタートアップセミナー 問題探究セミナーⅠ 問題探究セミナーⅡ

卒業研究

調査・分析スキルズ 46ページへ

46ページへ

45ページへ

■ 学術基礎科目    （人文科学分野・社会科学分野・自然科学分野） 　■ 情報リテラシー 　■ 健康運動科学実習 　■ スポーツ実習　　　　 　　■ 問題探究科目　 ■ 自主学修プログラム

■ キャリア形成論

■ 入門マクロ経済学
■ 入門政治経済学
■ 入門経営学
■ 簿記概論Ⅰ 

■ 入門ミクロ経済学
■ 簿記概論Ⅱ

■ 入門統計学

リテラシーA（必修：7科目）

■ 歴史と経済

■ 基礎経営学Ⅰ

■ 多文化理解

■ ミクロ経済学Ⅰ
■ マクロ経済学Ⅰ
■ 世界経済論Ⅰ
■ 地域と経済
■ 基礎経営学Ⅱ
■ 入門会計学

リテラシーB（選択必修：9科目中7科目）

地域経営モデル 43～44ページへ

会計ファイナンスモデル 43～44ページへ

グローバル経済モデル 41～42ページへ

経済理論モデル 41～42ページへ

リテラシー科目（A・B）
経済経営学類の学生に、まずは必ず学んでおいてほしい基本
的な科目が「リテラシー科目」です。リテラシーAの7科目はすべ
て必修で、リテラシーBの9科目はそのうちの7科目を自分で選
択して必修としています。入学から1年半の間に、順番に履修す
ることになります。

専門演習、卒業研究演習
2年次の後半から、自分の学びたい分野、教わりたい教員のゼミ
を選んで所属します。本を輪読して討論したり、国内外へ調査に
行ったり、地域の課題に実践的に関わったりと、その活動はさま
ざまです。その成果を卒業論文へとまとめていくことになりま
す。経済経営学類での小集団学習の中核となるもの。その充実
した内容とヴァラエティには自信があります。

経
済
学
コ
ー
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年次1 年次2 年次3 年次4

■ インターンシップ

アドバイザー教員
スタートアップセミナー、問題探究セミナー、専門演習の教員が
学習や進路など大学生活全般のアドバイスを行います。専門演
習に所属しない学生は別途アドバイザー教員となる教員を決
定します。

自由選択領域（他コース専門科目、他学類開放科目など）自由選択領域（他コース専門科目、他学類開放科目など）

専門演習 卒業演習Ⅱ卒業演習Ⅰ



経済学コース
経済理論モデル ／ グローバル経済モデル

　経済学コースでは、経済社会の課題はもちろん、歴史と現在、そして未来を考えるために、各教員が連携、協力し

合い、研究と教育を進めます。学生の皆さんにとっても、科目が選びやすくなり、経済社会をより多角的に理解で

きる環境が整っています。

主な科目

● ミクロ経済学

● 政治経済学

● 公共経済学

● 産業組織と規制の経済学

● 国際経済学

● 世界経済論

● 経済学史

● マクロ経済学

● 財政学

● 労働経済

● 計量経済学

● 国際関係論

● アメリカ経済論

● 日本経済史

● 入門金融論

● 経済政策

● 環境経済学

● 日本経済論

● 開発経済学

● アジア経済論

● 比較経済史

経済理論モデル
　「物価が下がってきている」「株価が上昇している」「人手不足が

深刻になりつつある」といった経済事象について、その背景にあ

る要因を探ったり、適切な対応方法を選択したりするためには、

経済理論の理解が不可欠です。これまでに積み重ねられてきた経

済理論をその歴史的な経緯も含めて体系的に理解し、現実の経済

問題に適応することができる人材の育成を目指します。

41 42

グローバル経済モデル
　Think Globally, Act Locally. グローバリゼーションが進む現

代では、地域で活躍する場合でも、世界的規模で考え、分析するこ

とが必要です。国際経済学などグローバルな視野に立った経済

学・経営学をはじめ、欧米やアジア地域を対象とした科目を学ん

だうえで、グローバル・エキスパート・プログラムで実践的語学力

を身につけることで、グローバル人材育成を目指します。 

　本学類では、年間を通じた教育プログラムとして海外インターンシップを提供し

ています。まずインターンシップに先立ち、身につけておくべき文化や技術をネイ

ティブスピーカーの教員から英語で学ぶ授業があります（WEA Ⅰ）。そして８月から

９月の約２ヶ月間、米国テキサス州ヒューストン市役所でインターンシップに参加し

ます。職場体験だけでなく、現地の大学（University of St. Thomas）で福島につい

て発表するなどの機会もあります。帰国後は各自の体験を英語で報告する授業が

用意されており、学びをさらに深めることができます（WEA Ⅱ）。

海外インターンシップと「Work Experience Abroad Ⅰ・Ⅱ」

活動PICK UP!

　学生有志が、ゼミの枠を超え学習組織を立ち上げ、ERE（経済学検定試験）の勉強

会を開いています。EREとは、経済学の基礎知識と初歩的な応用能力のレベルを判

定する全国規模の検定試験で、多くの大学が大学院試験で取り入れています。勉強

会では、学生同士が議論を重ねて問題の理解を深め、ERE大学対抗戦でも成果を上

げています。学生が主体なので、知識のみならず、自主性を身につけるよい機会と

なっています。また、公的機関や金融機関の方々からお話を伺う企画を立てるなど、

活動の範囲を広げています。経済学にむきあうことを通して、知識を深め、社会経

験を積む、絶好のチャンスです。

ERE（経済学検定試験）

活動PICK UP!

経済経営学類 ｜ Faculty of Economics and Business Administration

全日本空輸株式会社 勤務
経済経営学類 国際地域専攻 2019年卒業 塩見  若穂さん

　客室乗務員として、お客様に安全で快適なフライトを提供

しています。在学中は開発経済学を研究するゼミに所属し、ベ

トナムへの現地調査や国際イベントの企画、共同論文を執筆。

米国テキサス州ヒューストン市役所での海外インターンシッ

プも経験しました。経済学の専門知識に加え、国籍や年齢、多

様な価値観を持つ人たちと交流した経験が、私の仕事に大き

く生かされています。フライトでは、さまざまな方と接しま

す。そこで得られる学びを自分のものにするために、今後も初

心を忘れずにいることが大切であると思っています。

卒業生に
聞いてみました！

Interview

10年後の目標は何ですか？
Q.

　国際的な視野で経済や社会問題を学びたくて、この大学を選びまし

た。現在は、東アジア経済や物流分野に焦点を当てて学んでいます。ま

た、以前から興味のある環境問題の分野についても、経済学とつき合わ

せて勉強しています。この大学は全学類の学生たちが一つのキャンパス

で学んでいるので、さまざまな分野を専攻している人と交流できるのが

大きな特徴です。また、留学システムや国際交流の環境が整っているた

め、自分自身を成長させることができると思います。

国際的な視点で考える力を養っています地域課題を解決できる人材になるために

在学生に聞いてみました！Interview Q. 今、夢中で学んでいることは何ですか？

経済経営学類 国際地域経済専攻 3年
［ 福島県立橘高等学校出身 ］ 佐藤  明日香さん

　地域活性化及び少子高齢化対策といった、社会問題に対するアプロー

チを学んでいます。「むらの大学」という授業では、被災地に出向いて

フィールドワークを行ったり、吉田樹先生のゼミでは、地域交通の視点

から地域課題の解決に取り組みます。これらの学びを将来、私が住んで

いた秋田県が抱える課題解決の手助けに結びつけることが目標です。福

島大学は地域に密着した学びを深められる点が大きな魅力。自分自身

に、「実践的な力」が身についていることを実感しています。

経済経営学類 国際地域経済専攻 3年
［ 秋田市立秋田商業高等学校出身 ］ 三浦  大輔さん

たくさんのことを学ぶために、

　初心を忘れずにいたい



　少子高齢化や人口減少は現在の日本社会全体が抱える課題です

が、とりわけそれが著しいのが地方都市です。そこで地域経営モデル

では、いわば「課題先進地域」といえる地方都市をフィールドに、経営

分野と地域経済分野について重点的に学びます。これによって、マネ

ジメントと地域振興の視点を併せ持った人材の育成を目指します。

　会津若松市内を運行するまちなか周遊バスの「おちょこパス」。これはバスのフ

リー乗車券と会津塗のおちょこ、会津木綿パスケースをセットで購入すると、20余

りの協賛店をおちょこを片手に巡ることができるというものです。経済経営学類の

吉田ゼミが会津乗合自動車株式会社と商品企画しました。発端は市内を現地調査

した学生が、観光施設を点と線でつなぐ観光ではなく、人の流れを生み出す面の観

光が必要と考えたことで、学生が街とむきあうことで生まれた企画です。今、おちょ

こはまち歩きのきっかけとなり、人と地域をつなげる小さなコミュニケーション

ツールとなっています。

　企業活動の結果を分析し、将来に向けて適切な経営意思決定を行

うためには、会計情報を活用する知識の習得が不可欠です。会計ファ

イナンスモデルでは、外部報告のための財務会計、経営管理のための

管理会計、財務管理のためのファイナンス手法を体系的に学習し、会

計数値を経営行動に活用できる人材の育成を目指します。

　2019年度より開始した「会計エキスパート・プログラム」では、会計専門職や経理

財務担当者、高校教諭や研究者など、多様な“会計人”を目指した主体的な学修を支

援する体制を整えました。系統的な学修、所定の検定試験への合格、一部の大学院

授業の履修などの基準を満たした学生に「会計エキスパート・プログラム修了証」を

授与しています。学類棟１階には専用の自習室を設けているので、意識の高い仲間

とともに緊張感を持って学修に取り組んでください！

経営学コース
地域経営モデル ／ 会計ファイナンスモデル

　経営学コースでは、非営利組織（自治体、NPOなど）も対象としながら、より幅広い視点で経営現象をとらえま

す。特に地域経済と経営、会計とファイナンス（金融）について、基礎を修めながら垣根を超えて学ぶことができる

のが特徴です。

● 経営戦略論

● 人的資源管理論

● 地域企業経営論

● 国際経営論

● 経営情報分析

● 中級簿記

● 原価計算

● 経営組織論

● マーケティング論

● 地域経済論

● 調査法

● 財務管理論

● 上級簿記

● 管理会計

● 組織行動論

● 消費者行動論

● 地域政策論

● 租税法

● 現代ファイナンス

● 財務諸表論

● コスト・マネジメント

地域経営モデル

会津若松の「おちょこパス」
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会計ファイナンスモデル

“会計人”を目指したプログラム

活動 PICK UP! 活動 PICK UP!

経済経営学類 ｜ Faculty of Economics and Business Administration

主な科目

UCC上島珈琲株式会社 勤務
経済経営学類 企業経営専攻　2019年卒業 瀧澤  一樹さん

　食品卸として、自らの手で商品を配送しながら、営業をし

ています。大学のゼミで行った地域のブランド野菜を地域

の人と販売するという活動を通じて、相手が喜ぶことは、結

果的に自分の利益にもつながるという面白さを身をもって

学びました。それが、日々の仕事のベースになっていると思

います。10年後は、UCC製品があふれている世の中にした

い。そして、その商品開発やブランディングに携わることを

目標にしています。そのためにさまざまな商品の広告に注

目し、「何をアピールしたいのか」を分析、勉強しています。

卒業生に
聞いてみました！

Interview

10年後の目標は何ですか？
Q.

　野際先生のゼミにおけるマーケティングや消費行動、データサイエン

スなどに関する学びは興味深いです。特に、私自身はデータサイエンス

の分野に力を入れており、データから正しい因果関係を導き出すための

「因果推論」の手法を学んでいます。ゼミでは、週に1回、数人ずつ自分の

研究テーマに関する発表を行っており、ゼミ生それぞれの異なる視点か

らの意見や感想を聞くことで、ものごとの多面的な考え方を身につける

ことができていると実感しています。自然に囲まれた落ち着いた学習環

境も、ここにしかない魅力です。

「因果推論」に興味津々です
　経営戦略やマーケティングを学んでいます。「この企業はどのように

して利益を得ているのか」、「なぜこの商品はヒットしたのか」、「この

サービスはどんなニーズを満たしているのか」など、実在する企業の製

品やサービスについて分析したり、自分なりに改善点を考えたりするこ

とに面白さを感じています。また、ゼミでは「コーヒー飲料市場調査」を

テーマに、マーケティング・リサーチを実施。身近な存在であるコー

ヒーの歴史や市場の変化、ニーズの多様化などについて、さまざまな発

見があり、とても楽しいです。

「なぜ？」と問い、考えることが楽しい

在学生に聞いてみました！Interview Q. 今、夢中で学んでいることは何ですか？

経済経営学類 経済分析専攻 3年
［ 福島県立安積黎明高等学校出身 ］ 門澤  大さん経済経営学類 企業経営専攻 3年

［ 栃木県立宇都宮中央女子高等学校出身 ］ 島田  れいあさん

自社製品があふれる
　　　　世の中にしたい



コース横断プログラム

グローバル・エキスパート・プログラム（グローバルEP）
　中国、韓国、ロシア、ドイツ、米国出身の教員を擁する経済経営学類。異なる国籍、文化的背景を持つ人々の中で他者に共感しつ

つ、自らの周りの諸課題を地球規模で考える。これが経済経営学類の目指す国際性です。グローバルEPには、学生が海外に飛び立

てる、また福島で外国人留学生と交流できる特色ある授業があります。少人数の英語ゼミに所属し、英語で発表する、議論するな

ど、実践的な英語力を磨いていきます。また日本語、英語とともに、欧州評議会が提案している複言語主義に基づき、英語以外の

外国語を学修し、三言語の運用能力の向上を目指します。身につけた語学力を武器に、留学、海外調査、海外インターンシップな

どさまざまな異文化体験を積むことができます。

　Step out of your comfort zone! 成長を望むなら「快適な空間から飛び出しなさい」という意味です。このプログラムは、あな

たがその一歩を踏み出す一助となるはずです。ぜひ福島で世界を感じ、世界とコミュニケートしましょう。 
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経済経営学類 ｜ Faculty of Economics and Business Administration

調査・分析スキルズ
　さまざまな意思決定の場において、経験に基づく判断のみでは対応できない状況が生じ

ています。そこで、必要となるのが、データに基づく判断です。まずは、課題を正しく把握

したうえで、その課題の解決に向けた計画を立てる必要があります。計画の中では、適切

な調査のやり方、収集するデータの種類などについて丁寧に確認していくことが要求され

ます。調査の実施後、集まったデータを適切に処理し、そこから具体的な解決方法を見つ

けていきます。このようなデータに基づく意思決定を行うための方法を習得するために、

「調査設計を身につけるための科目」「データの分析方法を身につけるための科目」の2種

類の領域についてさまざまな科目を開講しています。また、それらの科目の中では、デー

タの処理に不可欠となるコンピュータによる処理方法についても学んでいきます。

毎日英語
　「毎日英語」として英語授業を毎日受講できます。ネイティブスピーカーの英
語による授業も選べます。

Fukushima Workshop
　世界各国の協定大学から短期で来日する留学生と、東日本大震災の被災地
を訪問したり、市内の農家で桃狩りなどをしつつ交流を深めるFukush ima 
Workshop（Fukushima Ambassadors Program）を開講しています。

海外調査
　中国、タイ、ベトナム、ミャンマーなどのアジア地域やドイツなどのヨー
ロッパ地域に渡航し、現地の企業活動や社会問題に関する調査を行い、
同時に現地のさまざまな文化に触れることのできる授業です。 

Work Experience Abroad (WEA)
　米国テキサス州の最大都市ヒューストンに2ヶ月間ホームステイし、現
地の企業や市役所で実務研修を受けます。研修で使用する言語はもちろ
ん英語です。研修期間が終了する頃には、英語力が飛躍的に向上する、と
評判です。 ドイツ語実践演習／ロシア語実践演習

　ドイツやロシアに渡航し、語学研修を受けます。同時に現地の小学校を訪
問、幼児教育の現場を視察、少数民族の村を訪れるなど、さまざまな社会的・文
化的なエクスカーション（小旅行）に参加します。 

コーオプ演習／連携講義
　企業や業界団体など、さまざまな外部組織と提携した実践的な科目を多数揃えていま

す。演習形式の「コーオプ演習」と講義形式の「連携講義」があります。コーオプとは

「cooperative（協同の）」のことで、外部組織と大学が協同運営する新しい演習形態です。

短期のインターンシップでは得られない、実践的な課題解決を体験することができます。

連携先には、アクセンチュア（コンサルティング会社）、JR東日本、自治体、NPOなどがあり

ます。一方、連携講義は、連携先の外部組織が講義を担当するもので、現実のケースを通じ

て専門的な内容を学ぶことができます。租税法概論（東北税理士会）、証券市場論（野村證

券）、財務諸表監査（日本公認会計士協会東北会）などがあります。



共生システム理工学類
Faculty of Symbiotic Systems Science

理学・工学・人文社会科学を融合した学びにより、

現代社会や地域の問題を「システム」的に解決できる

実践的経験を持つ「理工」系人材を育成します。

共生を科学する新しい教育・研究システムのもとで、

卒業までに次の４点を身につけたい学生を受け入れます。

こんな人に学んでほしい

Admission Policy
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■ 数理・情報科学コース
■ 経営システムコース
■ 物理・システム工学コース
■ 物質科学コース
■ エネルギーコース

■ 生物環境コース
■ 地球環境コース
■ 社会計画コース
■ 心理・生理コース

学類紹介M O V I E をチェック！

● 幅広い理工学的基礎知識と確かな専門性
● 論理的で的確な立案力と決定力

● 学際的・国際的に実践する力
● 積極的かつ持続的な貢献意識

卒業後の進路

取得できる資格

※数学については他学類で開講されている授業科目の単位を修得することにより取得できる免許状。

● 中学校教諭一種免許状（理科／技術／数学※）
● 高等学校教諭一種免許状（理科／工業／情報／数学※）

その他の資格

心理・生理コースに所属し、必要な科目の単位を修得したのち、大学卒業後に公認心理師受験資格取得のカリキュラム を有する大学院への進学または認定施設での実

務経験に従事することにより、公認心理師の受験資格が得られます。実習先の受け入れ可能数を超える場合には選考することがあります。

● 公認心理師

● 家電・自動車・住宅関連企業や医療・福祉関連企業及び制御機器メーカーの
　 技術者・研究者
● 製造業・エネルギー関連企業の技術者・研究者・技術経営管理者
● 商社・流通関連企業
● 国家公務員・地方公務員

● 水・環境・防災・建設関連企業の技術者・環境管理者・環境計量士
● 理科・情報・技術・工業などの教員
● 大学院進学 など

● 学芸員資格

資格試験受験の補助制度

福島大学共生システム理工学類後援会が、1～4年生を対象に行っている補助制度があります。

● 資格試験1種類につき3,000円を補助 （3,000円以下の場合は半額補助）
● 種類が異なれば年間何回でも補助可能

●年度が変われば、同じ試験にトライ可能



カリキュラムの特長

異分野の専門家と協働できる人材を育成するために

Curriculum

　１年次では数学、物理学、化学、地球科学、プログラミングなどを幅広く学び、２年次からは９つの専門コースに分かれて深く学びま

す。３年次後期からは研究室に配属され、各コースで学んだ知識を基に新しい知識を生み出す研究プロセスを、教員や大学院生による

指導・助言のもとで体験します。ここでは、自分と異なる分野の専門家と適切な討論を行えるようになることも重視されます。

49 50

幅広い学びと地域密着の研究により、
課題解決力を育てる
　地球温暖化や少子高齢化などの21世紀の課題に加え、福島で
は東日本大震災や東京電力福島第一原子力発電所事故による
課題が数多く残されています。これらは単一の学問で解決でき
るものではありません。本学類は理学・工学に加えて人文科学・
社会科学も含んだ幅広い専門分野をカバーしており、専門の枠
を超えたアプローチで現実の課題に挑んでいます。地域に密着
した研究が多いことも特徴で、福島の豊かな自然をフィールド
にした研究、医療機器・ロボット・再生可能エネルギー・防災減
災・都市計画など県の今と将来に関わる研究、東日本大震災か
らの復興に資する研究など、数多く推進しています。21世紀の
課題に挑戦したい、地域の課題に取り組み幅広い学びを社会に
活かしたい、そんな皆さんの入学をお待ちしています。

共生システム理工学類長 佐藤 理夫 教授

学類長メッセージ 

共生システム理工学類 ｜ Faculty of Symbiotic Systems Science

教員紹介
内海 哲史
笠井 博則
神長 裕明
篠田 伸夫
中川 和重
中村 勝一
中山 明
藤本 勝成
三浦 一之

（情報ネットワーク）
（非線形偏微分方程式論、応用数学）
（ソフトウェア工学）
（情報科学、情報教育）
（非線形解析）
（データ工学、教育工学、HCI）
（オペレーションズ・リサーチ、応用数学）
（非加法的集合関数、知能情報学）
（アルゴリズム論、グラフ理論）

数理・情報科学コース

猪俣 慎二
大橋 弘範
大山 大
杉森 大助
高貝 慶隆
髙安 徹
中村 和正

（無機化学・錯体化学）
（物理化学・Ｘ線γ線分光学）
（合成化学・金属錯体化学）
（生物工学）
（分析化学・分離化学・分子機能学）
（有機化学・構造有機化学）
（材料工学・材料物性・材料分析）

物質科学コース

浅田 隆志
生田 博将
佐藤 理夫

（環境衛生科学・バイオマス資源学）
（無機固体化学・固体電気化学）
（化学工学・製造プロセス解析）

エネルギーコース

兼子 伸吾
木村 勝彦
黒沢 高秀
塘 忠顕

難波 謙二

（保全生態学、分子生態学）
（植物生態学、年輪年代学）
（植物分類学、生態学）
（昆虫の比較形態学、地域の昆虫相・
カニムシ相）
（環境微生物学）

生物環境コース

川越 清樹
柴﨑 直明

長橋 良隆
横尾 善之
吉田 龍平

（河川工学、水文学、自然災害科学）
（地下水盆管理学、水文地質学、応用
地質学）
（地質学、火山地質学、第四紀地質学）
（流域水文学）
（気象学、応用気象学）

地球環境コース

川﨑 興太
後藤 忍
永幡 幸司

（都市計画、まちづくり）
（環境計画、環境システム工学）
（サウンドスケープ）

社会計画コース

小山 純正
高原 円
筒井 雄二

（神経生理学、睡眠生理学）
（精神生理学、睡眠科学）
（実験心理学、神経科学、災害心理学）

心理・生理コース

赤井 仁志
小井土 賢二
齊藤 公彦
佐藤 義久

（地中熱・未利用熱による暖冷房・給湯）
（反応工学・エネルギー学(LCA)）
（太陽電池・太陽光発電システム）
（洋上風力発電・電力システム工学）

再生可能エネルギー寄附講座

石岡 賢

石川 友保

筧 宗徳
董 彦文
西嶋 大輔
樋口 良之

（技術経営、製品開発戦略、マーケ
ティング戦略 ）
（ロジスティクス、オペレーションズ・
リサーチ）
（経営工学、教育工学 ）
（経営情報システム ）
（環境システム分析、環境経済学）
（経営工学、資源・廃棄物に関わる計
画、管理、評価）

経営システムコース

岡沼 信一
小沢 喜仁
島田 邦雄
髙橋 隆行
田中 明
馬塲 一晴
二見 亮弘 
増田 正
山口 克彦

（電気工学）
（材料工学）
（流体工学・物質工学）
（ロボット工学・制御工学）
（医用工学）
（素粒子的宇宙論）
（生体工学）
（福祉工学）
（物性物理学・放射線科学）

物理・システム工学コース

数理・
情報科学コース

年次1 年次2 年次3 年次4
第1セメスター 第2セメスター

基
盤
教
育

専門教育

自由選択領域

教養領域

問題探究領域

接続領域

物質科学コース

エネルギーコース

生物環境コース

地球環境コース

社会計画コース

心理・生理コース

物理・
システム工学コース

経営システムコース

学類基礎科目

学びの目標

第3セメスター 第4セメスター 第5セメスター 第6セメスター 第7セメスター 第8セメスター

■ 外国語コミュニケーション科目 

■ 問題探究セミナーⅠ

■ 問題探究科目　■ 自主学修プログラム

■ 学術基礎科目　■ 健康・運動科目　■ 情報科目

■ 外国語科目

■ キャリア設計科目

2年次の前期（第3セメスター）から専門領域名を冠した
9つのコースの中から1つを選択して専門領域を深く学びます。

3年次の後期（第6セメスター）からは研究室に配属されて、
演習や卒業研究を行います。
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1年次で数学、物理学、化学、生物学、地球科学、
プログラミング基礎などの理工系の基礎科目を
学ぶとともに、「共生の科学」などの科目で諸課
題を学際的・システム的に捉える力を養います。

指導体制

1年次～3年次前期までは、グループアドバイザー（教員）が
生活と修学の指導を行います。3年次後期から研究室に配属
され、研究室の指導教員が演習や卒業研究を指導します。

■ 基礎解析学Ⅰ 
■ 離散数学 

■ 情報科学概論  
■ 計算機システム論  

■ データベースシステム  
■ プログラミングⅠ　など

■ 経営工学 
■ 製品開発概論

■ 生産管理概論
■ 循環型産業論

■ 経営システム演習Ⅰ
■ 経営データの科学　など

■ 材料力学
■ 機構学

■ 電気回路
■ 計測工学

■ 物理学実験
■ 機械・電気工学実験　など

■ 熱力学
■ 基礎物性物理

■ 化学工学
■ 資源・エネルギー工学  

■ 環境衛生科学
■ 機械・電気工学実験　など

■ 生物多様性概論
■ 生態学基礎  

■ 環境微生物学
■ 環境保全論  

■ 保全生物学実験
■ 生物・地球環境システム概論　など

■ 地質学概論
■ 気象学

■ 流域水文学
■ 水循環システム学

■ 地球環境科学実験
■ 水循環システム学概論　など
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■ 心理学概論
■ 心理学研究法

■ 脳神経科学
■ 生体システム実験（心理学実験）

■ 基礎心理学Ⅰ（学習・言語心理学）
■ 基礎心理学Ⅱ（神経・生理心理学）　など

■ 物理化学
■ 有機化学

■ 無機化学
■ 生化学

■ 分析化学
■ 化学実験Ⅰ　など

■ 機器分析

■ 社会計画概論
■ エコロジカル経済学

■ 環境計画論
■ 都市計画概論

■ 社会情報分析
■ 社会計画演習Ⅰ　など

より踏み込んだ学びを　　　　展開し、専門的な知識を修
得。知識・技能を深化　　　　  させる

■ スタートアップ科目
■ ライフマネジメント科目

理工系の基礎科目を学ぶとともに、諸課題
を学際的・システム的に捉える力を養う

コースを1つ選択して専門領域を深く学ぶ 4年間の学びの集大成として
「卒業研究」に取り組む

■ 共生の科学
■ 数学
■ 物理学
■ 化学

■ 生物学
■ 地球科学
■ プログラミング基礎

■ 他学類の科目　　　　　　　　　　　　■ 海外演習

※2020年4月1日現在



1年次　基盤教育を徹底、将来も考える

　共生システム理工学類は、「共生」をテーマに現代社会や地域の問題をシステム科学的にとらえ、解決できる理

工系人材の育成を目指しています。そのため１年次では、基盤教育を徹底し、数学、物理学、化学、生物学、地球科

学、プログラミング、共生の科学といった専門領域にも力を入れます。幅広いジャンルの学問にふれ、実践的・体験

的な学びを通して、自分の将来を見つめる視点も養います。

自分の能力を伸ばしたいという意欲のある学生のために、

共生システム理工学類では放射線科学専修プログラムを準備しました。

これを修得するのは決して容易ではありませんが、ぜひチャレンジしてみてください。

　本プログラムは、原子力発電所災害をきっかけとして関心が高まった放射線について、科学的に理解し対応

することのできる人材の育成を目指したものです。このプログラムでは「放射線取扱主任者」資格レベルの放射

線科学に関する専門領域科目について、単位取得を課しています。プログラム修得に必要な単位を修得するこ

とにより、「放射線科学専修プログラム修了」の認定を受けることができます。「第２種放射線取扱主任者」資格

レベルの基礎を養うことを目的としており、３年次以降に同資格試験を受験することを推奨しています。その

ため、プログラム参加者には正規の授業科目以外にも実力を養成するための研修会などを機会に応じて呼びか

けます。また、より高度な「第１種放射線取扱主任者」資格に挑戦したい場合には別途に演習指導を行います。
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放射線対策科学専修プログラム（共生システム理工学類専用）

共生システム理工学類 ｜ Faculty of Symbiotic Systems Science

共生システム理工学類  履修基準表

Pick Up!

専門知識･技術と実践的な応用力を身につける
9つのコース

数理・
情報科学
コース 経営

システム
コース

心理・生理
コース

物理・
システム工学
コース

社会計画
コース

物質科学
コース

地球環境
コース

エネルギー
コース

生物環境
コース

共生
システム理工

学類

1
1
1
1～
1～
1～
1～
2～
2～
2～
1～
2～
1～
1～
1～
2～
1～
1～
1～
1

1
1
1
1
3
2~
2~
2~
3,4
4

1
1
1
1～
1～
1～
1～
3～
3～
3～
2～
3～
1～
1～
1～
3～
1～
1～
1～
2

1,2
1,2
1
2
5
3~
3~
3~
6,7
7,8

2
2
1
1
2
2
2
2

1又は2
1又は2
1
1
1
1
1
1
2
2

1又は2
2
小計
2
2
2
2
2
2
2

1又は2
2
2
小計

総計

2
2
1
4
2
2
2
2
／
／
／

4

／
2
／
2

4
8
／
／
2
16
／
6
4
4

／
／
／
／

9

／

／
／
4
4
／
／
24
4
／
／

領域区分 科目区分 開設科目等 履修
年次 セメスター 1科目

単位数
卒業要件

必修　　選必

基
盤
教
育

自由選択
全体

専
門
教
育

スタートアップセミナー
キャリア形成論
健康運動科学実習
英語AⅠ・AⅡ
人文科学分野の科目
社会科学分野の科目
自然科学分野の科目
キャリアモデル学習
インターンシップ
ワーキングスキル
スポーツ実習
英語BⅠ・BⅡ
応用英語
英語以外の外国語基礎Ⅰ・Ⅱ
英語以外の外国語基礎（特設）Ⅰ・Ⅱ
英語以外の外国語応用Ⅰ・Ⅱ
情報リテラシー

問題探究セミナーⅠ

学類基礎科目A
学類基礎科目B
学類基礎科目C
共生の科学Ⅲ

問題探究セミナーⅡを含む
演習Ⅰ・演習Ⅱ
卒業研究Ⅰ・卒業研究Ⅱ

スタートアップ科目
ライフマネジメント科目

外国語コミュニケーション科目
学術基礎科目

キャリア設計科目

健康・運動科目
外国語科目

情報科目
問題探究科目
自主学修プログラム
問題探究セミナー

学類共通科目
学類基礎科目

学類専門科目
コース基礎科目（必修）
コース専門科目（選択必修）
コース実践科目
演習
卒業研究

接続領域

教養領域

問題探究領域

学類共通領域

コース領域

演習
卒業研究

自由選択領域

34

80
10
124
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共生システム理工学類 ｜ Faculty of Symbiotic Systems Science

主な専門科目

● 基礎解析学Ⅰ～Ⅲ
● 線形写像と幾何I, II
● 離散数学
● 情報科学概論

● 計算機システム論
● プログラミングⅠ～Ⅲ
● データベースシステム
● ソフトウェア設計開発論　など

　現代の複雑な社会・自然現象を解明するためには、数学的モデル化、シ
ミュレーション、分析が必要です。また、発展・変化の著しい高度情報化
社会に対応するためには、情報システムの設計・開発・運用を行える実践
的能力も求められています。本コースは、数学・数理科学と情報科学を見
渡したカリキュラムを備え、いずれかを専門とする学生も隣接領域への
視野と実践・応用力を養うための学習・研究を行います。

数理科学・数学、情報科学領域の知識を体系的に学び、
高度情報化社会におけるデータ分析やシステム構築に
貢献できる人材を育成します。

数理・情報科学コース

　現代社会の高度な技術には、さまざまな先端材料が使用され、それらは
化学技術によって支えられています。物質科学コースでは、化学を基盤と
した物質科学や分子設計、バイオ等に関する学びができます。多くの化学
実験を通した実践的な教育や先端的な研究に取り組みます。また、産官学
による連携研究も多く、先進的な化学系人材を育成します。

　企業等の経営効率化のために、工学的手法( IE )とマネジメント手法
(MOT)を学びます。例えば、企業経営では、製品開発、生産、流通、サービ
ス等の活動を、計画、実施、評価、改善、マネジメントします。現在直面し
ていたり、将来起こる可能性のあるさまざまな経営諸問題に対して、俯
瞰し的確な解決策を提示できるように学習、研究します。

　このコースでは物理や機械・電気・情報工学に関係する基本的な知識の修得
をベースとして、社会に役立つ新たな”技術”、”システム”の創出を担う研究者・開
発者を育てます。学修・研究分野として、物理、機械、電気といった基本分野のほ
か、モデリングや数値シミュレーションを駆使して、サイバネティクス、福祉・
医工学、知能ロボットなどの人と工学とが融合した分野も対象としています。

1－

2－

3－

さまざまな分野で利用される基礎的な数学の数学の知識と運用能力の習得。

多様な現象を、モデル化・抽象化・記号化・構造化・手続き化し、データの
分析・活用を行う。

計算機やコンピューターネットワークの仕組みを理解し、ソフトウェアシ
ステムを設計・実装・運用する能力の習得。

主な専門科目

● 経営工学
● 製品開発概論
● 生産管理概論
● 経営のデータ科学

● 循環型産業論
● 流通管理概論
● オペレーションズ・リサーチ
● 産業・社会調査法　など

経営の諸問題を体系的に整理し、
個々の課題をシステムとして捉え、
工学的手法を活用して解決策を提示できる人材を育成します。

経営システムコース

主な専門科目

● 材料力学
● 機構学
● 電気回路
● 計測工学

● 物理学実験
● 機械・電気工学実験
● 数理モデリング
● 量子力学　など

物理・システム工学コース

主な専門科目

● 物理化学
● 無機化学
● 分析化学
● 機器分析

● 有機化学
● 生化学
● 化学実験Ⅰ
など

物質科学コース

主な専門科目

● 熱力学
● 基礎物性物理
● 化学工学
● 資源・エネルギー工学

● 環境衛生科学
● 機械・電気工学実験
● エネルギー資源調査I・II
など

エネルギーコース

主な専門科目

● 生物・地球環境システム概論
● 生態学基礎
● 生物多様性概論
● 環境微生物学

● 環境保全論
● 保全生物学実験
など

生物環境コース

化学を基盤とする物質・材料関連分野について、
さまざまな講義や実験を通して体系的に学び、
先進的「ものづくり」に貢献する人を育てます。

1－

2－

3－

化学技術そして化学工業を支える基盤的学問である化学の基礎知識の
体系的な習得。

化学の基礎とともに物質科学や材料工学の基礎も学び、社会における
諸課題を多角的に理解・分析する能力の習得。

社会における諸課題を解決・解明するための基本から応用までの化学実験技術の習得。

持続可能な社会の構築に貢献できる人材を育てるため、
エネルギー資源の状況と省エネ・創エネ・蓄エネの技術を
幅広く学びます。

1－

2－

3－

エネルギー関連技術の基礎知識。

地球環境や地域産業を視野に入れて将来のエネルギーのあり方を
考える力。

解決策を提案し、自ら行動できる力。

物理や機械・電気工学に関する基礎知識の習得を基に、
さまざまな分野で役立つ”技術”や”システム”の創出を担う
エンジニアを育てます。

1－

2－

3－

物理を基本とする工学的知識の理解。

物事・人・現象などをシステムとみなしてモデル化する方法の理解と
応用。

人の生活に役立つものづくりのための設計と製作技術の修得。

生態学、形態学、分類学、遺伝学、微生物学など生物学の
基礎を学び、多様な実験・野外実習科目で実践力をつけ、
環境・生物保全や自然史に関する素養を持つ人材を育成します。

1－

2－

3－

さまざまな分野で利用される基礎的な生物学の知識。

多様な生物やそれを取りまく自然環境の調査を、多彩で豊富な実験や
野外実習で習得。

環境保全・生物保全など社会への貢献を意識した調査・分析の経験。

1－

2－

3－

企業経営の効率化に向けた経営工学（IE）と技術経営（MOT）に関連する
幅広い基礎知識。

経営システムの問題を発見する能力と、問題を論理的に解決する能力。

企業が属する産業・社会の諸問題に対して工学的手法で解決策を導く
実践力。 　原子力発電所事故は福島に大きな被害を与えました。地球温暖化を招

く化石エネルギー資源に、過度に依存することも許されません。持続可
能な社会の構築に貢献できる人材を育てるため、本コースではエネル
ギー資源の状況と省エネ・創エネ・蓄エネの技術とを幅広く学び、エネル
ギーを切り口に科学技術・社会構造・経済構造の在り方を考えます。 

　生態学、形態学、発生学、分類学、遺伝学、微生物学など生物学の基礎を
学び、多様な実験・野外実習科目で実践力をつけ、環境保全・生物保全な
どの応用に取り組むコースです。環境や生物多様性の調査や保全の提
言、遺跡出土物の分析など、社会への貢献を意識した教育・研究に力を入
れるのもこのコースの特色です。
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国立研究開発法人日本原子力研究開発機構
廃炉環境国際共同研究センター 勤務
大学院 共生システム理工学研究科
物質・エネルギー科学分野 2015年卒業

佐々木  美雪さん

　放射線モニタリング業務をはじめ、無人機を用いた放射線測定技

術の開発などに従事しています。在学中に学んだ研究、数学や英語の

基礎に加え、プレゼン発表の経験が今に生かされていると感じます。

また将来に向けて取り組んでいるのが、原子力災害等の緊急時にお

ける放射線モニタリング技術の開発です。緊急時の放射線モニタリ

ングは、避難区域の決定等に用いられる基礎データとなるため、広範

囲を迅速に測定する必要があります。そこで、上空からの無人航空機

を用いた遠隔放射線測定技術の開発を進めています。

卒業生に
聞いてみました！

Interview

10年後の目標は何ですか？
Q.

共生システム理工学類 ｜ Faculty of Symbiotic Systems Science

　2年次から専門科目が増え、より深く数学分野にふれるようになりま

した。もともと情報を学ぶつもりで数理情報科学コースを選択しました

が、数学の面白さもわかるようになってきました。また、この学類は

コース配属が2年次からのため、さまざまな分野に興味を持つ人たちと

出会うことができ、知識の幅を広げられる点がとてもよいと思います。

また、災害を学ぶ科目も多く、災害時に役立つインターネットシステム

を考えるきっかけにもなっています。

数学の面白さがわかってきました
　「酵素学」に夢中で取り組んでいます。酵素は病気の検査薬や廃棄物

の分解、バイオ燃料の生産などさまざまな分野での活用が期待されてい

ます。現在、所属する研究室で、社会の役に立つ酵素の開発に企業と共

同で取り組んでいます。実験が多く、失敗して落ち込むこともあります

が、先生や先輩からのアドバイスで気持ちを立て直し、多くのことを学

ぶことができています。福島大学は全学類が同じキャンパスにあるの

で、たくさんの人と話すことができるのも魅力。おかげで、私の大学生

活も、とても充実したものとなっています。

人を助ける「酵素学」の研究に邁進しています

在学生に聞いてみました！Interview Q. 今、夢中で学んでいることは何ですか？

共生システム理工学類 産業システム工学専攻 4年
［ 栃木県立那須拓陽高等学校出身 ］ 藤田  大勢さん 共生システム理工学類 数理情報科学コース 2年

［ 栃木県立大田原女子高等学校出身 ］ 岩瀨  葉月さん

原子力災害等の緊急時における

放射線モニタリング技術を開発

主な専門科目

● 地質学概論
● 水循環システム学概論
● 気象学
● 流域水文学

● 地下水盆管理学
● 地球環境科学実験
など

地球環境コース

● 社会計画概論
● 社会情報分析
● 環境計画論
● 都市計画論

● 環境文化論
● サウンドスケープ
● 社会計画演習I・II
など

主な専門科目

主な専門科目

社会計画コース

● 心理学概論
● 心理学研究法
● 基礎心理学Ⅰ（学習・言語心理学）
● 基礎心理学Ⅱ（神経・生理心理学）

● 脳神経科学
● 生体システム実験(心理学実験)
など

心理学や生理学を基礎から学び人間や動物の心や行動の理解と
そのメカニズム解明を目指した
専門的研究のエキスパートを育成します。 

心理・生理コース

1－
2－
3－

人間の心の働きや脳・神経系の働きに関わる基本的知識の修得。

心や脳・神経系の働きを知るための研究法の理解。

現実社会や科学技術におけるヒューマンファクタに関する諸問題について
考えることができ、それらの問題を解決していくために必要な基礎能力の獲得。

地球科学とその応用分野を基礎から学び、複雑な自然現象を
多面的に思考する素養を養います。
自然災害や各種の環境問題へ実践的かつ技術的に
対応できる人材を育成します。

1－

2－

3－

地球環境を構成する地形・地質・気象・水循環の理解。

日本や世界で発生する自然災害の予防や防災対策への活用。

人間活動と地球温暖化が地域や地球全体の環境に及ぼす影響の解明。

環境を構成する自然、社会、文化を総合的に学び、
持続可能な社会の構築に向けた計画を立案・実行できる人材を
育成します。

1－

2－

3－

環境問題や地域問題等の現代社会が抱える問題に関する
基礎知識の修得。

現代社会が抱える問題を総合的に捉えるための視点の獲得。

持続可能な社会の構築に向けた問題解決能力の涵養。

　地球誕生以来の長い時間を経てつくられてきた地球環境は、ここ数百
年間の人間活動により急激に変化しています。このコースでは、地球環
境を構成する地形・地質・気象・水循環などを基礎から学び、日本や世界
で発生する自然災害の予測や防災、人間活動が地域や地球全体の環境に
及ぼす影響の解明につながる研究へと発展させます。

　持続可能な社会の構築を目指して、文理の垣根を超えた総合的な視点
から、計画的にアプローチする方法を学ぶコースです。環境を構成する
自然、社会、文化の各側面から問題点を総合的に捉え、都市や農村の空間
を効果的にデザイン・計画するとともに、行政・事業者・市民による協働
の取り組みを進めていくための専門分野を探究します。 

　科学技術がいかに発展したとしても、それを支え、利用しているのは
人間です。さまざまな視点から人間を理解し、それらの知見を科学技術
に応用できる能力の習得をこのコースでは目指します。心理学、生理学、
関連する学問分野を学習し、人間の心理・生理的仕組みを解明する研究
や、それらを医療、介護、福祉、教育など専門性の高い領域で応用するた
めの研究へと発展させます。



食農学類
Faculty of Food and Agricultural Sciences

「農学専門教育」と「農学実践型教育」からなる

新たな農学教育により、食と農の課題に

主体的・創造的に取り組めるリーダーを育成します。

本学類では、食品産業や農林業の第一線で活躍することや、行政や教育機関などで食品

産業や農林業を支えることを目指す意欲を持ち、卒業までに次の4つの力を身につけた

いと考える学生を受け入れます。

こんな人に学んでほしい

Admission Policy
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想定される主な進路

取得できる資格

学類紹介M O V I E をチェック！

● 農学の専門知識を関連産業や地域社会の実践的な取り組みにつなげる力
● 異なる専門分野との学際的な交流によってチームプレイを推進できる力
● グローバルな科学的知見や国際比較の情報を地域の課題解決に活かす力
● 温かい眼差しと冷静な分析力によって地域社会への貢献を持続できる力

■ 食品科学コース
■ 農業経営学コース

■ 農業生産学コース
■ 生産環境学コース

※理科については他学類で開講されている授業の単位を取得する必要があります。

● 高等学校教諭一種免許状（農業、理科※）
● 食品衛生管理者（任用資格）
● 食品衛生監視員（任用資格）
● 食の6次産業化プロデューサー

● 測量士補
● 危険物取扱者（受験資格）
● フードスペシャリスト（受験資格）

● 食品関連企業
● 農業生産法人
● 農林技術系公務員
● 高校教員（農業、理科）
● 農業・農村起業家

● バイオマス関連企業
● 医薬品メーカー
● 試験研究機関
● IT・エレクトロニクス産業
● 復興支援員

● 観光・宿泊企業
● 土木建設企業
● 流通企業 など



カリキュラムの特長

「農学専門教育」と「農学実践型教育」

Curriculum

　「農学専門教育」では、有機的に結びついた「4つの専門コース」で教員と学生が密接に連携しながら共に学び、専門性と学際的な思考

力を養います。「農学実践型教育」では福島県全域を教育のフィールドとして、地方自治体・農業関係組織と密接に連携しながら、地域が

抱えている課題の解決を目指します。学生・教員全員が地域に通いながら、課題の発見から解決策の提案までを経験し、現場ニーズへの

対応力や専門知識を応用する実践力を身につけます。
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食農学類 ｜ Faculty of Food and Agricultural Sciences

学際的な連携のパワーを醸成し、
食と農の課題克服につなげよう
　本学類は「社会の具体的な課題に向き合う農学の原点」を大
切にしており、それを象徴するのが1年次からスタートする農
場などでの実習です。食の流れに沿ったコース編成も特徴で、
川上の生産環境学、川中の農業生産学、川下の食品科学、そし
て流れをつなぐ農業経営学の４コースがあります。２年次の
後期から所属する専門コースでは、国際的にも最先端の知識
と手法を学びますが、その内容を専門外の人々に分かりやす
く伝えることも大切です。それが食と農をめぐる学際的な連
携のパワーを生み、課題の克服につながるからです。在学中
に、広がりと柔軟性のある視野を獲得しましょう。なお、３年
後には大学院の開設も目指しています。

食農学類長 生源寺 眞一 教授

学類長メッセージ 

教員紹介

松田 幹
平 修
石川 大太郎
尾形 慎
吉永 和明
熊谷 武久
升本 早枝子
藤井 力
西村 順子

（食品機能学Ⅰ）
（食品機能学Ⅱ）
（食品分析学）
（食品素材科学）
（食品加工学Ⅰ）
（食品加工学Ⅱ）
（食品保蔵学）
（発酵・醸造学Ⅱ）
（食品安全学）

食品科学コース

金子 信博
市川 貴大
望月 翔太
藤野 正也
石井 秀樹
神宮字 寛
申 文浩
原田 茂樹
牧 雅康
窪田 陽介

（森林科学）
（森林育成学）
（森林保護学）
（森林利用学）
（里山管理論）
（農村計画学）
（水資源利用学）
（土壌物理学）
（農業リモートセンシング）
（スマート農業論）

生産環境学コース

荒井 聡
原田 英美
河野 恵伸
則藤 孝志
高山 太輔
小山 良太
生源寺 眞一
林 薫平

（農業経営学）
（農産物流通論）
（食品マーケティング論）
（フードシステム論）
（農業経済学）
（協同組合学）
（農業政策学）
（農林資源経済論）

農業経営学コース

新田 洋司
高橋 秀和
渡邊 芳倫
深山 陽子
高田 大輔
篠田 徹郎
岡野 夕香里
大瀬 健嗣
二瓶 直登
石川 尚人

（稲作学）
（作物育種学）
（環境保全型農業論）
（蔬菜・花き園芸学）
（果樹園芸学）
（応用昆虫学）
（植物病理学）
（土壌科学）
（植物栄養学）
（飼料作物学）

農業生産学コース

※2020年4月1日現在

詳しい経歴はこちら

年次2 年次3 年次4
グローバルな視点から専門をとらえる教養と
農学の専門基礎を身につける

■ 英語
■ キャリア形成論　ほか

■ 農業と人間
■ 情報リテラシー　ほか

基
盤
教
育

専門教育

自由選択

教養領域

問題探究領域

接続領域

学びの目標

課程

　

アドバイザー教員

クラス担任、学生担任が定期的に面談し、履修や学修、生
活、進路等について助言します。

食料・農業の実践に関　　　　 する専門知識・技術の
習得と社会基盤の理解

年次1
第1セメスター 第2セメスター 第3セメスター 第4セメスター 第5セメスター 第6セメスター 第7セメスター 第8セメスター

1年次前期～2年次前期

2年次後期～3年次前期

3年次後期～4年次

： クラス担任

： 各コース教員

： 卒業研究指導教員

基礎教育と農業関連産業の基礎を身につける ディプロマポリシーの達成

教養・農学基礎課程

数理リテラシー

学類共通専門基礎科目 学類共通専門演習

農学専門教育課程 －専門を基礎とした実践的　　　   農学－

2
年
次
後
期
よ
り
コ
ー
ス
の
選
択

食品科学コース

農業生産学コース

生産環境学コース

農業経営学コース

農学リテラシー
■ 食品科学概論
■ 農業生産学概論

■ 生産環境科学概論 
■ 農業経営概論　ほか

■ 世界の食料と農業

■ 農場基礎実習Ⅰ（1年次前期） ■ 食農情報処理演習（2年次前期）
1年次実習の成果を踏まえ、農産物加工、生産環境整備、農
業経営に関する基礎的な情報処理・データ活用演習を実施

■ 食農実践演習Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ
4コース横断でチームを編成し、地域課題解決型プロジェクトに　　　　　取り組んで実践力を養成

卒業研究科目

■ 卒業研究基礎演習　■ 卒業論文

研
究
室
所
属 ■ 卒業研究演習（4年次通年）

各研究室で関連領域の研究を行い、より高度な専門知識と実践力を修得

専門知識と実践力を

融合させます■ 農場基礎実習Ⅱ（1年次後期）
学内及び周辺に設けた農場で、米・果樹・野菜などの栽培実
習や収穫・貯蔵などの実習を実施

1年次から4年次まで

切れ目なく

演習・実習科目に

取り組みます

講 義

実 験

実 習

■ 食農科学英語演習
■ 基礎数学　■ 統計学　■ 生物学　■ 化学　■ 物理学

自らの興味・関心にしたがって、基盤教育及び学類内外の科目から選んで履修する



食と農のリーダーに求められる
知識と技術、考え方を学ぶ4年間

　食農学類は、よりよい社会の創造に向けて農学の専門性を活用し、新たなフードシステムの創出に貢献できる

人材を養成します。日本やモンスーンアジア等の農林業と食生活を深く理解するために、設けた学びは「農学専門

教育」と「農学実践型教育」の2つの柱からなる新たな農学教育。１年次から基盤科目、専門基礎科目を学び、2年次

後期から4つのコースに所属して専門科目を学びます。特色のひとつは「実践的な農学の重視」であり、入学の直後

から農場実習がスタートします。また、学際的な連携力を育みながら、専門性を深めていきます。それによって身

につけた分野に固有の概念や思考法を、他分野の人々にわかりやすく伝える力も養います。2年次後期から3年次

にかけては、県内各地で農学実践型教育を実施し、学生・教員の混成チームで取り組みます。これは、学際性の向上

を意図して行われています。
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2年次後期からはじまる「農学専門教育」

　フードチェーンの上流にあたる「生産環境学」、中

流の「農業生産学」、下流の「食品科学」、そして全体を

見通す「農業経営学」という、4つの履修コースから専

門的に学びます。専門知識を身につけるだけでなく、

各コースが有機的に結びついた教育を実施。近年重

要視されている「消費者視点で考える農産物生産」な

ど、専門分野を超えた学際的な思考力を養います。

１年次入学後すぐに始まる「農場基礎実習」
基礎教育と農業関連産業の基礎を学ぶ

4領域を学び食と農のプロになる

食農学類 ｜ Faculty of Food and Agricultural Sciences

農業経営学
コース

魅力的な農業経営の
確立を学ぶ

生産環境学
コース

持続的な農林業のための
環境管理を学ぶ

6次産業化による
地域振興

自然・環境と調和した
適地適作

農産物の
高品質化と
流通・市場
対応

農産物の
安定供給と
高付加価値化

農業・林業・
畜産業など
地域の多様な
担い手の協力

農業生産学
コース
農産物の

高品質化を学ぶ

食品科学
コース
農産物の

高付加価値化を学ぶ

多角的に学べる　東日本大震災と原子力災害の発災から10年目を迎えるなかで、復

興をめぐる行政、政策、制度が大きな転換点を迎えています。この授

業では、放射能の基礎的な知識を修得した上で、福島の原子力災害を

自然・社会・経済など多角的観点から学びます。また、残された課題

を検討するとともに、被災地域並びに我が国や国際社会に対して、食

農科学が果たすべき役割について考えます。

　福島のモモ（あかつき）、岩瀬キュウリ、南郷トマト、伊達のあんぽ

柿、奥会津金山赤カボチャ。福島県には、長い年月をかけてブランド

を築いてきた農産物や食品が数多く存在します。震災と原子力災害

に立ち向かい、乗り越えようとするなかで、新たにブランディングを

図る挑戦も各地で始まっています。福島県が誇る主要品目や各地の

実践事例を学びながら、これからの「福島のブランド農業」の課題と

方向を一緒に考えてみましょう。

福島のブランド農業 震災農村復興論
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　福島県の畜産業、主に飼料分野に興味があり、食農学類を選びまし

た。そして今、トップレベルの先生方の手厚いサポートのもと、「福島

の農業」を知ることに全力を注いでいます。例えば、講義だけに留まら

ず、フィールドワークにも参加するとか、積極的に農家さんとの交流

を図るなどといった活動を実践、生きた情報を収集しています。地域

の方々の支援も、とても温かいです。このようにして得た情報をもと

に、畜産や栽培といった自分の興味がある分野に当てはめながら、技

術と知識の同時修得を目指しています。

技術と知識の同時修得を目指しています
　福島県及びこの食農学類に興味を持ち、家族や親戚を説得して福岡

から来ました。今、夢中で学んでいるのは、私の価値観を大きく変えよ

うとしている食品安全学、特別支援基礎、森林科学の3科目。中でも、

森林科学は土壌や微生物、気候など、多くの要素からなる森林を探究

することで、他分野との関連性を意識して、幅広い分野の講義を受講

するようになりました。最終的には、地域への還元方法まで考慮でき

るようになりたいです。多彩な学びが吸収できる機会に出会える食農

学類・福島大学で、心からよかったと思っています。

在学生に聞いてみました！Interview Q. 今、夢中で学んでいることは何ですか？

関連分野へと興味が広がっています

食農学類 2年
［ 福岡県立春日高等学校出身 ］ 篠崎  泰子さん 食農学類 2年

［ 筑波大学附属坂戸高等学校出身 ］ 廣瀬  辰馬さん

農業経営学コース
特徴的な科目

農業経営学

特徴的な科目

農林資源経済論

　フィールドワークを重視した農業経営学を軸に、生産から加工・

流通を経て消費に至るフードシステムに関わる問題を解決する知

識と技能を身につけます。また他コースの科目を履修することで

得られる多角的な視点で、今後の地域農村社会の現場を担える人

材の育成を目指します。

食品科学コース

主な科目

● 食品機能学Ⅰ・Ⅱ

● 食品分析学

● 食品素材科学

● 食品加工学Ⅰ・Ⅱ

● 食品保蔵学

● 発酵・醸造学Ⅰ・Ⅱ

● 食品安全学
主な科目

● 稲作学

● 作物育種学

● 環境保全型農業論

● 蔬菜・花き園芸学

● 果樹園芸学

● 応用昆虫学

● 植物病理学

● 土壌科学

● 植物栄養学

● 飼料作物学

特徴的な科目

食品加工学Ⅱ

特徴的な科目

食品分析学

　食品の栄養素や機能を分析するための専門的な知識と技能を身

につけるコースです。併せて安全性やおいしさなどに優れた食品

の製造を理解し、新商品開発に挑戦できる人材や、発酵や醸造学の

学びを通して地域の食の伝統的な強みを活かせる人材の育成を目

指します。

生産環境学コース
特徴的な科目

森林科学
森林は生態系の一部であるとともに、歴史的に人
が大きく関わって現在の姿があります。木材資
源、生物多様性の保全、地球環境問題、放射性物質
による汚染、及び地域の農業との関係について実
例に基づき学びます。

特徴的な科目

農業リモートセンシング

　生産環境の保全と活用に対する専門知識や技術を身につけるた

めに，森林・農地・水環境等の生産資源と生産活動を管理・運用する

システムを学びます。また本学類以外のコース科目の学びを通し

て、多角的視野から生産環境を探求し、保全と活用を実践できる人

材の育成を目指します。

農業生産学コース
特徴的な科目

応用昆虫学

特徴的な科目

果樹園芸学
福島を代表する果樹に関して、"福島の飛躍"を目
指し、樹体生理に基づいた栽培方法の解析、
ICT /A I技術の導入、海外輸出に関連した流通技
術、"復興"をキーワードに放射性Csの果樹園にお
ける動態に関して学びます。

　作物栽培に関する最新技術や知見を駆使し、作物生産、食料生

産、栽培資源利用などの農業生産に関わる諸問題を解決する専門

知識と技術を身につけます。その上で新品種の開発と既存品種の

見直し、栽培技術の革新、病害虫の農業被害管理といった技能の修

得を目指します。

昆虫は、地上で最も繁栄した動物群で、農業を始
め人間生活と深く関わっています。本講座では、
昆虫の生理・生態の基礎、主要作物害虫の生態・被
害、様々な防除法、環境保全型の害虫管理法等に
ついて学びます。

リモートセンシングは、宇宙や空から非破壊・非
接触で地表面の状態を測ることができます。農業
リモートセンシングでは、この技術の原理と実例
を基に農業分野での活用方法、特にドローンを用
いた方法について学びます。

市場ニーズに対応した農業経営のあり方・経営戦
略を、地域の事例も踏まえ考えていきます。農産
物の市場・販売戦略、農場の規模と集約度、作物選
択の理論と財務諸表に習熟し、農業経営者に必要
な能力を涵養します。

森林や里山の資源を循環利用することにより集
落や地域経済の活性化をどう実現するか理論面・
実践面から学びます。「森は農の恋人」の考え方
や、震災・原発事故の影響からの「里山の経済」立
て直しの課題を考えます。

食品加工により、安全性、保存性、栄養性、健康機
能性、嗜好性、利便性などが向上し、付加価値が生
まれます。本講義では食品の加工工程による変化
を科学的に学びます。

食品分析学では、一般成分分析法、機器分析法に
ついて最新の食品研究の動向や福島県内外での
事例などを交えて解説を行うことで、多成分不均
一素材としての食品の適切な評価、最適な制御法
を学び、将来各人がそれぞれの現場で活用できる
基礎知識の修得を目指します。

主な科目

● 農業経営学

● 農産物流通論

● 食品マーケティング論

● フードシステム論

● 農業経済学

● 協同組合学

● 農業政策学

● 農林資源経済論 主な科目

● 森林科学

● 森林育成学

● 森林保護学

● 森林利用学

● 里山管理論

● 農村計画学

● 水資源利用学

● 土壌物理学

● 農業リモートセンシング

● スマート農業論

食農学類 ｜ Faculty of Food and Agricultural Sciences
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食農学類 ｜ Faculty of Food and Agricultural Sciences 現場に向き合って、
課題を分析＆解決策を提案

4コースの学生・教員と
地域の人々が連携

日本の将来的な課題を
先取りしているのが福島

すべては課題解決のため
あらゆる知・技・人を結集

　「農学栄えて農業滅ぶ」という言葉にも表現されているように、日

本の農は、学問と現場がかけ離れてしまいがちでした。本学類では、

現場が抱えている課題を解決する「農学・食品科学の原点」に立ち返

り、学生自身が地域に通い、課題の発見から解決策の提案までを経

験。学んだ専門知識を応用する実践力を身につけます。

　福島県内の地域課題に取り組むなかで、時には「他県の技術を取

り入れるべき」というケースもあるでしょう。課題解決のために必

要であれば、先進的な国・地域を視察したり、他県から先端技術の開

発者を招いたり、関連分野の学会に参加したりすることも。県境・国

境を越えた活動が、グローバルな視野・能力を育みます。

　4つの履修コースの学生・教員を組み合わせた混成チームが、地域

の人々と連携して各プロジェクトに挑戦。それぞれの専門知識を発

揮し合うことで、地域が直面する課題に複合的に対応します。大切な

のは、相手に分かるように専門知識を伝えられるコミュニケーショ

ン能力。専門の枠を超えて協力し合える学際性を養います。

　農林業の担い手不足の解消から、食品の安全性の確保まで、今後の

日本が直面する課題を先取りしているのが、震災後の福島県です。

「農学実践型教育」では被災地の復興に貢献できるだけでなく、その

成果を全国や世界に発信したり、卒業後に出身県などで経験を活か

したりすれば、広く社会に貢献することができます。

福島県全体がキャンパス

2年次後期～３年次通年
「農学実践型教育」

　学生・教員・地域の人々がタッグを組んで、9つのプロジェクト

に挑戦する科目「食農実践演習」。足繁く現地を訪れて、課題の解

決に向けて学びを深めるカリキュラムです。この演習のもっとも

肝心な部分は、食品科学・農業生産学・生産環境学・農業経営学と

いう4つの履修コースから学生・教員が集まり、専門コースの混成

部隊としてチームが編成されます。コースの異なるチームメイト

と協力しながら、月に何度か地域に通い、課題を分析し、解決策を

提案します。実践性・貢献性を重んじるとともに、学際的な交流を

大切にするプログラムで、これが農学実践型教育にほかなりませ

ん。また、本学類の専任教員が総員で取り組むのも、実践型教育に

かける熱意の表れ。地域社会に貢献しながら、将来に広く役立つ

学際性・実践力を育みます。

地域課題・キーワードの例
6次産業化

先端農業の推進

福島ブランドの復興

地域再生

ワイン・日本酒、発酵食品（納豆・味噌など）、機能性食品、医福食農連携

スマート農業とICT（情報通信技術）活用、GAP認証、魅力的な農業の事業モデル構築

県特産品のブランディング（米・畜産・園芸）、風評払拭、地産地消マルシェ

里山再生、循環型農業、菜の花で地域づくり、バイオマス活用と地方創生

プロジェクト実施地域

金山町

福島市
伊達市

西郷村

郡山市

飯舘村

南会津町

南相馬市
猪苗代町

　食農学類の魅力と強みは、地域に根ざした研究と実践に打ち込めるこ

とです。その代表的な取り組みが「農学実践型教育」です。県内7つの市

町村に分かれてチームを編成し、1年間現場に通い、調査・研究を行いま

す。課題先進地と呼ばれる福島の地で、地元の農業生産者や食品事業者

と考え、悩み、課題の解決を目指します。そこで大切なことは、異なる意

見や価値観を受け入れ、折り合いを探ること。食農学類での学びを通じ

て、この大切や難しさにふれてください。

多様な価値観、考え方を理解できる人に
　本学類のカリキュラム体系の特徴は、１年から４年まで切れ目なく演

習・実習を行い、専門知識と実践力を融和させた内容で構成されている

点にあります。また、これまで「食と農」の学問領域は、別々に区分され

ていました。しかし本学類においては、その両方を学ぶことができるの

が大きな魅力です。「食と農」という学問は、今後ますます大切なものに

なっていきます。これからの日本の食料、日々の食事、そして私たちの

生命を一緒に考え、支えていきましょう。

日本の食料、人の生命をともに支えましょう

先生に聞いてみました！Interview

則藤  孝志先生西村  順子先生
食農学類 
［ 研究テーマ／乳酸菌の機能解析 ］

食農学類 
［ 研究テーマ／現代日本のフードシステムの構造分析、
　　　　　　　フードシステムの地域デザインと産地形成 ］

※掲載されている写真は一部イメージ写真です。



大学院
▼
▼
▼
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　大学院には人間発達文化研究科、地域政策科学研究科、経済学研究科、共生システム理工学研究科の4つの研究科をおき、

高度な教育研究活動を展開。各研究科の専門性を活かした高度専門職業人・研究者を育成しています。また、社会人にも門戸を

開き、社会人特別入試、昼夜開講制、長期履修制度、土日集中開講などを導入することで、スキルアップ、修士号、博士号取得な

どに意欲的な社会人のニーズにも対応します。東日本大震災以降、「福島」の使命として、災害復興、食と農の問題、再生可能エ

ネルギーなどに対応したプログラムを設けることで、地域社会にとどまることなく、グローバルな視点で、世界に起こり得る諸課題に

先進的に取り組みます。

共生システム理工学類経済経営学類行政政策学類人間発達文化学類

　人間発達文化研究科は、地域の抱える課題

を克服し、次世代を切り開いていくために、学

類の教育理念をさらに発展させ、今日必要と

される高度な知識・技術を持って人材育成を

図る「人材育成のエキスパート」を養成します。

　専門領域は５つの履修分野によって構成

されています。分野横断的で学際的な研究

環境を活かし、地域社会の諸問題に政策的

に対応し、地域社会の発展に寄与できる高

度な知識を持った人材を養成します。

人間発達文化研究科
［専門職学位課程・修士課程］

地域政策科学研究科
［修士課程］

共生システム理工学研究科
［博士前期課程・後期課程］

経済学研究科
［修士課程］

本専攻では、経済学のさまざまな理
論や手法をしっかりと身につけながら、
自分のテーマに沿った研究を行いま
す。制度や政策を深く理解したり、物
事を歴史的に考察したり、国際社会や
地域、市場や産業の諸問題を掘り下
げたりして理論的・実証的な分析に取
り組み、論理的思考力を磨きます。

経済学専攻

本専攻は、大きく経営学領域と会計学
領域に二分されます。経営学と会計学
について、さまざまな受講生のニーズ
にこたえるため、研究者による理論的
な講義だけでなく、実務家による実践
的な講義も提供しています。

経営学専攻

専門的学問分野における研究・実践力を形成す
るとともに、地域支援に必要なコーディネート力
及び人材育成力を合わせ持つ〈地域支援エキス
パート〉の養成を目指します。

［修士課程］
地域文化創造専攻

学校臨床、とりわけいじめや不登校、非行、あるい
は発達障害などの特別なニーズを持つ子どもや
青年、そしてその家族に対応する効果的な指導・
援助を行う公認心理師などの養成を目指します。

学校臨床心理専攻

　「共生」の観点からさらに専門性を深化させ、新しいシステム科学を構築、

発展、継承できる人材と、これらの課題解決に実践的に貢献できる高度専

門職業人・研究者を養成します。

　経済学研究科は経済学専攻と経営

学専攻から構成されています。きめ細

やかな指導と教育により、地域に密

着しつつも世界的視野に立つ高度な

職業人の養成を目的としています。

地域の行政の基礎となっている法制度を理論的
かつ具体的に研究します。

行政基礎法

地域生活の基礎となる地域社会の諸側面を、
地域文化として総括する方法について研究す
るとともに、社会情報について理論的かつ実証
的に研究します。

社会の基本構造の把握やそれに基づく地域社
会の構造的問題の把握を踏まえ、地域社会の再
建、活性化に不可欠な社会計画について、特に
それを政策化する視点から研究します。

社会計画

地域文化

共生システム理工学専攻
　共生システム理工学専攻では、人－産業－環境における共生のための新

たなシステム科学の構築を志し、課題解決に向けて積極的に挑戦しようと

する強い意欲を持つ人材を養成します。

環境放射能学専攻
　環境放射能学専攻では、人工及び天然放射性核種の環境中の動態

を解明し、計測、モニタリング計画、制御、予測、評価などに中長期的

視点で総合的に取り組みます。積極的に挑戦しようとする強い意欲を

持つ人材を養成します。

化学、材料工学、化学工学、エネルギー
工学、及びそれらを基礎とする物質・
エネルギー科学分野の研究を行って
います。

■ 物理・メカトロニクス分野
物理学、機械工学、電気電子工学、制
御工学、及びそれらを基礎とする物
理・メカトロニクス分野の研究を行っ
ています。

■ 物質・エネルギー科学分野■ 数理・情報システム分野
数学、情報科学、経営システム工学、及
びそれらを基礎とする数理・情報シス
テム分野の研究を行っています。

生物学、心理学、地学、気象学、水文学、
及びそれらを基礎とする生命・環境分
野の研究を行っています。

■ 生命・環境分野

博士前期課程

化学、物理学、機械工学、電気工
学、またはそれらを基礎とする放
射能計測分野の研究を行ってい
ます。

■ モデリング分野
地球科学、現象数理学、またはそれらを基礎とする放射能モデリング
分野の研究を行っています。

■ 計測分野■ 生態学分野
生態学、生物学、またはそれらを
基礎とする放射生態学分野の研
究を行っています。

博士前期課程 ※1 

■ 環境放射能領域
放射性核種の環境中の動態を解明し、予測評価、環境修復、放射線防護、
廃炉、中間貯蔵、浄化など複数の課題解決に活用できる実践的かつ総
合的な研究に取り組みます。

博士後期課程 ※2

持続循環型産業システムの創生、自然
環境システムの解析・予測・保全、人間
環境システムの管理・計画、人間の心
理・生理を解明する能力の養成に取り
組みます。

■ 共生環境システム領域■ 共生数理システム領域
さまざまな産業分野において地域社会
のニーズに応え、人と共生可能な工学
系システムの創出を支える能力を養成
することに取り組みます。

博士後期課程

学類／学士課程

大学院

Graduate school

地域社会における社会的・経済的諸問題を法的
側面から具体的に研究します。

社会経済法
学校現場にあるさまざまな教育的課題に取り組
みながら、学校改革、授業改革に結びつける実
践研究を行い、福島の未来を創造する独自の教
育を創出できる高度な専門性を持つ〈ミドル・
リーダー〉の養成を目指します。

［専門職学位課程］
教職実践専攻（教職大学院） 政治学・行政学の基礎理論及び地方自治体の行

政を具体的な制度や実態に即しながら法的・政
治的側面から研究します。

地方行政

※1 令和3年4月より修士課程を博士前期へ名称変更予定
※2 令和3年4月設置予定

■ 人間発達支援領域 
■ 日英言語文化領域
■ 地域生活文化領域 

■ 数理科学領域
■ スポーツ健康科学領域
■ 芸術文化領域

■ ミドル･リーダー養成コース
■ 教育実践高度化コース
■ 特別支援教育高度化コース

■ 臨床心理領域 ■ 学校福祉臨床領域



至 二本松

至 福島市内

至 松川・二本松至 福島・南福島
金谷川駅

正門へ

駐輪場

保健管理センター

経済経営学類棟

講義棟

体育館

学校臨床
支援センター

プール

野外ステージ

保健体育棟

ハンドボールコート

サッカー・ラグビー場

テニスコート

ゴルフ練習場

第二体育館

合宿研修施設

バレーボールコート

弓道場

野球場

学生寮

馬場

理工共通棟

陸上競技場

音楽棟

西門

美術棟

信陵公園

行政政策学類棟

総合情報処理センター

学生活動センター棟

食農学類
附属農場（畑・果樹園）

共生システム理工学類
研究実験棟

文化系
サークル棟

附属図書館

共生システム
理工学類棟

環境放射能研究所

人間発達文化
学類棟

体育系
サークル棟

2

1

4 5

6

7

8

3

10

食農  学類   
附属農  場（水田）

大学会館
（学生食堂・売店・
学生総合相談室 ）

食農学類棟9
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キャンパスマップ
学生寮

キャンパス内にあり、通学に便利！家賃も格
安です。部屋は個室ですが、異なる学類、先
輩・後輩など多様な人との交流が魅力です。

■寄宿料 7,800円/月
　居室は個室（約5.5畳、エアコン完備）
■共用スペース
　（バス、トイレ、キッチン、洗濯室）
※食事の提供はありません

男性寮
如月寮（200名）
信夫寮（150名）

女性寮
葵寮（150名）

自然に囲まれたキャンパス　自然とともに学ぶ
5学類・4研究科が1つのキャンパスで学んでいます。

　　総合情報
　　処理センター
５つの演習室とリフレッシュコー
ナーがあり、最新のパソコンが設置
されています。自習でも利用できま
す（平日２１時まで）。

2

4

人間発達文化
学類棟

5 行政政策
学類棟

6

学生総合
相談室

大学生活で出会う様々な悩みや相談に
対して、専門のカウンセラー（臨床心理
士）及び本学職員が対応しています。ど
んなことでもお気軽にご相談ください。

3

経済経営
学類棟

7 共生システム
理工学類棟

8 食農
学類棟

9 環境放射能
研究所

10

講義棟
大きさでＳ・Ｍ・Ｌに分かれています。Ｓ
棟には学生・留学生課、教務課、キャリア
支援課もあります。

1

自然がい
っぱいの

環境がき
もちいい

！



福島大学
附属図書館

1
Jan.

2
Feb.

3
Mar.

10
Oct.

11
Nov.

12
Dec.

10月 ● 大学祭 3月 ● 学位記授与式

1～15日
1日

履修登録
授業スタート
スポーツフェスティバル
大学祭

大学入学共通テスト 学位記授与式25日

　2015年に新館が完成した附属図書館。広くて明

るい、大きな図書館に生まれ変わりました。従来

からの静かに本を読み、勉強する場所をはじめ、

さまざまなスタイルで学習ができる「ラーニングコ

モンズ」が設置されています。会話をしながら、グ

ループ学習などもできるようになりました。イスや

机を動かすことができるスペースもあり、自分好み

の学習スタイルを見つけたり、目的や気分で場所

を使い分けることもできる図書館です。約100万

冊の図書館資料や、電子資源などを活用しなが

ら、大学での学びを深めることができます。

自分流の使い方ができる図書館

年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

春休み後期授業後期授業 冬休み

71 72

学びのナビ

小中高の教科書・指導書、教員採用試験の過
去問題などが揃っています。教員を目指すなら
利用は必須。

教育研究資料室

3つのラーニングコモンズ

4名まで利用できる個室「スタディルーム」と5
名以上で予約できるプロジェクタ・大型スクリー
ンがある「セミナールーム」が利用可能。

個人・グループで使える学習室

附属図書館2Fゲートの先
に「学びのナビコーナー」が

あり、ここを拠点に活動してい
る学びのナビゲーター（先輩学生）が、学
習に関するさまざまな情報を発信してい
ます。Twitter（@manabi_FU）もチェック
してみてください。また、このコーナーに
は、大学の学習に関する図書なども置い
てありますので、ぜひ活用してください。

学生食堂 セルフスタイルで好きなものをチョイス。
授業のある期間は朝8時～夜8時まで営業しているので、朝・昼・夜とも食べられます。

1年を通してほかほかのお弁当が食べられ、夏には冷たい麺も登場!
テイクアウトもイートインもどちらもOK!

福島大学生協購買書籍店

　図書館１階ラーニングコモ
ンズ内にあります。勉強の合
間の軽食も取り扱っています。
書籍や教科書の専門店です
が、就活に関する各種講座の
相談も承ります。

　学生生活に必要なものが
なんでも揃う・なんでも相談
できるお店。飲料・お菓子か
ら、大学講義で使う文房具、旅
行手配や自動車学校斡旋など
の窓口業務も行っています。

福島大学生協図書館店

Lunch
数量限定の定食です。すぐに食べ
たい、お腹いっぱい食べたい人に
おすすめです！

好きなメインディッシュ、惣菜、サラダを組み合わ
せて選べるコーナーです。丼や麺もありますよ。

カフェテリア メニュー

授業がある期間　平日 8:00～20:00／土曜 11:00～19:00
※大学の長期休暇期間　平日・土曜 11:00～14:00

授業がある期間　平日 11:00～14:00  土日祝休業
2階 Quick Lunch グリーン1階 食堂 Dining ReaF（リーフ）

1位 牛肉のうま塩

2位 チキン塩ダレ

3位 台湾まぜうどん

〈Menu Ranking〉

カフェテリア メニュー

おすすめ！食堂メニュー 人気メニュー

朝定食
朝限定のメニューは全て100円以下
のおかずを揃えています。授業前に
しっかり腹ごしらえできますよ。 1

2 3

正規試験・補講期間

1～3階の各フロアにある会話が可能な学習スペース。3つそれぞれに特徴があり、
一人でもグループでも、自分にあったスタイルで学習できます。

4
Apr.

5
May

6
Jun.

7
Jul.

8
Aug.

9
Sep.

6～17日
9日

入学式
新入生ガイダンス
履修登録
授業スタート
サークルオリエンテーション
スポーツ大会

31日 開学記念日

4月 ● 入学式 4月 ● サークルオリエンテーション

夏のオープンキャンパス 学位記授与式

春休み 夏休み前期授業 正規試験・補講期間

福島大学生協は、新入生の入学準備や住まいの斡旋から、
『公務員講座』など各種講座を開講し就職へのサポートも行っています。福島大学生協
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　夢中になっていることがたくさんあります。まず農林サークル「福桃」（フー
タオ）で、県内各地の農家の皆さんと交流しながら、作物を栽培すること。ま
た食農学類の自治会副会長として、一期生である私たちが、規約などをすべ
て一から構築することにもやりがいを感じています。これらの活動を通して気
づいたのは、人脈や友人の重要性です。人脈が広がると、チャンスに巡り会う
機会も多くなります。また目指すも
のがある友人からはよい刺激をもら
い、やる気を奮い立たせています。
そして今、オーストラリア短期留学を
きっかけに、海外への興味が広がり
始めています。やりたいことが多い
のは、充実した毎日を送ることがで
きているということかもしれません。

サ
ー
ク
ル
活
動
と
自
治
会
運
営
、

食
農
学
類
一
期
生
の

腕
の
見
せ
ど
こ
ろ
！

食農学類2年

佐藤 実結さん（福島県立福島高等学校出身）

　アカペラサークル「Rainbow Pumpkin」に所属して、仲間とイベントに出演
したり、大学祭では実行委員になり、ステージ企画を経験しました。また趣味で
ある舞台鑑賞と生活費のためにアルバイトもがんばったり、とにかくいろいろ
なことに取り組み、忙しくても充実した毎日を送っています。学生の本分である
勉強と、それぞれの活動を両立するため、スケジュール管理を工夫することで、
時間の使い方や、やるべきことに優
先順位をつけるのがうまくなったと
思います。このように、自分の成長が
実感できるようになったのは、この大
学で真面目にものごとを考える仲間
と出会えたから。これからも、楽しそ
うなところには、仲間と一緒に積極的
に飛び込んでいきたいと思います。

大
学
で
素
敵
な
仲
間
と
出
会
い
、

自
分
の
成
長
を

実
感
し
て
い
ま
す
。

行政政策学類2年

土屋 七海さん（千葉県立木更津高等学校出身）

人間発達文化学類4年

八木澤 亮太さん（栃木県立真岡校高等学校出身）

　「地域に根ざした音楽づくり」がモットーの福島大学吹奏楽団団長を始め、
人間発達文化学類学生会会長、学生自治会連合会代表を経験。学生会及び
自治会では、学生や先生方、職員の皆さんと協力して、よりよい福島大学を
つくる活動に取り組んでいます。3団体で活動することで、協力して何かを成
し遂げることや、誰かの役に立つことの喜びを感じています。また、リーダー
として組織を運営し、責任を持つこ
との大変さを経験できたことは、社
会人になっても大いに役立つので
はないかと考えています。ここは、誰
もが躍動するチャンスがたくさんあ
る大学。これからもたくさんの経験
を積み、興味のあることを学んでい
きたいと思います。

３
団
体
で
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
、

や
り
が
い
と
達
成
感
を

味
わ
い
ま
し
た
。

人間発達文化学類3年

手塚 勇登さん（福島県立福島東高等学校出身）

　大学が休みの日に、須賀川市で手づくり市「Rojima」でチラシ配りや受付
のお手伝いや、須賀川交流市民センター「Tette」で開催されるイベントの補
助といったボランティア活動をしています。きっかけは、大学で受講している
「ふくしま未来学」の中で、自分も地域の方々のために何かできないかと思う
ようになったことでした。勇気を出してボランティアに参加したことで、スタ
ンプラリーに挑戦する子どもたちの
笑顔を見て、私も自然と笑顔になっ
たり、苦手だった人とのコミュニケー
ションにも少しずつ慣れて、人と話
すことが楽しくなってきました。将来
のことはまだ決めていませんが、地
元である福島に貢献できるような仕
事に就きたいと思っています。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
、

地
元
を
盛
り
上
げ
て

い
き
た
い
。

経済経営学類2年

曲山 彩香さん（福島県立須賀川桐陽高等学校出身）

　私は将来、地元である南相馬市小高区の復興に携わりたいと考えており、
そのために大学の「自己学習プログラム」を活用して、小高区においてイベ
ントの開催・運営を実践しました。また災害ボランティアセンターに所属し、
ほかの被災地域にも足を運んで学習支援や交流会なども積極的に行って
います。これらの活動を通じて痛感するのは、やはり「人と人とのつながりの
大切さ」です。そして回を重ねるごと
に、初対面の人でも臆することなく、
自分の伝えたいことを、自分の言葉
で話せるようになったような気がし
ます。何ごとも前向きにとらえ、果敢
に挑戦することでコミュニケーショ
ンの力や、課題解決のための力が
つくのだと実感しています。

地
元
の
復
興
に
寄
与
で
き
る
力
も

大
学
の
学
び
と
活
動
で

培
っ
て
ま
す
。

行政政策学類2年

林崎 雪音さん（福島県立原町高等学校出身）

　学生団体「わだち」は、2020東京オリンピック・パラリンピックを通じて、福
島にレガシーを残そうという理念のもと、活動している団体です。私はこの
団体で、さまざまなイベントに携わってきました。例えば復興五輪プロジェク
トとして、オリンピアンとの交流を企画したり、被災地3県（岩手・宮城・福島）
の中学生を集めた合同サッカー・フェスをJヴィレッジで開催したり、福島県
や各自治体が主催するイベントの
ボランティアなどを経験しました。
活動を通じて培ったのは、イベント
などで起こるイレギュラーな事態に
も柔軟に対応する「現場力」です。今
後も、これまでの経験を生かし、自
分が人材としてのレガシーとなって
福島を盛り上げていきたいです。

　放送部と生協学生委員会、2つの組織に所属し、得難い経験を積み重ねて
います。放送部では、主にラジオ番組「キャンパスクラップ」を制作。打ち合わ
せから収録まで、すべて部員が協力してつくり上げています。一方、生協学生
委員会では、新入生歓迎企画や、夏と秋に開かれるオープンキャンパスで高
校生への対応などを担っています。これらを通して、計画的にものごとを進め
る大切さを学び、また、高校生や他大
学の学生、大人の方の会話を通して、
将来、社会に通じる経験値を得ること
ができました。福島大学にはさまざ
まなサークルや委員会が存在します。
何か新しいことに挑戦したいと思っ
ている高校生には、サークルや委員
会への参加を強くお勧めします！

計
画
の
重
要
性
を
実
感
、

会
話
を
重
ね
る
こ
と
で

経
験
値
も
ア
ッ
プ
！

共生システム理工学類2年

廣瀬 悠月さん（栃木県立栃木高等学校出身）

め
ば
え
る

福島大学の学生は実に多彩です。学業はもち
ろん、地域に出て躍動する人、全国、そして海
外で輝く人。大学は、たくさんの人やモノ、コト
に出会い、夢がめばえるチャンスにあふれた場
でもあります。そんな福島大学で、夢中になれ
るモノやコトを見つけた福大生を紹介します。

自
分
が
人
材
の
レ
ガ
シ
ー
と

な
り
、福
島
を
盛
り
上
げ
て

い
き
た
い
。

”

“



75 76

S TUDENT ’ S  L I F E

朝の散歩やサークルでも、こだわりのシュー
ズは大活躍。チョコレートは小腹がすくと、
つい買ってしまいます。趣味は読書です。

「走ることが好きです」

行政政策学類 2年

（福島県立葵高等学校出身）

佐藤 靖乃さん

人間発達文化学類2年

（宮城県泉高等学校出身）

太田 蓮さん

電
車
通
学
は
少
し
大
変
で
す
が
、

ひ
と
り
暮
ら
し
は
快
適
で
す
。

勉
強
も
ア
ル
バ
イ
ト
も
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

My Favorite!-お気入り-

眼鏡とPCは必需品です。趣味が読書なの
で、本は持ち歩きますが、授業の資料を読
むことも少なくありません。

「これがないと始まりません」

月々の生活費
¥

■家賃 7,800円
■食費 1万5,000円

［ひとり暮らし］ ［学生寮］

月々の生活費

¥

■家賃 2万8,000円
■食費 2万円
　 　　（ミールプラン含む）

［ミールプランとは？］

前払い方式で１年間、1日の利用限度額ま
で何度でも自由に生協食堂を利用できる
「生協食堂年間利用定期券」のこと。保護
者がWEBで栄養バランスや食事の詳細を
確認することもできます。

24
2

4

6

8

10
12

14

16

18

20

22

睡眠

講義講義

スーパーの
アルバイト

学食で
ミール
プランを
活用

昼食

明日の準備
と勉強

入
浴

帰
宅

起床

朝食

帰宅・勉強

24
2

4

6

8

10
12

14

16

18

20

22

睡眠

講義講義

起床

昼
食

サークル

図書館で
勉強

自炊で
夕食

入浴後・
YouTube
を見る

空き
コマ

［1年生後期の時間割］
1Day Schedule -私の１日-1st Grade Timetable My Favorite!-お気入り-1Day Schedule -私の１日-1st Grade Timetable

［ 1年生後期の時間割］

魅力
　国内外から学生が集まっているので、学

びと気づきの機会が多いところが魅力。豊

かな自然は、都会の喧騒を忘れさせてくれ

ます。また附属図書館が福島県立図書館、

福島医科大学図書館と連携していて便利。

学食のご飯もおいしいんですよ！

魅力
　すべての学類が1つのキャンパスに集

まっているので、学類を超えた関わりが多

いのが魅力です。実際に、私自身もサーク

ルや委員会活動などを通して、他学類の友

だちをたくさんつくることができました。

天
気
が
よ
い
日
は
朝
か
ら
散
歩
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
！

サ
ー
ク
ル
や
委
員
会
の
活
動
は

自
分
の
成
長
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

1限

2限

3限

4限

5限

生命の科学

-

英語AⅠ

-

-

民法総則

NPO論

英語AⅡ

-

-

社会と
文化の理論

-

-

-

-

現代社会への
アプローチ

言語・文学Ⅰ

-

-

-

災害復興
支援学Ⅱ

ドイツ語基礎

問題探求
セミナーⅠ

-

-

Mon Tue Wed Thu Fri

1限

2限

3限

4限

5限

哲学Ⅰ

英語AⅠ

スポーツ実習
（卓球）

特別支援
教育入門

-

英語AⅡ

教育と文化

-

近代文学史

-

-

-

-

-

-

-

言語・文学Ⅰ

-

-

-

日本国憲法

子どもの
造形活動B

問題探求
セミナーⅠ

中国語基礎Ⅱ

-

Mon Tue Wed Thu Fri

学から多少離れていても、日用品の買い物やアルバイトなどへの移動が便利な場所に住み

たいと考えて、ひとり暮らしをする場所を決めました。現在、電車通学をしていますので、

毎朝、電車の時間に間に合わせるのに必死です（笑）。でも、ひとり暮らしは、必ず自分だけの時間が

確保できるのが魅力だと思います。現在、大学ではジェンダー問題をゼミで研究しています。将来

は公務員として働きたいと考えていますが、ほかにも気になる進路があるので、いろいろなことを

学びながら、じっくり考えたいと思います。

大 来、中学校あるいは高校の国語の教師になることを目指しています。そのため、大学では近

現代文学や古典など、「国語」という科目のより専門的な内容を学んでいます。また、教育に

ついても学んでいる最中です。学業以外では、「行陸」という陸上のサークルに所属して週２回、練習

に励んでいます。また生協学生委員会の一員でもあり、新入生アドバイザーとしても活動していま

す。特に生協学生委員会では、PCが上手く使えるようになったり、人前で話せるようになったりと、

自分自身の成長につながっていると思っています。

将

福島大学生のキャンパスライフをのぞいてみました！
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福島大学には、文科系公認サークル・体育系公認サークル、非公認サークル、その他自治会などがあります。
４月中旬には、新入生歓迎運動実行委員会主催のサークルオリエンテーション（通称：サオリ）が

開催され各サークルが学内で説明会を行います。
学類を超えて友人をつくり、先輩からいろいろ教えてもらえる絶好のチャンスです。

自分にあったサークルを探してみてください。

福島大学
女子ラクロス部　
　私たち福島大学女子ラクロス部は月・水・木・土の週４回を
サッカー・ラグビー場及びハンドボールコートで練習をしてい
ます。練習は、他の部活とは異なる朝の時間帯に行っており、
時間を有効に使えるという利点があります。また、福島大学女
子ラクロス部は全員が大学からラクロスを始めました。運動
部や文化部、中学・高校時代所属していた部活はさまざまで
すが、それぞれの経験やよさを生かしてみんなが活躍してい
ます。大学で何かを始めたい、素敵な仲間と充実した大学生
活を送りたい、そんな方にぴったりです。

国際交流サークル
COLORs
　私たちは、国際交流班、国際支援班、海外研修班の３つのグ
ループに分かれて活動しています。交流班では留学生歓迎会
や、留学生との交流を深めたりするイベントを企画したりしま
す。国際支援班では、古着や文房具、使わなくなった楽器など
を途上国へ寄付する活動を行っています。海外研修班では、
基本的に夏に海外研修が行われ、ボランティアに行きます。一
昨年はタイの孤児院ボランティア、去年はセブ島の学校ボラン
ティアに参加しました。週に1回、全体ミーティングを行い、各
班の進行状況、情報を共有しています。

吹奏楽団 アカペラサークル RainbowPumpkin 馬術部

　放送部では市内のラジオ局FM-POCOの番組「CAMPUSCLAP！」の制作を始め
とした、ラジオ番組制作を主に活動しています。令和2年度からは「めばえのたね」
(仮)という校内配信ラジオの制作にも取り掛かるなどまだまだ拡大中の部です。と
きにはNHKラジオ第一で全国放送された「キャンパスライブ＠東北SP」への出演な
ど、普通では関われないような体験もできます。また、NHKコンテストへの参加やイ
ベントMC、アナウンスなどの依頼も受けています。部員は放送未経験者が多く、経
験者・未経験者ともに大歓迎。あなたもラジオパーソナリティになれるチャンス！

福島大学放送部
　令和元年9月に設立した食農学類公認の農業系サークルで、主な活動として
大学に面する畑での作物栽培や竹林の整備などといった林業系の活動をして
います。その他にも福島市やその他市町村の農家との活動も行っています。地
元の農家の手伝いをしながら、農業を楽しみながら学ぶことができ、また、そ
れらを自分たちの畑に活かすことでより一層、実践的な力が身につきます。

福島大学農林サークル ～福桃（フータオ）～

　2011年の東日本大震災をきっかけに設立し、孤立死･自死を防ぐ目的で活動
しています。福島県内県北地域を中心に約10ヵ所の復興公営住宅で足湯やお茶
会等の傾聴活動や、県内外の子どもたちの交流や自然体験のキャンプ活動、ま
た津波被災地での家屋の片付け、子ども学習支援、福島の情報発信等、幅広く
活動を行っています。震災からの連続した活動で、今では家族のような関係でお
付き合いさせていただく方も増えました。10年目入り、これまで以上に個人との
つながりを意識して、一人ひとり"寄り添う"活動をしていきます。

災害ボランティアセンター

統一サークル連合公認サークル
福島大学では、学生の自主的な学問探究及び文化・スポーツ活動の振興と発展を期することを目的に、学
生の自治組織として統一サークル連合を組織しています。その公認サークルには、学生自治会などから財
政上の助成などが行われています。統一サークル連合に公認されているサークルは以下の通りです。

福島大学学生
ボランティアグループ
Key’s
　私たち福島大学学生ボランティアグループKey'sは、大学内外でボラ
ンティア情報を収集し、福大生に向けて発信するボランティアセン
ター業務を中心に、自分たちもさまざまなボランティアの参加・企画
を行っている団体です。ボランティアのジャンルは、環境、子ども、各
種イベントの運営補助などさまざまです。学校をとび出そうプロジェ
クトや、ユナイテッドプロジェクト、アオウゼプロジェクトなどのプロ
ジェクトごとでも活動しています。
　個別のボランティア活動に参加するのもよし、自分たちで企画する
のもよし。関わり方はさまざまです。ボランティアに興味がある人、プ
ロジェクトが気になった人、どんな人でも大歓迎です！私たちと一緒
に学生生活をより有意義なものにしてみませんか？

　私たちのサークルでは、毎週土曜日福島市内の公
園で子どもたちと遊ぶという活動をしています。そ
の他にも、キャンプやクリスマス会など季節に合わせ
たイベントを年に4回実施しています。遊びに来る子
どもたちは小学生がほとんどで、1年生から6年生ま
で幅広く参加してくれています。

はらい川セツルメント

文化系公認サークル 福島大学新入生歓迎
実行委員会（2020）● アカペラサークル Rainbow Pumpkin

● ESS（英会話研究会）
● 裏千家茶道部
● 映画制作サークル
● SF研究会
● エンカレッジ
● 演劇研究会

● 音楽プロデュース研究会
● 化学研究会
● 管弦楽団
● ギタークラブ
● 競技麻雀部
● 教職サークルFUN
● 考古学研究会

友達作りからサークルの紹
介、履修登録のお手伝いなど
新入生の皆さんのサポートに
尽力します。

● 混声合唱団
● 児童文化研究会
● 写真部
● ジャグリングサークル
● しゅわ手話研究会 Drops
● 書道研究会
● 吹奏楽団

● ねこサークル
● HEARTS（学生ボランティア）
● ハートフル☆スタジオ
● はらい川セツルメント
● ピア☆カン
● 美術研究会
● Folk&Rock研究会

● 文芸部
● 漫画研究会
● お笑い同好会
● 放送部
● 旅行同好会
● COLORs

体育系公認サークル
● 合氣道部
● 居合道部
● オリエンテーリング部
● 空手道部
● 弓道部
● 競技ダンス部

● 行政政策学類陸上競技部
● 経済バスケットボール部
● 剣道部
● 硬式テニス部
● 硬式野球部
● サッカー部

● 山岳部
● 柔道部
● 準硬式野球部
● 女子バスケットボール部
● 女子バレーボール部
● 女子ハンドボール部

● 女子ラクロス部
● 福島学生“源種”～seed～
● 水泳部
● スキー部
● ストリートダンス同好会（D.FOOL）
● ソフトテニス部

● 卓球部
● 男子バスケットボール部
● 男子バレーボール部
● 男子ソフトボール部（SPARKS）
● 男子ハンドボール部
● 男子ラクロス部

● バドミントン部
● 夜間主剣道部
● ラグビー部
● 陸上競技部
● ワンダーフォーゲル部
● チアダンスサークル‒Peach Graffiti‒

● 馬術部

#春から福島
大学

CLUB CIRCLE ACTIVITY

Twitter

Twitter

Twitter

Instagram
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人間発達文化学類 行政政策学類

卒業生 293人
［就職者：243人 進学者等：25人 その他：25人］

就職者内訳

卒業生 205人
［就職者：192人 進学者等：2人 その他：11人］

卒業生 233人
［就職者：212人 進学者等：5人 その他：16人］

経済経営学類 共生システム理工学類

就職者内訳

就職者内訳 就職者内訳

卒業生 188人
［就職者：135人 進学者等：47人 その他：6人］

進路・就職
▼

　福島大学では、1年次から将来の進路を考える時間を設けています。例えば、1・2年次にキャリア形成論、キャリ

アモデル学習、インターンシップ、ワーキングスキルを開講。基本的な職業観とモラルを身につけ、自らの進路選択

と大学での学びとを関連づけて考えることができる教育を行っています。キャリア支援課は、その学び、考えたこ

とが進路決定につながるように、学生のサポートとして、さまざまな事業を実施しています。

医療・福祉 6人

公務員
93人

金融・
保険
17人

卸・小売
17人

情報
通信業
16人

情報
通信業
16人

サービス業
14人

不動産業、物品賃貸業 4人

製造業 6人

電気・ガス・熱供給・水道業 1人

建設業 4人 複合サービス事業 2人

運輸業・郵便業 1人
宿泊業・飲食サービス業　1人

医療、福祉　　　　　　1人

金融・保険
42人

公務員
37人

サービス業
29人

卸・小売
29人

情報通信業
24人

建設業
12人

不動産業、物品賃貸業 6人
製造業 9人

運輸業・郵便業 6人
複合サービス事業 4人
医療・福祉 4人医療・福祉 4人

電気・ガス・熱供給・水道業 4人
教育、学習支援業 2人
宿泊業・飲食サービス業 2人
教員 2人

情報通信業
34人

公務員
25人
公務員
25人

サービス業
20人

製造業
17人

卸・小売
14人

建設業6人

金融・保険 4人

不動産業、物品賃貸業 3人

教育、学習支援業 2人
電気・ガス・熱供給・水道業 1人

運輸業・郵便業 4人

教員 2人

複合サービス事業   2人

教育、学習支援業 13人
教育、学習支援業 10人卸・小売業 13人

医療・福祉 12人

製造業 11人

金融・保険 9人
建設業 9人
不動産業、物品賃貸業 6人

複合サービス事業 3人

自営業 1人

運輸業・郵便業 5人
宿泊業・飲食サービス業 6人

教員
80人

公務員
35人サービス業

26人

情報
通信業
14人

Support 1

就職支援

　キャリア支援課には、会社案内が
揃っており、先輩方が残してくれた就職
試験報告書などと合わせて、さまざま
な資料の閲覧ができます。このほか、公
務員・教員採用試験関係資料、就職に
関するガイドブックの貸し出しも行っています。また、パソコンが設置さ
れていますので、インターネットによる就職情報の閲覧・収集も可能。各
種就職情報サイトへの接続はもちろん、就職システムを利用して、本学
に届いている求人情報が検索できます。

　毎年開催されている大学祭の時期に、
「保護者のための就職セミナー」を実施し
て、就職活動の環境や、親の関わり方な
どについて、理解を深める機会にしてい
ただいています。また、保護者宛てに各種
情報提供も行っています。

　自分の将来を真剣に考えれば考える
ほど、答えがわからなくなったり、迷い
が生じたり。就職するまでには、誰もが
不安を感じるものです。そんな時は、
キャリア相談員に話してください。どん
なに小さな悩みでも、相談に応じます。

［相談日］月曜～金曜   10：00～17：00
※木曜日のみ 20：00まで

　民間企業への就職を目指す学類
３年次及び大学院1年次生を対象に、
本学主催の合同企業説明会を開催
しています。福島県内外から200社
以上の企業が出展。絶好の情報収集
の機会となっています。

就職・進路相談 Support 2 各種就職ガイダンス

Support 3 キャリア支援課の利用 Support 4 業界研究セミナー

Support 5 合同企業説明会 Support 6 保護者の皆様へのサポート

　開催される就職ガイダンスは、年間24
種類以上。講演会や説明会などを通して、
就職活動に必要な知識や情報の提供を
行うなど、がんばる学生に対して、多彩な
サポートを行っています。

　主に就職活動が本格化する３年次を対
象に、複数の企業を招いて業界研究セミ
ナーを開催しています。参加社数は限ら
れますが、合同企業説明会よりも早いタ
イミングで業界や企業を知ることができ
る機会となっています。

［ 1・2年生 ］   主に3年生向けに行われるガイダンスに、見学者として参加することができます。
［ 3・4年生 ］ 就活スタートアップ講座、業界研究講座、教員関係、公務員関係、
　　　　　 インターンシップ対策講座、SPI説明会・webテスト、エントリーシート作成
　　　　　 講座、面接対策講座、グループディスカッション対策座、マナー講座ほか
○キャリア相談員による実践型就職ミニセミナーの開催やゼミなどへの出張就職セミナーの実施

進路状況 ※進路データは2019（令和1）年度卒業生実績

学生が選んだ未来（2019年度） 就職率 96.8%
県内就職 県外就職

306人 523人
教員

84人
公務員

194人
企業

551人
進学

81人

※2019年度卒業生進路

【教員（公立）】福島県、会津美里町、磐梯町、岩手県、宮城県、仙台市、松島町、
山形県、栃木県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県など
【教員（私立）】福島めばえ幼稚園、福島愛隣幼稚園、福島成践学園など
【保育士】福島市、郡山市、いわき市、さくら市、寒河江市、尾花沢市、米沢市など
【公務員】厚生労働省労働局、文部科学省、法務省福島地方家庭裁判所、法務
省（法務教官）、財務省（国税専門官）、福島県、福島市、いわき市、鏡石町、二本
松市、会津若松市、宮城県、山形県（警察）、日立市、栃木県、茨城県（心理職）、 
太田市、文京区、東京都（心理職）など
【企業】（株）石井工務店、（株）ユアテック、会津オリンパス（株）、福島キヤノン
（株）、白河オリンパス（株）、東北エスピー（株）、（株）東日本計算センター、（株）
ヨークベニマル、（株）USEN-NEXT HOLDINGS、東日本旅客鉄道（株）、リコー
ジャパン（株）、資生堂ジャパン（株）、（株）モンテローザ、福島銀行、山形銀行、東
京海上日動火災保険（株）、グランディハウス（株）、アクセンチュア（株）など

就職先一例
【公務員】福島労働局、法務省法務局、福島地方法務局、法務省保護局、福島
地方裁判所、青森地方検察庁、法務省（法務教官）、仙台地方裁判所、東北地
方整備局、東北運輸局、仙台国税局、東北経済産業局、東北農政局、山形労働
局、総務省、山形地方検察庁、陸上自衛隊、福島県、福島県（警察）、福島市、二
本松市、会津若松市、喜多方市、大熊町、桑折町、白河市、須賀川市、八戸市、北
上市、大船渡市、奥州市、宮城県、宮城県（警察）など
【企業】ヤマニ建設（株）、東日本高速道路（株）、大和川酒造店、仁井田本家、ム
ネカタ（株）、酒田天然瓦斯（株）、三菱電機エンジニアリング（株）、（株）NTT東日
本一東北、福島民報社、（株）システムネットワーク、TSR（株）、（株）テプコシステ
ムズ、茨城水産（株）、東日本旅客鉄道（株）、（株）イトーヨーカ堂、（株）イワキ、JA
ライフクリエイト福島、みやぎ生活協同組合、（株）ニトリ、東邦銀行、福島銀行、大
東銀行、群馬銀行、山形銀行、内藤証券（株）、第一生命保険（株）、ベストファー
ム（株）、エステート住宅産業（株）、（株）ウェディングエルティ、日本年金機構など

就職先一例

【公務員】福島労働局、福島地方裁判所、人事院東北事務局、東北運輸局、東
北財務局（財務専門官）、宇都宮地方検察庁、横浜税関、福島県、福島市、郡山
市、いわき市、会津若松市、大玉村、川内村、西郷村、須賀川市、岩手県（警察）、
宮城県、岩沼市、秋田県、茨城県、宇都宮市など
【企業】伊藤建設（株）、秋山精鋼（株）、キオクシア岩手（株）、東北電力（株）、（株）エフコム、
（株）福島中央テレビ、（株）NTT東日本ー東北、（株）NTTデータ東北、（株）大塚商会、アイベッ
クスエアラインズ（株）、日本通運（株）、リコージャパン（株）、（株）デンソーソリューション、（株）ギ
フトプラザ、（株）ダイユーエイト、（株）ヤナセ、（株）良品計画、二本松信用金庫、東邦銀行、福島
信用金庫、福島県信用保証協会、農林中央金庫、北日本銀行、岩手銀行、宮城県信用保証協
会、七十七銀行、日本政策金融公庫、とちぎんTT証券（株）、足利銀行、岡三証券（株）、りそな
銀行、（株）アプラス、SMBC日興証券（株）、協栄信用組合、あいおいニッセイ同和損害保険
（株）、三井住友海上火災保険（株）、東京海上日動火災保険（株）など

就職先一例
【公務員】仙台国税局（国税専門官）、東北地方整備局（土木）、東北運輸局（機
械）、原子力規制庁、福島県、福島県（土木）、福島県（警察）、福島市、福島市
（土木）、郡山市、いわき市（機械）、伊達市、青森県（土木）、名取市、酒田市、筑
西市、茨城県、真岡市、文京区（土木）、日野市など
【企業】小林土木（株）、（株）オノヤ、セコムエンジニアリング（株）、ムネカタ（株）、小林化工
（株）、西田精機（株）、（株）山本製作所、（株）日立ハイテクファインシステムズ、キオクシア岩
手（株）、太陽誘電モバイルテクノロジー（株）、デンソーテクノ（株）、福島キヤノン（株）、日本
精機（株）、（株）ホンダテクノフォート、（株）SHOEI、（株）シーズ、常槃共同火力（株）、アルパ
イン情報システム（株）、朝日システム（株）、（株）エフコム、（株）福島情報処理センター、（株）
福島県中央計算センター、（株）ドコモCS東北、（株）NTT東日本ー東北、（株）NTTデータ、
ハイテクシステム（株）、日本システムウエア（株）、（株）USEN-NEXT HOLDINGS、
NECフィールディング（株）、東日本旅客鉄道（株）、鉄道建設・運輸施設整備支援機構など

就職先一例
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2020年度 入学試験統計

学 類 入試種別 募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数

一般入試（前期）

一般入試（後期）

推薦Ⅰ

推薦Ⅱ

外国人留学生

 計

一般入試（前期）

一般入試（後期）

推薦Ⅰ

ＡＯ入試【夜間主】

外国人留学生

 計

一般入試（前期）

一般入試（後期）

推薦Ⅰ（Ａ）

推薦Ⅰ（Ｂ）

推薦Ⅰ（Ｃ）

専門学科・総合学科

外国人留学生

 計

人
間
発
達
文
化
学
類

行
政
政
策
学
類

経
済
経
営
学
類

166

19

20

55

若干名

260

108

35

42

20

若干名

205

115

40

20

30

10

5

若干名

220

698

374

39

114

2

1,227

286

734

55

42

5

1,122

370

343

38

31

9

13

25

829

640

134

39

114

2

929

273

307

55

40

2

677

342

109

38

31

9

12

20

561

187

25

20

52

1

285

117

44

42

22

1

226

138

47

21

30

8

5

7

256

174

17

20

52

1

264

110

38

42

22

1

213

126

31

21

30

8

5

4

225

学 類 入試種別 募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 入学者数

一般入試（前期）

一般入試（後期）

推薦Ⅰ

ＡＯ入試

外国人留学生

 計

一般入試（前期）

一般入試（後期）

ＡＯ入試

外国人留学生

 計

合計 

共
生
シ
ス
テ
ム
理
工
学
類

食
農
学
類

70

45

20

25

若干名

160

60

20

20

若干名

100

945

163

558

30

39

20

810

99

152

50

10

311

4,299

157

157

30

39

19

402

94

22

49

10

175

2,745

93

57

20

23

5

198

67

20

20

2

109

1,075

85

40

19

23

4

171

62

16

20

2

100

973

北 海 道  10/47（2/18）

東北

関東

近畿中国

四国

九州

北陸
中部
東海

テレメールでの請求

モバっちょでの請求

スマホ・ケータイ用
バーコードhttps://telemail.jp

テレメール

インターネット（パソコン・スマホ・ケータイ）利用の場合

モバっちょカスタマーセンター
IP 電話 050-3540-5005 （受付時間：平日／10：00～18：00）

〈 モバっちょに関するお問合わせ先 〉

050-8601-0101
自動音声対応電話利用の場合 （ 24時間受付 ）

ご希望の資料の請求番号６桁を入力してください。自動音声対応電話でのご利用の場合は、音声ガイダンスにしたがって登録してください。

インターネット（PC・スマホ・ケータイ）をご利用ください。

http://djc-mb.jp/fukushima-u2/

青 森 県 27/104（22/ 73）
岩 手 県 51/178（34/135）
宮 城 県 100/521（102/495）
秋 田 県 18/  93（27/ 83）
山 形 県 66/285（58/244）
福 島 県 391/1379（435/1,693）

新 潟 県 31/212（42/190）
富 山 県 3/  24（ 2/ 11）
石 川 県 1/  12（ 1/  4）
福 井 県 1/    4（ 0/  3）
山 梨 県 3/  14（ 2/ 17）
長 野 県 16/  78（ 8/ 49）
岐 阜 県 2/  13（ 1/  5）
静 岡 県 8/  62（11/ 62）
愛 知 県 6/  39（ 5/ 19）

徳 島 県 0/1（ － ）
香 川 県 － （ － ）
愛 媛 県 3/4（2/3）
高 知 県 － （ － ）

福 岡 県 0/3（1/4）
佐 賀 県 1/3（ － ）
長 崎 県 － （0/1）
熊 本 県 0/2（ － ）
大 分 県 － （ － ）
宮 崎 県 0/2（0/1）
鹿児島県 0/1（1/2）

茨 城 県 84/406（56/310）
栃 木 県 75/373（101/453）
群 馬 県 22/102（23/111）
埼 玉 県 14/  92（11/ 41）
千 葉 県 4/  42（ 9/ 54）
東 京 都 8/  59（ 6/ 34）
神奈川県 5/  25（ 0/ 22）

三 重 県 1/9（1/6）
滋 賀 県 0/2（0/2）
京 都 府 2/6（1/2）
大 阪 府 1/8（0/4）
兵 庫 県 1/12（2/7）
奈 良 県 1/1（ － ）
和歌山県 － （0/1）

鳥 取 県 0/1（ － ）
島 根 県 － （1/2）
岡 山 県 0/4（1/5）
広 島 県 1/2（0/1）
山 口 県 － （0/1）

沖 縄 県　1/2（1/2）

志願者・入学者の都道府県別分布
＊都道府県名　入学者数/志願者数　（　）前年度

大学窓口での請求

募集要項の請求方法・発表時期

入試データ

インターネット（パソコン・スマホ・ケータイ）または自動音声対応電話をご利用ください。

配布場所 ： 福島大学入試課（事務局棟１階） 配布時間帯：平日／9:00～17:00

IP電話

テレメールカスタマーセンター 

[  テレメールに関するお問合わせ先  ]

（  受付時間 9：30～18：00  ） 050-8601-0102IP電話

学費・奨学金

282,000円  夜間主 ／ 141,000円 年額 535,800円  夜間主／年額 267,900円

※入学時及び在学中に入学料・授業料の改定が行われた場合は、改定時から新たな入学料・授業料が適用されます。
※入学時には、入学料のほかに別途修学関係経費、各種会費が必要になります（学類によって金額は異なります）。

入学料 授業料

〈日本学生支援機構奨学金〉

〈しのぶ育英奨学金 福島大学独自の給付型奨学金〉

学費免除について

高等教育の修学支援新制度により、日本学生支援機構が、対象となる学生へ奨学金を給付します。
支援区分と通学区分により給付月額が決まります。

［貸与奨学金］

［給付奨学金］

無利子の第一種奨学金と利息のつく第二種奨学金があります。第一種奨学金の貸与条件である学
業成績と家計の困窮度は、第二種奨学金よりも厳しく設定されております。

国の修学支援新制度により、日本学生支援機構の給付奨学生となった方（非課税世帯またはそれに準
ずる世帯の方）は支援区分により入学料及び授業料が免除となります。（第Ⅰ区分：全額免除、第Ⅱ区分：
2／3免除、第Ⅲ区分：1／3免除）※日本学生支援機構給付奨学金は、入学の前年度に高校に申込を行っ
てください。または入学後、すぐに学生・留学生課へ申込を行うこと。また、修学支援新制度の対象とな
らない方については、入学料及び授業料の徴収を一定の期日まで猶予する制度があります。

経済的理由により入学料及び授業料の納入が困難な方に対し、家
計基準に応じ学費を減免します。また学類生同様、学費の徴収を猶
予する制度があります。博士後期課程の学業優秀者に対しては、選
考のうえ授業料を免除する制度があります。

［大学院生］［学類生］

● 本学に1年以上在学の学類生が対象です。  ● 5～6名程度を選抜し、毎月1人5万円で1年間（総額60万円）支給します。  ● 返還する必要はありません。

〈その他の奨学金〉
都道府県市町村、各種団体の制度もあります。

入学後、前期分と後期分に分けて、年額の2分の1相当額を
それぞれ4月、10月に学生本人指定口座から引き落し。

納入
方法

入学手続前に所定払込用紙により金融機関で振り込み、
入学手続時に納入書（大学提出用）を提出。

納入
方法

奨学制度

※住所・氏名などの登録時は、ゆっくり・はっきりとお話しください。登録された音声が不鮮明な場
合は資料をお届けできない場合があります。一般電話回線からの通話料金は日本全国どこからでも
3分ごとに約12円です。

奨学金の種類 金額／月（国立大学の場合）

自宅外通学

自宅通学

第Ⅰ区分
第Ⅱ区分
第Ⅲ区分
第Ⅰ区分
第Ⅱ区分
第Ⅲ区分

66,700円
44,500円
22,300円
29,200円
19,500円
  9,800円

［日本学生支援機構奨学金］の場合

※発表時期・料金は変更になる場合があります。

資料名 資料請求番号 発表時期

大学案内

入学者選抜要項

入学者選抜要項・大学案内

561220

581220

561200

7月下旬

7月中旬

7月下旬

料金（送料含む）

215円
180円
250円

215円
215円
215円
180円
180円

581200
581210
581240

7月中旬

7月中旬

7月中旬

6月上旬

6月上旬

編入学及び
学士入学 募集要項

人間発達文化研究科募集要項

地域政策科学研究科募集要項

経済学研究科募集要項

共生システム理工学研究科（博士前期課程・修士課程）募集要項

共生システム理工学研究科（博士後期課程）募集要項

人間発達文化学類
行政政策学類
経済経営学類

編入学（ 高専対象推薦入学 ）
募集要項

共生システム
理工学類

140円

140円

7月中旬

561180

561190

581190

541190

581270

563720

4月下旬

※政府派遣留学生1名は含まない




